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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























口絵・本文イラスト　ntny









戦いの中に救いを求める壊れた少年は、

記憶をなくした迷子の少女と出会い──

世界を、自分を再生する。
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　プロローグ　Reunion




　そう遠くない過去に、世界は壊こわれたらしい。

　具体的には一五〇年と数か月前。学校で習った授業によると、未み曾ぞ有うの大規模地ち殻かく変動を原因として世界は崩ほう壊かいした、とある。地殻の唸うなりが海を裂さき、潮が奔ほん流りゆうとなって渦うずを巻くと、大陸という大陸の全すべて、そして海までもが真っ黒な海うな原ばらの狭はざ間まに落とし込まれた。

　海が海を呑のみ込むなんて、冗じよう談だんにしたって笑えない。

　死はあっという間に億の単位まで上り詰つめた。大勢の人が海に堕おち、運良く残った亡なき骸がらを埋うめる大地すら海に沈しずむ──そんな有様だったらしい。人の培つちかった文明はこの時期を境に、二世紀ほど後退したとまで言われている。

　崩壊と衰すい退たい。絶ぜつ滅めつに次ぐ死滅。文字通りの──大災さい厄やく。

　文ぶん献けんに残る話だから脚きやく色しよくされているのかと思えば、これでもまだ、控ひかえめな表現だと当時の記録には記されているのだから、これはもう想像するしかないけれど。

　世界は確かに一度、完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされたのだと思う。

　────────でも。

　それで終わらなかったが故ゆえに、人はしぶとく生き延びた。

　災さい禍かに見み舞まわれた世界。考えることを許された唯ゆい一いつの生物である人は、自分たちが生き残る未来を思い描えがき、知ち恵えを行動によって示したという。

　想像を現実のものとする──それは、人がもっとも慣れ親しんだ営みだ。

　そして世界は、変へん貌ぼうする。




　世界に刻まれた無数の亀き裂れつは、幾いくつもの大きな釘くぎによって塞ふさがれた。

　腐くさりかけた足場は、人工の大地へと踏ふみ固められた。

　空を見上げていた人類は、海の下に世界を見み出いだした。

　想像と創造。逆境に次ぐ繁はん栄えい。文字通りの──奇き跡せき。

　人類は確かに一度、壊れた世界を再生してみせたのだと思う。




　それから、一五〇年とちょっと。

　過去が現在に追いついて、現在が未来の背中を目指すこの頃ごろ。

　思考昇華パラダイムシフト──かつて世界を救ってみせたその奇跡を、僕は今日も振ふるい続ける。








　第一章　深海を見上げて、迷子　─Under the Ocean─




「……だぁぁ！　参りました！」

　なんとも情けない降こう伏ふく宣言が部屋中に響ひびき渡わたった。

「うん。対局、ありがとうございました。お疲つかれ様」

　そう言って、対面に座る勝者──美み陽よさんは華か麗れいに微び笑しようした。

　椅い子すと椅子で丸テーブルを挟はさんだ即そく席せきの対局場。その戦場にて、盤ばん上じようの遊ゆう戯ぎ──いわゆる戦略系ボードゲームの勝敗が、僕の敗北という形で決した瞬しゆん間かんである。

「ぐぅ、これで五連敗……情けなさ過ぎる」

「仕方がないよ。君が初心者なのに対し、自分は経験者なのだから。何も恥はじることはないさ。むしろ、たった五回でここまで善戦できる才能を、君は誇ほこるべきだよ」

　優ゆう秀しゆうな後こう輩はいを持てて自分は嬉うれしいよ、と美陽さんはその長ちよう髪はつをかき上げた。

　緩ゆるやかな曲線を描く亜あ麻ま色いろの髪かみ。線の細い身を包むのは、目のやり場に困るへそ丸出しのスタイリッシュな私服。猫ねこを思わせる切れ長の瞳ひとみは知的な光を宿している。

　僕の三つ年上の先せん輩ぱいたる美陽さんは、一つ、駒こまを掴つかみあげた。

「しかし、この手の遊戯はやりこむ度たびに面おも白しろみが増すね。次の対局が楽しみだ」

「そりゃ僕もそうですけど……でも、職務中に遊んでいいんでしょうか、僕たち」

「無論だね。思考を鍛きたえるのもここでは立派な職務だよ？」

　ここ──研究所の一室である部屋の床ゆかを指差して、美陽さんは得意げに頷うなずいた。

　八人掛がけの長テーブルに、特売で買ったパイプ椅子たち。あとは観葉植物がちらほら。それがこの部屋の全て。定期的に清せい掃そうが入る床には埃ほこり一つ見当たらず、それはおそらく研究所という清潔さを要求する施し設せつ故なのだろうと個人的には思う。

　特別派は遣けん調査室──特査、と呼ばれるこの部屋が、僕たちの仕事場。

「今日はせっかくの休息日だからね。遊戯に興じるのもまた贅ぜい沢たくな過ごし方だよ。それに調査命令が下ればまた忙いそがしくなるさ」

「それはそれで大変そうですねぇ……」

「おや、弱気だね。そんなことでは人生の主役は務まらないと思うけれど」

　君の日常はここから始まるのさ、と物語の導入を語るように、宣言する美陽さん。

　僕が主人公の物語じゃぁ、退たい屈くつすぎて観客が一人も集まらない気がするけど。

「そりゃ、人生にも仕事にも手は抜ぬきませんよ。今日からバイトも本格始動ですし」

　学生であれば誰だれだって一度はその存在を考えるであろう──アルバイト。

　働いた分に見合うだけの手当を貰もらう。そういった普ふ通つうのそれとは少し違ちがうのだけど、僕のバイトとはすなわち、とある研究所──もっと言えば、この調査室の手伝いである。

　学生という立場上、長期休きゆう暇か──例えば今日から始まる冬休みの間などは、絶好の働き日和びよりとなるのだ。

「本格的に働くのは夏休み以来になるのかな。どうだい、調子のほうは？」

　美陽さんの問う『調子』の意味を少し考えてから、僕は軽く肩かたを回してみせた。

「腕うでは鈍にぶらせていないつもりです。ほぼ半年ぶりなぶん、しっかり働きますよ」

　僕のバイトは夏と冬が主な書き入れ時だ。というより、研究所が夏と冬にだけ異様に忙しくなるのである。それ以外の日は本当に暇ひまなもので、放課後に調査室へ顔を出しても、仕事らしい仕事はせず、今日みたく机き上じようの駒と睨にらめっこする時間がほとんどだ。

　それを職務だと言えば言えてしまうのが、ここが研究所と呼ばれる所以ゆえんだったりする。

「……ふふ」

　ふと、なにやら美陽さんが思い出したように小さく笑えみを零こぼしていた。

「？　どうかしました？」

「いや、君とまた一いつ緒しよに働けるのかと思うと、嬉しくてね。普段から顔を合わせているとはいえ、不思議と久しぶりに感じるのさ。前の夏から楽しみにしていた甲か斐いがあったよ」

「……そ、そうですか」

　嬉しそうな表情でそんな嬉しいことを言ってくれると、さすがにちょっと照れる。

　このバイトを始めてもう二年だ。歳さい月げつを重ねれば慣れが生まれるもので、僕としては久しぶりというより、またこの冬がやってきたなぁと、戻もどってきたような感覚が強い。

　それが飽あきに繋つながらないのは、きっとここに後輩想おもいの先輩がいるからだと思う。

「頑がん張ばります。人生の主役を張れる程度……には」

「それを聞いて一層に楽しみになったよ。……さて、そろそろ机を片付けるとしようか」

　手伝ってくれるかい、と訊きく美陽さん。勿もち論ろん、と僕は返した。

　二人がかりで駒を片付け終えるのも一瞬。特にやることもないので、調査室に常備してあるお茶を淹いれて、のんびーりとくつろぐ僕たち。で、あったのだけど。

「おっと」

　美陽さんがさっと腕の時計に目を走らせたことで、休息は終わりを迎むかえた。

「そろそろ時間だね。少しの間、席を外させてもらうよ」

　言って、上着を束ねて肩にかける美陽さん。その素そ振ぶりは部屋を去るもの。はて。

「どこかいくんですか？」

「定例会議さ、室長同士のね。さして大きなものではないよ。小一時間で戻る……とはいえ、そうだね。少し早いけれど、君は今の内に昼食でも取ってきたらどうだい？」

「え、もうそんな時間ですか」

　見れば、壁かべに掛かる大時計の針が真上を示していた。昼の十二時。お昼時である。

　どうやら思いの外、長く熱中していたらしい。気が付かなかった。

「言われてみればお腹も空いてますね……あ、でも食堂はまだ開いてないかな？」

「おや、食堂かい？」

　何気なく呟つぶやいた一言に、美陽さんがえらく驚おどろいた反応を返してきた。

「珍めずらしいね、ハル先輩が君に御弁当を持たせないとは」

「いえ、僕が断ったんです。ほら、姉さんってば早起きしたり店の準備したり、忙しいじゃないですか。だから、これ以上、迷めい惑わくかけたくなくて」

「ふむ。それは殊しゆ勝しような心がけ……なのかな」

　そこまで気にする必要もないと思うけれど──と、美陽さんは歯切れ悪く呟くと、

「……いや、失礼。失言だったね。忘れてほしい」

「はあ。じゃあ、忘れますけど」

　僕としては曖あい昧まいに返答する他ほかない。まあ、言わんとしてることはわかるのだけど。

　こればっかりは、僕の問題だし。下手に追つい及きゆうされても答えに困ってしまう。

「えーと。それなら、ちょっくら行ってきますね」

　微び妙みような空気感を切り替かえるためにも、僕はパイプ椅子から立ち上がった。会議に出るのであろう美陽さんも僕に続く──ところで、ああ、と美陽さんに呼び止められた。

「つかぬ事を聞くけれど、君の行き先は購こう買ばいかい？」

「？　ええ、今は食堂開いてないですし。それがどうかしました？」

「いやなに。もし可能であれば、自分の分の昼食も購入しておいてくれるかな、とね。会議の後に食べようと思うのだけど、その頃には欲ほしい品は売り切れていそうだから」

「ああ。いいですよ、ご所望の品は？」

「『激げき辛からの星、灼しやく熱ねつカレーパン～暗黒編～』を三つ、お願いするよ」

「売り切れなさそうな名前ですねぇ……」

　大辛党の注文を脳内にメモして、僕は椅子に掛けておいた白の上着を羽織る。研究所では白を基調とした制服の着用が推すい奨しようされていて、僕もその例に漏もれていない。まあ、あくまで推奨のため、我らが室長みたいに思いっきり無視する人もいるけど。

　へそ出しルックである。この季節に寒くないのだろうか。

「おや。どうしたの、そんなに見つめて。自分のへそに何かついているかい？　それとも……ああ、この身体からだに欲よく情じようでもしたのかな？」

「な、なんてこと言うんですかっ！」

　表現は直球であればいいってもんじゃあないだろう！

「で、本当のところは？」

「いやまぁ目を奪うばわれたのは事実ですけど！　そんなこと聞かないでくださいよ！」

「ふふ、ごめんよ。自分は正直な子が好きだから、ついね」

　実に悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ美陽さん。まったくもぅ、この人の冗じよう談だんは心臓に悪い……。

　しかし、この程度の些さ事じで動どう揺ようしていたら、美陽さんの部下は務まらない。これ以上いじられてもなんなので、僕はとっとと踵きびすを返した。

「あ。待って」

　うぅん。今日はよく呼び止められる日だなぁ。僕は再度振り返る──って。

　我らが室長が手に掲かかげたそれを見て、思わず身を固くしてしまった。

「忘れ物だよ。風かざ峰みね橙とう矢や研究員」

　呆ぼう然ぜんとする僕に、片手が差し出された。身長に反して意外と小さい、美陽さんの手。

　美陽さんは大して苦くもない苦く笑しよう、すなわち微苦笑を浮うかべて、

「武ぶ装そう研けん究きゆう員いんの証あかしをこうも簡単に忘れるなんて、厳重注意だよ？」
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　その掌てのひらに載る、艶つや光びかりする──漆しつ黒こくの銃じゆうを渡してきた。

「……面めん目ぼくないです」

　かなり本気で反省しながら、僕はその差し出された拳けん銃じゆうを受け取った。

　黒の大型拳銃だ。それはまるで玩がん具ぐの拳銃のように、軽い。実際、その中身はあるようでないのだけど──そんなことはお構いなしに、冷たくなった僕の相棒たる銃は、掌の上で冷れい徹てつにその存在を主張していた。忘れたことに抗こう議ぎでもするかのように。

　ドラグーン弐に式。僕の相棒にして──僕の存在の証明たる、拳銃。

「常に帯銃を怠おこたらないでね。ここでは何が起こるか解らないのだから」

　了りよう解かい。僕は漆黒の拳銃を腰こし元もとのホルスターに収めた。ぽんぽん、と二度叩たたく。

　確かに。これを忘れてしまっては──研究所でなにをするんだって話である。

「様になっているよ、色男くん」

「それはまあ、どーも」

　上司の褒ほめ言葉に苦笑で応じて、ドアノブに手を掛けた。回す。扉とびらを開ける。

「それじゃあ、今度こそいってきますね」

「いってくるといい。他の女性研究員に目を奪われないようにね」

「だからそんなことしませんって！」

　叫さけび返して部屋を去る僕だった。……なんだか締しまらないなぁ。




　……よし、誰もいないっと。

　人ひと気けがないのを確かく認にんして、僕は重い扉を閉めた。

　一歩、踏ふみ出す──のと同時に、冷えた空気が肌はだを刺さす。

　研究所の屋上には誰もいなかった。落下防止の手すりの先には、都市の街並みが果てることなく続いている。研究所の敷しき地ちは広大で、それ故ゆえに幾いくつもの建物──そして屋上も存在するのだけど、この一番高い屋上は中でも一ひと際きわ、研究員に人気がある。

　まあ、さすがに真冬のこの時期、好き好んで屋上で昼食を取る人もいないらしい。

　僕は手て提さげの袋ふくろから一つ、今日のお昼を取り出す。『バターマフィン』と名付けられた見たまんまの焼やき菓が子し。ビニル樹じゆ脂しの袋を破いて、それを口にした。……うん、美う味まい。

「でもやっぱり寒いな……」

　無人の屋上に独り言が霧む散さんする。……なんとなく寂さびしくなって、空を見上げた。

　青空。異様な程ほどに碧あおく、文字通り雲一つない、紺こん碧ぺきの空がそこにある。まるで深海を覗のぞきこむような──そんな比ひ喩ゆが一部の隙すきもなく似合う、大空。なのだけど。

「……本当に海の色をしてる場合は、どう言うべきなんだろうなぁ」

　空。深海の碧に染まる空を見つめて、思わず苦笑してしまう。

　本来、空とは海面の色を反射して己おのれを着き飾かざる。しかし、あれは違う。濃のう紺こんのペンキを塗ぬりたくったような色合いのあの空は、実際の海を──水深何千メートルの深海を透とう過かして出来たものだ。空と海がすなわち同色であり、それが意味する事実はただ一つ。

　空に海が見える。そんな状じよう況きようを説明する言葉は、僕の知る限りこれしかない。




　この潜せん水すい都市『鶺せき鴒れい』は、今現在、絶賛潜水中である。




　遥はるか頭上を見上げれば、そこには壁がある。街全体をドーム状に覆おおう、透とう明めい色の耐たい高水圧用隔かく壁へきが。潜水中の街を海水と圧力から守る、不可視の天てん蓋がいだ。

「潜もぐってから、もうどれくらい経たつんだっけかなー……」

　海の空も、そろそろ見み飽あきてきた。

　潜水都市は、一定周期で──半年に一回、約一か月の期間を海中で過ごす。潜水中の街を照らす人工太陽も、遥か頭上の空を泳ぐ鱗うろこの硬かたい魚たちも、そんな都市に住まう者にとっては今いま更さら言うほどのことでもない常識なのである。なのであるのだけど……ねぇ。

　潜水期間も終しゆう盤ばんの今日、景色の変わらない空というのは、意外に退たい屈くつだ。

「ま。どうでもいっか」

　言って、用済みのビニル袋を握にぎりしめる。食事完かん了りよう。ごみ箱は、と周囲に目を向ける。あれ、ない……と思ったら、給水塔とうの陰かげに隠かくれて見えていないだけだった。歩きだす。これを捨てたら調査室に戻るとしよう。屋上はやはり寒いし、それになんだろう、寒空の下に一人というのは、意外と寂しいものがあるし────と。




　それは、本当に唐とう突とつに、視界へ飛び込んできた。




「──っ!?」

　危あやうくこけそうになった。躓つまずいた足でたたらを踏む。心臓がバクバク脈打つも、物思いに耽ふけってどこか角に頭をぶつけたから──とか、そんなドジをしたわけじゃあない。

　給水塔の陰。その塔を支える鉄柱。硬い鉄骨に身を寄せるようにして、

「…………すぅ」

　一人の少女が──安らかな寝ね息いきを立てていた。

　灰色の硬い枕まくらに頭を乗せる、純白のワンピースに身を包んだ少女。この肌寒い季節に剥むき出しの肩かたもさることながら、何より目を引かれたのは少女の腰にまでかかるその髪かみだ。　光の透すき通るような、澄すんだ緋ひ色いろの髪。

　ルミネセンス──錯さつ覚かくだろうけど、毛先の一本一本から光の粒りゆう子しが舞まっているように見えた。その前髪が届く閉じた瞳ひとみには、長い睫まつ毛げが立ち並ぶ。桜色に彩いろどられた形の良い唇くちびるから、すぅ、と心地ここちよさそうな吐と息いきが漏れた。

　無む垢く。おそらく、誰だれもが初対面でこの子から受ける印象は、それだ。

　思わず詳しよう細さいに描びよう写しやできるほど見つめてしまったけれど──これは、いったい。

「え……どういう……こと？」

　いや。寝てるんだろうけど。季節は冬。防寒具の装備を検討に入れる時期である。正確に言うと、潜水都市『鶺鴒』が『冬』の気象設定にある今日この頃ごろ、になるのだけれど。自然界から完全に隔かく離りされた潜水都市とはいえ、その内部の温度、湿しつ度ど、風向は海上の四季と同様になるよう調整されているのだ。人工とはいえ、冬は冬。寒いはずだ。

　なのに、こんな朝っぱらから──それも、人気はないとはいえ屋上で寝ているとは。

「……あ、あのー。こんなところで寝てたら、風か邪ぜ引きますよ？」

　とりあえず起こしたほうがいいだろう。僕はしゃがみ込み、少女に呼びかけてみた。

「……すぅ……すぅ……むぅ……」

　が、反応なし。規則正しい寝息はそのままである。……うーん。もう一回か。

「あのー……起きたほうがいいよー……？」

「んぅぅ…………だいじょぶだよ……ねてないから……」

　いや寝てると思う。それ思いっきり寝ね言ごとだよね、女の子。

「おきるよ…………おきてるよぉ………………………………………………………すぅ」

「寝てるだろうよ！」

「むにゅっ！　うぅ……いたぃ……」

　はっ、しまった。つい突つっ込み感覚で少女の頭をはたいてしまった。

「あぁ、ごめんっ、そんなつもりじゃ……」

「んぅ……ぃいよ………べつにぃ……………………………ねむぅ」

「結局寝るの!?」

　すごい睡すい眠みん力だなぁこの子！

「……しっかし、紅べに色の髪って珍めずらしいな。外国の子かな？」

　そう、なんとなく顔を覗き込もうとした瞬しゆん間かん、少女が身じろぎをした。

　っ。僕が超ちよう高こう速そくで身を離はなす──間に、少女は緩かん慢まんな仕草で鉄柱から頭を起こすと、

「……ふはふ」

　可愛かわいらしいあくびを一つ。半開きの瞼まぶたを弱々しくこする。

　まずい。起こそうとしていたのに、いざ起きたとなると気まずいのは何な故ぜだろう。

「ねむぅ……んぅ…………ん？」

　自身に影を落としている存在──真正面に立つ僕に気づいたのか、少女が顔を上げた。

　無垢な輝かがやきを双そう眸ぼうに浮かべる少女と、固まる僕の視線が正面からぶつかる。

　あぁ。瞳の色、空あ色おなんだ。

「……だれ？」

　少女は不思議そうに至し極ごく当然な問いを口にした。僕はつっかえそうになりながらも、

「いや、えっと……通りすがり、だけど？」

　言ってから早くも後こう悔かいする。寝起きの少女に言う台詞せりふじゃない。我ながら怪あやしすぎる。

「通りすがりさん……？　……あの、」

　けれど、怪しさでいえば眼前の少女も相当だった。

「……なにか、食べる物……もってる？」

「へ？」

「お腹、すいちゃって……よかったら。なにか、もってない？」

　ぐぅ、と間が良いのか悪いのか少女の腹部から音が鳴った。少女は照れたように腹を押さえる。うぅん。腹の虫は制せい御ぎよ不能なのだろう。恥はじることはない。のだけど。

　しかし、食べるものか。手提げの袋の底には、美陽さんご所望の激げき辛からパンが眠ねむっている。しかし、これをこんな無垢な少女にあげるのは大いに良心が痛むし……うぅん。

「……あ」

　食べ物、あるかもしれない。いや、創つくれるかもしれない。

　僕の腰に帯銃してある大型拳銃。この銃────駆動銃ランゲージなら。あるいは。

「ちょっと待っててね」

　言って、僕は革かわ製ホルスターから漆しつ黒こくの駆動銃ランゲージ──ドラグーン弐式を抜ぬいた。

「えっ？」

　目の前の少女がぎょっと目を剥いた。まるで、予期せぬ展開に面食らうような反応。

　うん？　内心で首を傾かしげながら、僕は愛銃の銃口を軽く傾げる。くるり、と玩具じみた軽さのそれを人差し指で引っ掛かけ一回転させ、照準をもう片方の掌に合わせた。

　そうして、僕は気持ちを落ち着けようとして──またもや、少女が反応した。

「ちょっ、ちょちょちょっと！　危ないよ！」

　わわわっ、と先ほどまでの眠ねむ気けはいざ知らず、なにやら両手を顔の前で振ふりまくっている。推測するまでもなく、焦あせりのジェスチャー。しかし……危ない？

「……？　あぁ、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　心配しなくても、僕に自らの手を撃うち抜く趣しゆ味みはない。

　慌あわてる少女を目で諭さとして、僕は今度こそゆっくりと意識を落とす。ゆっくりと温かい湯船に浸つかる感覚。僅わずかな感情の波は紋もんも最小限に押しとどめる、静せい謐ひつの精神を心がける。

　大げさに言ったけれど。俗ぞくに言う──集中するというやつだ。

「ふ……ぅ」

　握りしめたビニル袋を開き直す。裏面には原材料が表記されていた。小麦粉、牛乳、グラニュー糖……普ふ段だんならば気にも留めないその単語の羅ら列れつを、脳のう裏りに焼き付ける。

　内容を幾いく度どか復唱しながら、僕は手元の拳けん銃じゆうを肩もとまで引き寄せ、銃身の背につくレンズを覗き込んだ。映し出されるのは僕の掌てのひら。でもこれは、遠望レンズじゃあない。

　透明体。その中央に向けて、片目の視線を一直線に束ねてから。

「……よし」

　さぁ、頭を使おう。

　──柔やわらかい──きつね色──甘さ……は、控ひかえめ──

　思考のパルスが僕の脳裏を駆かけ巡めぐった──直後。

　手元の大型拳銃。その銃口から透明な火花が散った。それは、脳内に存在する無数の思し惟いの線が衝しよう突とつし、その衝しよう撃げきが駆動銃ランゲージの機能によって現実に発生した証あかし。火打ち石で擦こすったようなその煌きらめきは、既き存そんの言葉で表せばイメージと呼ばれるもの。

　……お菓か子しっていうと、こんな感じかな？

　大型拳銃。僕は、その軽すぎる引き金を、絞しぼった。

　眩まぶしい。そう、僕の網もう膜まくが知覚した次には。思惟衝突より生じる火花が、放射線状に光量を増ぞう幅ふくさせ──ぐんっっと一点に収縮した。急激な質量膨ぼう張ちようによる熱発光。思考の産物である『想像』が、確固たる『質量』を与あたえられ現実に創造される、その瞬しゆん間かん。

　この一瞬は文字通り、ほんの一瞬で終わって──果たして。

　スパークの果てに一つの物質──否いな、質量を得た思考が現れた。それは、重力に逆らうよう一瞬滞たい空くうするも……ぽん、と実に軽い音を立てて僕の掌に落ちる。

「できた……と」

　掌越ごしに伝わる柔らかな、それでいて温かいこの感かん触しよく。その正体は小麦粉や牛乳、その他調味料が混ざり合って生まれた──マフィンだ。

　よし。思考に質量を付ふ与よさせる現象──思考昇華パラダイムシフトの完了である。

　お菓子作りなんて初の試みだったけれど、どうやら無事に成功したみたいだ。

「……え」

　しかし。約一名、眼前の少女には──この成功はよほど意外だったらしい。

「えええええっっ？」

　何故か、少女が盛せい大だいに仰ぎよう天てんしていた。度合いとして、給水塔の上で羽を休めていた小鳥たちが何事かと飛び立つほどの声量と驚きよう愕がくっぷりだった。おおぅ。

「え……と。どうかした？」

「どうかするよっ！　あっ、いやっ、しますよ！」

　あくまで敬語らしい。律りち儀ぎな。べつにいいのに。

「どっ、どうして銃からお菓子がでてくるんですかっ？」

　少女が詰つめ寄ってくる。な、何故こんなに驚く。僕は少女の勢いに気け圧おされつつも、

「いや、駆動銃ランゲージで思考昇華パラダイムシフトを起こしたから……だけど？」

「らんげーじっ？　ぱらだいむしふとっ？」

　なにそれーっ、と悩なやましげに頭を抱かかえる少女。手品っ？　種も仕掛けもない手品っ？　とかなんとか唸うなっている。……妙みようだな。どうも僕と少女で話が食い違ちがっている気がする。

　今のご時世、思考昇華パラダイムシフトは別段珍しいものでもないだろうに──って、あぁ。

「……もしかして、思考昇華パラダイムシフトを見るのは初めて、とか？」

「は、初めてって……え……これって、一いつ般ぱん的……なんですか？」

　風船から空気が抜けて萎しぼむように、少女の勢いが沈ちん静せい化していった。そのまま、僕の掌に載る焼き菓子をまじまじと見つめだす。ふむ。どうやら当たりらしい。
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「ん……んー？」

　少女が唸っている。食べたい、でも食べてもお腹壊こわさないかな……といった実にまた悩ましげな表情である。それでも、マフィンにそーっと手を伸のばし始めている様子を見る限り、どうやら好こう奇き心しんが勝まさりつつあるらしい。

「……ぼーっ」

　そこで、恋こい人びとの瞳でも覗のぞき込むような熱視線をマフィンに送っていた少女は、思い出したようにうっと呻うめいた。お腹をぷるぷる震ふるえる手で押さえて、蚊かが鳴くような声で呟つぶやく。

「……こ、これ、食べてもいいですか？」

　その仕草が妙に微笑ほほえましい。元よりそのつもりだ。焼き菓子は出来たてが一番である。

「どうぞ。味は保証できないけどね」

「あっ、ありがとございますっ、通りすがりさんっ」

　──僕の名前は通りすがりじゃないよ？

　腹ぺこ少女に内心で突っ込みながら待つこと数十秒。きつね色をした即そく席せきマフィンをあっという間に胃の中に収めた少女は、目に見えて元気を取り戻もどした表情で、

「んぅ……おいしかった！　これ、なんていう食べ物ですか？」

「？　そりゃマフィンだけど……知らない？」

「まふぃん？」

　異国の言葉をなぞったような、どこかずれた発音。

「それって、甘くてちっちゃいハンバーガーみたいなの……でしたっけ？」

「そりゃマカロンだと思うけど」

　っていうか頭とお尻しりの二文字しか合ってない。やっぱり、外国から来たのか？

　僕は役目を終えた駆動銃ランゲージをホルスターに収めて、改めて少女に向き直った。

「……ところで、君さ。どうしてこんな屋上で寝ねていたの？」

　給水塔とうを一いち瞥べつする。直球すぎるかと思うけれど、他ほかに訊ききようが思い浮うかばない。

「ん……んー？　べつに寝てたわけじゃないんですよ？」

「いやそれもう誤ご魔ま化かすのに無理があるような……」

　先ほどのやり取りを思い出し、僕は嘆たん息そく。対して、少女は少し慌てた様子で、

「いえ。あたし、その、お母さんを待ってるんです」

「お母さん？　あー……なる、ほど」

　研究所で迷子になる話は、わりとよく聞く。敷しき地ちが他の施し設せつに比べ桁けた違ちがいに広いため、普ふ通つうの感覚で歩いているとあっという間に迷子には、確かになる。

「通りすがりさんってば、どこにいるのか知りません？」

「いやいや。お母さんとだけ言われても、特とく徴ちようとか教えてくれないとなんとも」

「特徴？　んー……特徴……お母さん？」

「なんで疑問系」

　というか『お母さん』は特徴ではあるまい。まだ寝ぼけているのだろうか。

「えー、じゃぁ、そこでしっかり熟じゆく睡すいしていたのは？」

「ちょっと休きゆう憩けいしてただけです。お母さん、待ちくたびれちゃって」

「ふ、ふぅん。……でも、この寒いなか外で寝てたら風か邪ぜ引くと思うけど」

「ん、そうですか？　へっちゃらですよ？」

　あっけらかんとするワンピース一枚の少女。しかし──ひとたび冬の冷風が吹ふけば。

「……くしゅんっ」

「全然へっちゃらじゃなさそうだけど！」

「さ、寒くなんてないですよ？　歩きだせばまた温かくなりますから。だいじょぶっ」

「……さいですか」

　強がりなのか握にぎり拳こぶしを作る少女を前に、僕は乱暴に髪かみをかいた。うぅん。困った。言動行動状じよう況きようから判断するに、明らかに変な女の子だ。が、しかし。放ほうっておくのも気が引ける。母親がおそらく研究員なのだろうし、見捨てていくわけにはいくまい。

「……つまり。きみ、正しよう真しん正しよう銘めいの迷子ってことだよね？」

「えへん。正真正銘、迷子でーす」

　実に屈くつ託たくのない笑顔で、少女は己おのが状況を語った。

　いちいち突つっ込んでいたら話が進まない。僕は簡潔な説明を心がけ、端たん的てきに言う。

「えっと、じゃあ……よかったら、僕と一いつ緒しよに来る？　迷子ってことなら、受付でアナウンス流して、きみのお母さんに迎むかえに来てもらうこともできると思うから」

　実を言うと、過去、僕も研究所内で迷子になったことがある。あの時は不安心から年とし甲が斐いもなく本気で泣きそうになったし、だから少女の気持ちもわかると言えばわかるのだ。

　果たして、少女はくりくりした瞳ひとみをまばたかせると、腕うでを束ねて僕を覗き込んだ。

「ん、んんー……と？　もしかして、通りすがりさんってすっごく親切な人？」

　なんとなく、散歩中の子犬が歩行者を見上げているような仕草だ。

「いや、親切っていうか……まあ、そこら辺は信用してもらうしかないんだけどさ。それより、僕は通りすがりなんて名前ではないので」

　おほん、と一つ咳せき払ばらい。自己紹介こういう時って妙に緊きん張ちようするのは、僕だけだろうか。

「僕は、風峰橙矢。特立研究機構の──ここの、研究員だから。よろしく」

「あ、はいはーぃ、よろしくお願いしますっ。えっと、かざみねとうや……さん？」

「呼び捨てでいいよ。あと、敬語も使いにくかったら、ため口で構わないから」

　そういう違い和わ感かんって、意外と会話の中でわかるものなんだよね。

　僕の提案に、少女はどこかほっとしたように頬ほおを緩ゆるめると、

「あー……はいっ。じゃぁ、とうやくんで……いいかな？　うん、そうするね。あれ？　通りすがりさんじゃなかったんだね。んん、名義詐さ称しよう？」

「そんな名前の人がいてたまりますか」

　苦く笑しよう。僕は少女に手を差し出す。握られる。それを軽々と引っ張る。

　少女の手は、想像以上に冷たかった。

「うひゃあ。手、あったかいね」

「君の手が冷たすぎるんだよ、きっと」

「そうかな？……んー、でも、こういうのってなんかいいなぁ～」

　嬉うれしそうに。繋つないだ手をぶるんぶるん振ふる少女。やっぱり敬語よりか今の彼女の口調のほうが自然に思えるなぁ、なんて。そんな些さ細さいなことに気を取られていて。

　この時。僕は少女の名前を聞き忘れていた。




　特立研究機構。

　それが僕のバイト先にして、潜せん水すい都市『鶺せき鴒れい』最大の研究施設の名前だ。

　正式な名称は特立研究機構なれど、長いし字数多いし呼びづらい──と職員の間で不満の声が上がり、もっぱら研究所の通称が用いられている。しかし、伊だ達てに長い名を冠かんするわけではなく、所属員数は優に千を超こえ、敷地の広さ、研究設備、おまけに給きゆう与よ所得も都市にある国家施設の中で最高級だよ──と、美陽さんが前に言っていた。

　都市最大の研究施設。同時に、迷子になる確率も都市最大の我らが仕事場である。

「じゃあ、お母さんとはぐれたのはあの屋上でだったんだ」

　無機質な通路を歩きながら、僕は少女の話に相あい槌づちを打った。

　迷子を連れて受付に向かう道中。緋ひ色いろ髪の少女は人好きのする性格らしく、時折すれ違う職員たちに挨あい拶さつを忘れない。今も、緋色の毛先を宙に躍おどらせながら、僕と談笑に花を咲さかせている。

「んーん。はぐれてないよ？　あそこで待ってなさいって言われただけだったり」

「屋上で？　ふぅん……あ、君のお母さんって、やっぱり研究員？」

「んー、多分？」

　それが癖くせなのか少女は小首を傾かしげる。曖あい昧まいな返答だけれど、別段とぼけているような印象は受けない。今のご時世、親の詳くわしい職種を知らなくとも不思議はない……のかな？

「でも、お母さん、どこにいるんだろ」

「もう少しで受付だから、着いたらわかるよ。……あ、そこの階段は下にね」

　はーい、と素す直なおな了りよう承しようが返ってきた。僕と少女は踊おどり場を抜ぬけて階段を下りる。

　この研究所、迷子が続出する話からもわかるように、施設構造が極きわめて複雑だ。受付に向かおうとして購こう買ばい部に辿たどり着く。実験室の扉とびらを叩たたいたら化け粧しよう室だった。などなど、僕自身の体験談を含ふくめ、その手の逸いつ話わは枚挙に遑いとまがない。

　とはいえ、それも二年も前の話だ。僕とて、今はもう道を間ま違ちがえることなく──

「ね、とうやくん。パラダイムシフトって、どういうものなの？」

　回想に飛び立ちかけた僕の意識は、そんな問い掛かけで中断を余よ儀ぎなくされた。

　見れば、横に並ぶ緋色の髪の少女が歩みは止めずに僕を覗き込んでいる。

「あ、ごめん。聞いてなかった。なに？」

「んーっと、さっき見せてくれたパラダイムシフトのこと、教えてほしいなーって」

　気になっちゃいまして、と茶化したような口調で照れ笑いする少女。

　え、知らないの？　と聞き返しそうになって、僕ははたと気付いた。そうだ。都市の人間なら誰だれしもが知っているであろうあれを──この少女は先ほど初めて見たのだった。

　ならば、説明してあげるのが──バイトとはいえ、あれを使う研究員の務めだろう。

「思考昇華パラダイムシフトっていうのはさ、一種の物質創造なんだよね」

　僕は何気なく天てん井じようから青白い光を降らす蛍けい光こう灯とうに目をやった。

　思考に質量を与あたえる──すなわち、思考を物質に昇しよう華かする。

　理想的な物質は極論、空想の理論上にしか存在しない。机き上じようの空論。しかし、逆を言えば、質量を伴ともなわない思考の中であれば、どんな性質を持つ物質であろうと存在できる。

　曲がる鉄。熱い氷。闇やみ色いろの光──そんな比ひ喩ゆみたいな理想物質が、存在する。

　なら、思考に質量を付ふ与よすれば、理想的な物質になるんじゃないか。その理念を体現化した技術が思考昇華パラダイムシフトであり、ある種の物質創造を可能にするための出力装置が──

「……らんげーじ？」

「うん、正解」

　少女の問いに、僕は己おのれの大型拳けん銃じゆうを掲かかげ見せることで答えた。

　駆動銃ランゲージ。思考の銃じゆう弾だんを放ち物質を創造する──既き存そんの銃器とは一線を画した、それ。

「そのらんげーじがあれば、なんでも創つくれるの？」

　少女からの再びの問いは期待に満ちている。僕もできるだけ応えたい。

「なんでもは無理かな。思考昇華パラダイムシフトには創造する対象に関する知識がいるから。僕たち研究員は『矛む盾じゆんなき思考』って呼んでるんだけど、平たく言えば──」

　絵を描かくときには全体像を把は握あくしてから描くのと同じだ。万が一にも齟そ齬ごがあってはいけない。対象とする物質の知識──材料や形状、重さに温度、それら現実に存在するための条件をきちんと理解しておかないと、創造はおろか想像もできない。

　作り手には、矛盾なく創造物を理解する必要があるのだから。

「もしかして、あたしにまふぃんをくれたときも？」

「そうだね。成功するかどうかは、ちょっと微び妙みようだったんだけど」

　マフィンの原材料が裏に明記されたビニル袋ぶくろ。あれを思考する直前に見たのは、味を思い出す意味の他に、創造対象の構成分子を理解する必要もあったから。

「じゃあじゃあ、絶品料理を見ただけでぱぁって再現……とかは」

「できない、かな。構成分子──材料を理解していれば創れないことはないだろうけど、味のしない張りぼてみたいな料理が出来上がるだろうし」

　腰こし元もとにある駆動銃ランゲージは料理人じゃぁなくて──いわば、料理製造器なのだ。

　レシピ通りの食材をただ混ぜるだけでは、それは料理とは言えない。

「ねえ、とうやくん。パラダイムシフトってあたしにもできるかな？」

　その質問は、好こう奇き心しん旺おう盛せいな少女の口から出るとそう突とつ飛ぴでもなかった。

「興味、あるの？」

「んっ。さっきのまふぃん、あたしもつくってみたいなって」

　美お味いしかったからっ、と追加された理由は純じゆん粋すいだった。なるほど。納なつ得とく。

「うーん。残念だけど、難しいかな」

　とはいえ、少女には悪いけれど断言させてもらう。でも、少女の瞳は未いまだ輝かがやいていた。

「あたしも練習すればできるようになる？」

　鋭するどい。僕は返答代わりに少し歩調を緩めた。

「思考昇華パラダイムシフトってさ、使うのに訓練がいるんだ。暴発する可能性があるから」

　暴発。ぽかんとした少女の唇くちびるが聞き慣れない言葉をなぞった。僕は頷うなずく。

「さっきもちょろっと言ったけど、思考昇華パラダイムシフトは成功条件が厳しいんだ。創造する対象の知識は勿もち論ろん、それを思い描くだけの正確な想像が必要になってくる。それがないと──」

「……ないと？」

　少女が首を傾げて語ご尾びを引き継ついだ。僕は少しだけ言葉を選ぶ。

「ないと、危ないんだ。きちんとした物質が構築されなくて、ただ熱量だけが生み出されちゃうから。さっきのマフィンが、内側からぽろぽろ崩くずれちゃう感じ……かな？」

「んっ。丁てい寧ねいにつくらないと美味しくないもんね」

　着地点は実に少女らしかった。完成度という意味では合っているのだからさすがだ。

「でもね、訓練すれば必ずしも使えるわけでもないんだ」

　僕の言葉が意外だったのか、少女がまん丸と目を瞠みはった。

「そうなの？」

「うん。絵を描くのが得意でも、細かい工作は苦手っていう人もいるでしょ？　向き不向きが誰にでもあるのと同じで、思考昇華パラダイムシフトも明確にできる人とできない人がいるんだ」

　人間、大たい抵ていの物事は、人によって得意不得意があるだろうけれど、時間をかければある程度、習得できると思う。料理と思考昇華パラダイムシフトの絶対的な違いはそこで、思考昇華パラダイムシフトの場合、そもそものレシピが浮うかぶ人と浮かばない人がいる。

「個人に適性がある、っていうのがわりと有名な話だね。三人いれば一人は適性があるんだったかな。それにも、絵を描く際の空間把握能力が必ひつ須すだとか、難解な数式を解くための論理的な展開力が大切だとか、色々な説があるんだ。そういうのを全部ひっくるめて、思考昇華パラダイムシフトには才能がいるって言われている」

　へぇぇ、と僕を見つめる少女の瞳の輝きが一層増した。無む垢くである。ま、眩まぶしい。

　今いま更さら、調査室のとある先輩からの受け売りだとは言いにくい……。

「あたしは……できるかな？」

　僕の内心は当然知らずに、期待に満ちた少女は駆動銃ランゲージを見つめている。……うぅん。

「どうだろう。こればっかりは感覚になるから。実際に試ためしてみるのが手っ取り早いけど、暴発の問題があるからさ。やるにしても、きちんと準備をしてから、かな？」

　僕はひょいと駆動銃ランゲージをホルスターにしまった。あっ、と少女が見るからに名残なごり惜おしそうに肩かたを落とす。その様子を微笑ほほえましく思っていると、照れくさそうな少女と目が合った。

　うん。やっぱりこの子、珍めずらしい。

　思考昇華パラダイムシフトは魅み力りよく的な技術だと思う。一方でその物質を撃うち出すのは駆動銃ランゲージ──銃だ。想像を現実に変えるという理想と組み合わせるには、あまりに物ぶつ騒そうな代しろ物ものである。実際、武器というその形状に抵てい抗こうを感じる人は少なくないし、その忌き避ひ感はきっと正しい。

　銃を持つ以上、その銃口を向ける相手は──確実に存在するのだから。

「あ、もしかして、この研究所で研究してるのって、それ？」

　思いついたと言わんばかりに、少女が頭に電球を灯ともした。いや、比喩だけれど。

　僕はその熱意を肯こう定ていしたい気持ちで、けれども否定する。

「いや、思考昇華パラダイムシフトじゃないよ。あれは産物。この研究所が研究してるのは、もっと」

　──忌いま々いましいものだから。

「……おんや。そこにおわすは橙矢っちじゃねぇか」

　そんな陽気で気け怠だるそうな声が、僕の言葉を遮さえぎった。

　視線を正面に戻もどす。聞き覚えのある声だなと思っていたら、やはり見覚えのある顔の同どう僚りようが、ひらひらと片手を振ふって、階下から顔を覗のぞかせていた。ボサボサの癖のある茶ちや髪ぱつに、着き崩くずした白の制服。右手には使い込まれた印象を与える工具箱を引っ提さげている。

　同僚──ノボルは爽さわやかな笑みを浮かべ、にっと白い歯を見せた。

「なーにしてんだこんなところで？　ナンパか？」

「いや、出合い頭がしらで真っ先に訊きくことじゃないよね、それ」

「んなことねぇって。男ってのは常に女を求めて歩く生き物なんだぜ？」

　軟なん派ぱに言い放つ、特別派は遣けん調査室の同僚兼けん悪友──八はち王おう寺じノボル。

　だれ？　と少女が疑ぎ問もん符ふを浮かべるので、友達、と僕は返しておく。

　ノボルが軽い足取りで階段を上ってくる。僕はその右手に揺ゆれる工具箱を見て、

「ここにいるってことは、頼たのまれてた仕事、もう終わったの？」

　ノボルも僕と同じバイト研究員だ。なれど、その内容は少々異なる。僕が調査室に常時待機しているのに対し、ノボルはこうして所内を出歩く類のバイトを主にしている。

「おうよ、今さっきな。朝っぱらから四時間も整備室に籠こもって、ようやっと終わったんだぜ。橙矢っち、そんなオレを労いたわってくれー」

「ほいほい、お疲つかれさま」

　さんきゅー、とノボルは二段飛ばしで僕の目の前に着地すると、

「つかよ、オレ、今から昼飯食うんだけど、橙矢っちも一いつ緒しよにいかね？　食堂も丁度開いたみたいだし、今ならきっと空いてる──ぜいっ!?」

　語尾を妙みように跳はね上げた。驚おどろきに見開かれたその目の先には、僕の後ろ──ノボルの反応に目を丸くしている少女。察するに、階段が死角になって今の今まで少女が見えていませんでした、といった風である。口をあんぐりと開けた同僚が、ぽつりと呟つぶやく。

「…………橙矢っちがマジでナンパに成功した？」

「だからなんで発想がそっちにいくんだよ！」

　ノボルってば働き者だなぁとか思っていた僕の気持ちが急速にしぼんでいくよ！

「む、確かに。橙矢っちにナンパするような度胸があるわきゃねぇか」

「む。それはそれで納得がいかないな……」

「ナンパしたんじゃねぇんなら、その寒そうな格好の子、どうしたんだよ？」

　そう言って、ノボルが少女に目を向ける──と、件くだんの迷子少女はささっと僕の背に隠かくれた。さきの口数の多さはどこにいったのか、無言で僕らのやり取りを見守る風ふ情ぜいだ。

　うぅん。意外と人見知りする子なのかな？

「あー、いや、彼女、ここで迷ったみたいでさ。お母さんを捜さがしてるらしいから、受付で迷子アナウンスでも流してもらいにいこうかなって思って」

「……そりゃつまり、迷子か？」

　ノボルが訝いぶかしんでいますと言わんばかりに片かた眉まゆを跳ね上げる。

「迷子っつーと、犬のお巡まわりさんと住所不定の子こ猫ねこちゃん的なあれだよな？」

「その譬たとえはよくわからないけど……まあ、概おおむね想像通りだと思う」

　僕の答えを聞いて、ははぁん、と納得した風に深く頷くノボル。

「行きがかりで迷子を連れて、ねぇ。ま、橙矢っちらしいちゃあらしいな」

「らしいって……なんのこと？」

「なんのことでもねぇよ。……お、そだ。橙矢っち」

　妙みよう案あんを思いついたと言わんばかりに、ノボルは僕にそっと耳打ちしてきた。

「オレのこと、その子に紹しよう介かいしてくれね？──って、うぉっ、なんだその軽けい薄はくそうな男を蔑さげすむような目は！　石になっちまうじゃねぇか！」

　別に蔑んでいない。ただ睨にらんだだけである。

「……いいけど、いつもの調子で変なこと口走らないでよ？」

「よっ、迷子ちゃん。オレは八王寺ノボル。そこの橙矢っちとは大親友で大戦友な間あいだ柄がらだ。調査室じゃ調律師っつぅ、駆動銃ランゲージの技師をやってる。よろしくな。……ところで君、可愛かわいいね。どう、今度オレとどこかお茶しにいかない？」

「早さつ速そく人の話聞いてないよね!?」

　初対面で迷子の女の子を口説くやつがあるか！

　見ろ、少女が面食らった顔で首を傾かしげちゃってるじゃないか！

「んと、お茶のお誘さそいですよね？　はい、いいですよー。とうや君も一緒にどう？」

「あれ、普ふ通つうに切り返した!?　っていうか、僕今ナンパされたっ？」

「ほ。天然系ってやつだな？　橙矢っちを逆ナンするとは、中々やるじゃねぇか」

「逆ナンって表現も今日きよう日び聞かないよ……」

　僕は軟なん体たい動物のようにぐんにゃりと肩を落とした。ふと見れば、少女がくすくすと忍しのび笑いを漏もらしている。……ま、いっか。笑ってくれるのなら突つっ込み役も本望だ。

「んでも、迷子ちゃんを連れてんなら、昼飯は一緒にいけねぇか」

「あー、ごめん。付き合えなくて」

「構わねぇよ。可愛子ちゃんと仲良くなるほうが男として大事なこったぜ。オレも後で受付に顔出しにいくからよ。んじゃ、あでゅー、お二人さん」

　きらん、と意外と様になるウィンクを飛ばし、ノボルが踵きびすを返す──その直前。

　じりっ。ノイズのような電子音が踊おどり場に響ひびいた。

『──全研究員に緊きん急きゆう連れん絡らく──』

　音源は天てん井じよう。見上げれば、所内スピーカーが空気を震しん動どうさせていた。

　ノボルがバツの悪そうな顔で天井を仰あおいだ。

「あん？　業務連絡かよ。オレの颯さつ爽そうとした立ち去りを邪じや魔まするとはどういう了見だ」

「いや、スピーカーに怒おこってどうするよ、ノボル──」

『──地下二七階より実験中の残ざん留りゆう体たいが脱だつ走そうしました』

「っ」「っ」

　天井から降ってきた機械音声に、僕とノボルは揃そろって絶句した。

『一いつ般ぱん職しよく員いんは所定避ひ難なん区域まで退避。尚なお、武装研究員は駆動銃ランゲージを帯銃の上、中央本部まで集合してください。繰くり返します、地下二七階より──』

　警報を反復するスピーカーから顔を離はなすのに、要した時間は数秒。

　それも、隣となりに立つ少女が不思議そうに僕を覗き込んでくれたから、我に返れた。

「今の警報、んと、なにかな？　退避とか、武装研究員とか言ってた……よね？」

「……あ、ああ、うん」

　僕とノボルは顔を見合わせた。多分、お互たがいに限りなく厳しい表情を浮かべながら。

「橙矢っち。今の……脱走ってことは、あれか？」

「だろうね。ノボル──僕は地下までいってくるから。この子をお願い」

　任せろ、とノボルが迷子少女の腕うでを掴つかむ。少女は焦あせったように僕を見上げた。

「んっ、とうやくん？　どこかいっちゃうの？」

「うん。ちょっとね」

　──あの忌々しい連中をぶっ倒たおしてくる。

　心中でそう呟いて、僕は足早に踵を返した──否いな、返し損そこねた。

　そう。今日はとことん、呼び止められる日なのだと、再認にん識しきする羽目に陥おちいった。

　何な故ぜなら──僕の行く手から、黒い『なにか』が跳とびだしてきたからだ。




　最初、影かげでも伸のびたのかと思った。

　踊り場の床ゆかを突き破り目の前に現れた『なにか』は、針金のように細長く、そして奇き妙みような色合いをしていた。絵の具全色をぐちゃぐちゃに混ぜたような──失敗作の色。

　よく考えれば、そんな気味の悪い色の影があるはずないのに。

　その不気味な棒ぼう杭ぐいがもう一本、硬かたい床を突き破って眼前に現れ、僕の前まえ髪がみを風圧で揺らしたところで──僕はようやく反応することが叶かなった。

「っ──」

　慌あわてて後ろに飛び退のく。その際、硬こう直ちよくする少女とノボルの肩を、引き倒すようにして手た繰ぐり寄せた。おぉっ、と、うわぁっ、と両者の一いつ拍ぱく遅おくれた驚きよう愕がくの声。

　直後──ほんの数歩先に突き刺ささる二本の杭は、くいっと曲がり、やたら生物的な動きで床を掴むと、床に罅ひびを奔はしらせるほどの力を入れて、床下から『それ』を引き上げた。

　人工の床を木こっ端ぱ微み塵じんにして跳び上がった──そいつは。

「な、ん──っ！」

　汚お泥でい色の巨きよ大だいな体たい躯くを晒さらす、のっぺらぼうの巨人だった。

　関節どころか凹おう凸とつのない全身。生理的な気持ち悪さが否いや応おう無しに身を震ふるわす。そして、何より不気味なのは、その頭部に生える、小さな羽だ。

　彫ちよう刻こくの如ごとく微び動どうだにしないその片羽は、体色の中で唯ゆい一いつ綺き麗れいな、涙なみだ色。場ば違ちがいな程ほどに可愛らしい、片方だけの羽だ。それが余計に──そいつの混こん沌とん具合を引き立てる。

　前言撤てつ回かい。こいつは影だ。人に似て人間とは程遠い──影かげ法ぼう師し！

「────っ」

　その姿を視覚を通じて脳が認識した瞬しゆん間かん、僕の靴くつは反射的に床を蹴けっていた。たった数歩の間合いを難なく詰つめ、文字通り棒立ちの巨人──否、化け物の懐ふところに肉にく薄はくして。

「う……らぁっ！」

　一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなく──その土手っ腹に拳こぶしを叩たたき込んだ。

　ぐにゃり、とゴムでも殴なぐったかのような感かん触しよくが拳に伝わる。それに構わず腕を振り切ると、化け物は風に舞まう紙切れのように吹ふっ飛び──階下に転がり落ちていった。

　どんがらがっしゃん、と馬ば鹿かみたいな大音が響き渡わたる。

「お……おい、橙矢っち！　無事か！」

　ノボルが血相を変えて駆かけ寄ってきた。それに続く迷子の少女は、しかし状じよう況きようを呑のみ込めていないのだろう、不安そうな面おも持もちで僕とノボルを交こう互ごに見つめている。

　僕は無言で無事を示した。ノボルは焦しよう燥そうに駆られた声で、

「な、なぁ、橙矢っち……あれって」

　階下でうずくまる異色の巨人を指さした。

「あの残留体──さっき放送で言ってた、地下の実験室から逃にげ出したやつか!?」

「多分ね。大方、床を突き破って登ってきたんだろうけど」

　僕は冷ややかに化け物──否、『残留体』と呼ばれる異形をを見下ろした。

　たかが実験体の分際で、のこのこ逃げ出してきた──化け物。

　四つん這ばいだったモノトーンの残留体が、ぬらりと起き上がる。人の関節可動域から完全に外れたその動きは、まるで影が伸びるように滑なめらかで、異質だった。

　その臨戦態勢への移行は、あまりに無む駄だがなくて。それ故ゆえに。

　残留体の腕がぶれた──そう視覚が認識した刹せつ那な、腕は眼前にまで迫せまっていた。

「っ──っっ！」

　少女とノボルを突き飛ばし、自分も上体を反らすので精せい一いつ杯ぱいだった。

　間かん一いつ髪ぱつ、僕の眼前を駆け抜ぬけていく異色の腕。顎あごをなめるような風圧に肝きもが冷える。化け物に視線を戻もどすと、今度は比ひ喩ゆではなく本当に肝が凍こおりつくかと思った。

　残留体の両腕が、その全長より長く床に緩ゆるく垂れていた。道理で攻こう撃げきの瞬間が唐とう突とつすぎたはずだ──リーチが突とつ然ぜん伸のびたのは、腕そのものが伸びたからか。

「……けど、これで種は割れたな」

　僕は腰こし元もとのホルスターから──大型拳けん銃じゆう、駆動銃ランゲージを抜き出した。

　化け物。お前にこの銃の本来の用よう途とを──見せてやる。

「ちょ、ちょい待て橙矢っち！　一人じゃ無理だっ、せめて応おう援えんを待ってから──」

　うるさい。あれを片付けるのは、僕の仕事だ。

　ノボルの忠告は無視。僕は駆動銃ランゲージをぐっと引き寄せる。レンズの中央──創造の焦しよう点てんたるその向こう側を覗き込み、可か及きゆう的てき速すみやかに想像の構築を試みる……よし、いける。

　──核かくは銀──形状は短たん剣けん──強度を最優先に──

　引き金を引いた刹那、思考のパルスが脳内で弾はじけた。銃口から透とう明めい色のスパークが散る。思し惟い同士の衝しよう突とつによる輝かがやき。想像が現実になるその瞬間──ええいっ、長ったらしい！

　僕はスパークに直接片手を突っ込むと、それの柄つかを強引に抜き取った。バチバチッ、と抗こう議ぎするように火花が散るも知ったことじゃあない。

　しっかり創造できたのだから──文句はないだろう。

　思考の電撃が忙せわしなく創つくり出したそれは、短剣だった。

　剣砕きマンゴーシユ──相手の武器を受け止め、弾き、壊こわすことに重きを置いた鍔つば幅はばの広い剣。防ぼう御ぎよに特化したそれは、しかしこの場においては最も信しん頼らいできる武具となる。

　この大きさまで圧縮したからこそ──桁けた違ちがいな強度が宿るのだから。

　準備は、整った。

　僕は駆けだし──階段から飛び降りた。対して、残留体の反応は素す早ばやかった。

　両腕による刺し突とつが繰り出される。速い──けれど、高速故にその軌き道どうは直線的だ。

　僕は宙で上体を思いっきり捻ひねる。半身を回転させた結果、脇わき腹ばらのすぐ横を黒い腕がかすめていった。熱を伴ともなう微かすかな痛みを代だい償しように、伸びきった彼かの腕へ剣砕きマンゴーシユを奔はしらせる。すっ──と紙でも切るかのような滑らかな感かん触しよく。けれども与あたえた傷は決して浅くない。

　そして──攻守が逆転したこの一瞬、相手は絶好に無防備だ。

　剣砕きマンゴーシユを逆手に持ち替かえる。切っ先を振ふり上げて、上体を大きく反らす。全身のバネというバネを使いタメを作る。跳ちよう躍やくした僕の身体からだは重力により当然の如く落ちて──落ちて。

　眼前には、晒されたのっぺらぼう面づら！

「──ぁっ！」

　呼気一刀、剣砕きマンゴーシユを振り下ろした。白銀の軌き跡せきが闇やみ色の能面に吸い込まれ──突き刺さった。手て応ごたえは驚おどろくほど軽く、また鮮せん血けつは散らなかった。

　代わりに散ったのは、血ち飛沫しぶきと見間違うほどの──間かん欠けつ泉せんのような黒い霧きり。

『──ヴヴ──ヴ──ヴ、ヴ、ヴゥ────』

　己おのれの顔を斬きられて、残留体が初めて呻うめき声らしきものを発した。そののっぺらぼう面のどこに口があるのかと疑いたくもなるけれど、化け物に突っ込んでやる義理はない。

「……そうか」

　とはいえ、今ので深手を負わせたと判断し距きよ離りを取ってしまったのは──失策だった。

　ほんの数秒。僕が立ち尽つくす少女とノボルに目を配った、その僅わずかな間を経へて。

　残留体はもう──呻いてはいなかった。

「そういえばそうだった……お前たちは、そうだったな」

　じゅくっ……じゅぶっ……。

　奇き怪かいな音を立てて。切断された残留体の腕が、人間でいうところの肘ひじから手首、指に至るまで──生えていく。傷口に透明な火花を散らし、傷が塞ふさがっていく。

　まるで映像の逆再生──しかし、表現としては間違っていないはずだ。

　肉体の再生。それが。その場に残り、留とどまる肉体を持つ、残留体の所以ゆえんなのだから。

「──ノボル！」

「お、おう!?」

　素すっ頓とん狂きような声を返す親友に、僕は残留体から視線を外さないまま叫さけんだ。

「その子を安全な場所まで連れてってあげて！　こいつ、すぐには倒せない！」

　あれほどの再生速度だ。悔くやしいけれど、僕一人の火力じゃぁ──最悪、潰つぶしきれない。

「お、わっ、わかった！　ついでに応援呼んでくっから、なんとか耐たえてろよ！」

　いくぞ、迷子ちゃん──と、ノボルが少女の肩かたを掴んだ。

「──とうやくんっ！」

　少女が不意に叫んだ。眉まゆ尻じりを下げ、唇くちびるを震わせ、今にも泣きそうな顔で。

　あぁ、そうか。言葉が上う手まく紡つむげない少女に向かって、僕は叫び返した。笑え顔がおで。

「大だい丈じよう夫ぶ──僕に任せておいて！」

　僕が引きつけノボルが少女を逃がす。その案は決して悪くなかった──はずなのに。

　ぐるり、と残ざん留りゆう体たいが首を反転させた。のっぺらぼう面がある一点を注視する。

　そこにいる──化け物に対たい抗こうする力を持たない、少女とノボルを睨にらむように。

「っ、まずっ、逃げ──」

　警けい鐘しようは遅おそすぎた。残留体が動く──全快した肉体を脈動させ、影が伸びるように階段を上った。摩ま擦さつ抵てい抗こうを零ゼロにした高速移動。影が地を這はう光景は、これ以上なく不ふ吉きつで。

　目を丸くして立ち尽くす少女を救うには、咄とつ嗟さに剣砕きマンゴーシユを投とう擲てきする他ほかなかった。

　ひゅん────と、宙を駆けた白銀の光は影よりも速く到とう達たつして、ざくりと残留体の足首を床に縫ぬい付けた。叫ぶ苦く悶もん。痛みに藻も掻がく肉体。停とまる──化け物。

　これぞ本当の影かげ縫ぬい──って、そんな冗じよう談だん飛ばしてる場合じゃなかった！

　駆動銃ランゲージを構える。すぐさま武器を創造しなければ。今のは一時しのぎだ。

　かちっ、と僕は引き金を引いた──それだけだった。

「…………え？」

　かちっ、かちっ、かちっ。何度引いても銃口から火花が散らない。それはつまり、思考昇華パラダイムシフトが出来ないということ──え、なんで。駆動銃ランゲージに弾たま数かずという概がい念ねんはない。思考昇華パラダイムシフトを引き起こすエネルギー源が弾の代わりだ。故に弾切れはありえない。中身のカートリッジは昨日入れ替えたばかりだ、し──え、あ。

　屋上。お腹を空かせた迷子の少女に、僕はマフィンを創ってあげた。まさか、焼やき菓が子しの構築なんて慣れない思考をしたせいで──予想以上に消しよう耗もうしていたとしたら。

「エネルギー……切れ？」

　沈ちん黙もくする拳銃から視線を引き剥はがし、呆ぼう然ぜんと前に向ける。苦く渋じゆうに身を震わせながらも、残留体が足止めする剣をいとも簡単に引き抜いたところだった。

　あれじゃ──動けるじゃないか。動けるんじゃ──あの子は。あそこで腰こしを抜かしたように尻しり餅もちをつく少女は。彼女を逃がそうとして懸けん命めいに腕うでを引っ張っているノボルは。

　助からない──のか。

　人は絶望に視界が真っ暗になるというけど。僕はその光景から目が離はなせなかった。

　助けたいのに力不足なのは嫌いやだから────だから。

「──だいだいやじるし、伏ふせて！」

　それが僕に向けられた言葉だと直感した刹那、僕は言われた通りにしていた。

　頭上を凝ぎよう縮しゆくした風が駆け抜けていった。巨大な質量の飛来による風圧。視界の端はしにちらと映ったそれは、細やかな蒼あおい燐りん光こうを放つ──まるで流星のようであり。

　その正体は、氷ひ雨さめだった。

　付け加えれば、一ひと粒つぶ一粒が人の頭ほどもある、氷ひよう塊かいの暴風雨。

　残留体の肉体が瞬またたく間まに氷塊の流星に削けずられていく。再生する隙すきも与あたえない、完全な力押し。腕が裂さける。足が折れる。腕が回復する間に足と頭が潰れる──そんな有様。

　化け物が跡あと形かたもなく、再生する余地なく砕くだけるまでに、そう時間はかからなかった。

「再生能力の高い個体には物量で押すのが基本──とはいえ、少々品がなかったかな」

　コツコツ、と靴くつ音おとを響ひびかせて現れたのは、長身の女性だった。

　緩やかな曲線を描えがく亜あ麻ま色いろの髪かみ。線の細い身を包むのは、制服が一いつ般ぱん的な研究所の中で唯ゆい一いつの、へそ丸出しのスタイリッシュな私服。猫ねこを思わせる切れ長の瞳ひとみは、好物の煮に干ぼしを前にしたような輝きを放っていた。僕は理解する──助けられたのだと。

　その、脇わきに抱かかえている銀色の狙そ撃げき銃じゆうに。

「やあ、無事かい。だいだいやじるし？」

　我らが特別派は遣けん調査室室長──美陽さんは、華か麗れいに微び笑しようした。




　とりあえず、場所を移した。

　木こっ端ぱ微み塵じんの踊おどり場ではできる話もできない──とは美陽さんのもっともすぎる意見である。残留体によってぶち抜かれた踊り場には、少なからず後ろ髪を引かれたのだけど、駆けつけた職員の方々に事後処理は任せてきた。

　そんなわけで、特別派遣調査室である。

　僕とノボルに美陽さん、それに迷子の少女の四名は、円を描くように配置されたパイプ椅い子す（安物）に一段落と称しようして腰を下ろしていた。

「さて──まず最初に、遅おくれて済まなかったね」

　口火を切ったのは、颯さつ爽そうと登場して僕たちを助けてくれた美陽さんだった。

　本名、天あま之の河がわ・シュティン・エル・美陽さん。

　とんでもなく長い名前の我が特別派遣調査室の室長は、訊きくところによると、会議の真っ最中に僕たちの騒さわぎを聞き付けた職員の連れん絡らくを受け、抜け出してきてくれたらしい。

「いえ、来てくれただけで大助かりですよ」

　偽いつわらざる本心だ。あの場面で美陽さんが助けに入ってくれていなかったら、僕の物語はとっくに幕を下ろしていた。見るも無む惨ざんな悲劇的な結末で。

　こうして助かった以上、僕には物語を進行させる義務がある。

「それであの、美陽さん。早さつ速そくで悪いんですけど、あいつはなんでここに……？」

「ふむ、指示語が曖あい昧まいだね。あいつとは残留体のことでいいのかい？」

　律りち儀ぎに訂てい正せいしてきますね、と思った僕であるも、自らの台詞せりふを思い出して猛もう省せいした。確かに、あれやらここやらなんでやらと、語ご彙いが貧困すぎる。本当に学生か、僕は。

「はい、そうです……ごめんなさい……もっと勉強します……」

「うん？　謝ることではまるでないけど、知識を身に付けようとする心意気は立派だね」

　優ゆう秀しゆうな後こう輩はいを持てて自分は嬉うれしいよ、と美陽さんは破顔した。

　愛だ。この人は寛かん容ようすぎる……。

「えっと……それで、どうして残留体が床ゆかから出てきたんですか？」

　残留体。僕が戦い美陽さんがとどめを刺さした化け物。あれは、ある期間中のみ、都市に脅きよう威いを与える化け物だ。その性質は先の戦いからも知るように、極きわめて獰どう猛もう。再生能力に加え、伸しん縮しゆく自在に腕を操あやつるなど、理想的な肉体を持つのが尚なお更さらたちが悪い。

　しかし、僕のバイトは──そんな連中を打だ倒とうすることにある。

「ふむ。我らが研究所の掲かかげる研究理念は知っているね？」

　唐とう突とつな室長からの問い掛かけに、僕は頷うなずく。バイトとはいえ、それは基き礎そ中の基礎だ。

「とある生物──残留体を研究、調査、そして駆く除じよすること。それが特立研究機構の設立目的であり、同時に自分たちが全力をもって取り組む仕事でもある」

　知っている。だからこそ、あの時、あの残留体は僕らの目の前に現れた。

「君も知っての通り、あの残留体は地下で培ばい養よう実験されていた個体だ。極限まで生命活動を低下させ、仮死状態にして研究していたのだけど──何が起きたのか現状不明ながら、残留体は再び活動を活発化させ、培養器から逃にげ出した」

「それに、僕たちが……出くわしたと」

　なんというか、予想通りっちゃあ予想通りの真相なのだけど。

「……運悪いですね、僕たち」

「誠まことに残念ながら同意せざるを得ないね。君たちに怪け我ががないのが唯一の幸いだよ」

　そう言ってくれるのは非常に嬉しいけれど、僕の疑問は未いまだに晴れない。

「でも、なんでまた活発化……でしたっけ？　そんなことに」

「不明だよ、今現在はね。自分は、残留体ではなく培養器に問題があると踏ふんでいるのだけど──あくまで推測だから。脱だつ走そうの原因は、研究所が総力を挙げて目下調査中だよ。いずれ、自分たちにも調査のお鉢はちが回ってくるだろう。今は考えても仕方がないさ」

　それよりも──、と美陽さんは唇の端をにゅっと吊つり上げると、

「そちらの可愛かわいらしいお嬢じようさんがどちら様なのか、自分は非常に気になっているのだけども？」

　研究所の内輪話に置いてけぼりにされていた、迷子の少女を手で示した。

　目をぱちくりさせた少女は一度、後ろを振り返る。当然、誰だれもいない。少女は僕にちらりと視線をよこしてから、おずおずと自分の頬ほおを指差した。

「……あたし？」

「そう。君だよ、お嬢さん。自分としては、だいだいやじるしがナンパに成功して連れてきた子だと推測──いや、確信しているのだけど、実のところはどうなんだい？」

「この調査室はそんな発想する人ばかりですか！」

　さっきまでのシリアスムードはどこへ飛び立った！

「ふむ。興味深い突つっ込みだね。それは、同じ環かん境きようで育った人間は同じ生活サイクルで過ごすために感覚が似る傾向にある──という推論の一つを引用したのかい？」

「そんなの知りませんよ！」

　うんちくが聞きたいわけじゃないやい！　いや勉強になるけどさ！

「あぁ、もう。じゃぁ、実のところを話しますけど──」

　いつもなら延々と繰くり返す言葉の応おう酬しゆうも、少女の一件が解決するまではおあずけだ。

　僕は語った。ノボルに話したのと同じ、少女との馴なれ初そめを。

「────そういうわけで、彼女を連れてきたんですけど」

「ふむ。なるほどね。事情は大体呑のみ込めたよ」

　美陽さんは指先で顎あごを一ひと撫なですると、件くだんの迷子少女に向き直った。

　また無茶苦茶なことを言いださないかと僕は身構えるも、美陽さんは大人だった。

「そういう事情だったとは知らなかった。改めて謝罪させてほしい。先さき程ほどは自分たち研究所の厄やつ介かい事ごとに巻き込んで済まなかったね。怖こわくはなかったかい？」

「あっ、いえ」

　少女は水面から顔を出したアヒルのように首を振ふると、僕にちらりと視線を向け、

「その──怖くは、なかったので」

「そう？　それはよかった」

　美陽さんが僕を一いち瞥べつする。頬に浮うかぶのは猫がにやけたような笑みだった。

「な……なんですか？」

「いや、何も。君の性格を今一度把は握あくし直しだけだよ」

　何故かノボルもしきりに頷いていた。……ミステリだ。勝手に納なつ得とくしないでほしい。

　しかし解説する気はないらしい美陽さんはノボルに一つ目を配ると、

「では早速、彼女の問題を解決するとしよう。受付は先程の一件の後始末に大おお忙いそがしだろうから──そうだね、研究所の職員名めい簿ぼに検けん索さくをかけるとしようか。ハチ？」

「了りようの解かいだぜ」

　ハチ──あだ名を呼ばれた八王寺ノボルは、デスクの脇に鎮ちん座ざしていた、両手で抱えられるくらいの卵形の機械を引き寄せると、その機械にはっきりとした声こわ音ねで告げた。

「うっし。起きな──ネスティ」

　きゅいん、と電子音が鳴った。卵形の機械に縦筋の光が通ると、続けて躯く体たいの中央がぽっと輝かがやく。光の色は青──正常に起動した証あかしだ。僕としては見慣れた光景だけれども。

「な……なにこれっ！」

　わぁ、といの一番に歓かん声せいを上げたのは、打って変わって元気になった少女だった。

「可愛いー……卵みたいな形してるっ。これって？」

「コイツはネスティっつってな、オレのお供。駆動銃ランゲージの調律ユニットだ。色々改造してっから、研究所のネットに繋つなぐ端たん末まつとしても使えんだぜ。……ほれネスティ、挨あい拶さつしてみ」

　言って、ノボルが卵形の機械──ネスティを一つ撫でると、その躯体から細長いアームが二本、飛びだした。両りよう腕うでに当たる二本のアームが器用に指を動かす。

　谷をつくる指の形──ピースである。

「わぁぁぁ……んぅ、いい子だね」

　よしよしといった風に少女がネスティの頭を撫でた。卵形の中央がぴかぴかと赤く点てん滅めつする。あれ。赤色の光って、情報の処理中とか、熱量過多のサインじゃなかったっけ。

　……ん、熱量？美陽さんも僕と同じ想像をしたのか、愉ゆ快かいそうに猫目を吊り上げた。
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「ふふ。素す直なおな子だね、ネスティは。所有者マスターにそっくりじゃないか」

「オレが撫でてもこんな反応しねぇくせに……こらこの卵っ、そこかわれっ」

　むしろオレが撫でてもらうっ、などと言いだすノボルを宥なだめるのに、少し時間が掛かったりもしたけれど。ぐぬぬと悔くやしがりながらも、ノボルはネスティの背中からキーボードを引き出して、両の五指でキーを軽かろやかに打だ鍵けんし始めた。

　今度はネスティも、純じゆん粋すいに情報処理中の赤色に輝いている。

「ふむ。では、自分はその間に自己紹しよう介かいを済ませるとしよう」

　美陽さんは緊きん張ちようを解ほぐす成分でも放射していそうな柔やわらかい微び笑しようを少女に向けた。

「初めまして。自分は天之河・シュティン・エル・美陽。この特別派遣調査室の室長であり、一いつ介かいの武装研究員だよ。よろしくね」

　美陽さんの差し出した白魚のような手を、少女がおっかなびっくり握にぎる。

「こ、こちらこそ……えと、天之河さんは、武装研究員？」

　自己紹介に首を傾かしげる少女。美陽さんは誇ほこらしげに、されど優ゆう雅がに首しゆ肯こうすると、

「そうとも。駆動銃ランゲージを駆く使しして残ざん留りゆう体たいと戦う、武力を持つ研究員のことだね」

　室内の脇わきに置かれた巨きよ大だいな狙そ撃げき銃じゆうを指差して、美陽さん。

　夜空に浮かぶ月明かり、といった比ひ喩ゆがぴったりな色合いの駆動銃ランゲージ。その名は、ゲッカビジン六式。ノボル曰いわく、最新式かつ最さい高こう峰ほうの火力、だとか。

　凄すご腕うでスナイパー美陽さんは、親しげな微笑を少女に送る。

「それより、天之河さん──なんて他た人にん行ぎよう儀ぎはよそうじゃないか。だいだいやじるしの連れてきた女の子なら、自分の妹も同然だよ。是ぜ非ひ、みよみよと呼んでくれ」

「なにハードル高いこと要求してるんですか……」

　初対面の人をそんな風に呼べるのなら、その人は陽気以前にただの軟なん派ぱな人だと思う。

　少女だってほら、こんなに困こん惑わくした様子で美陽さんを見つめているじゃないか。

「んと、じゃぁ……みよみよさん」

　って呼ぶんかい。

「あの、だいだいやじるしってとうやくんのことですか？」

「そうだとも。だいだいやじるしとは、自分が付けた呼こ称しようさ。『橙矢』の字を橙だいだいと矢やじるしに分解して読んでみたんだ。愛らしい名前だと思わないかい？」

「いや、本人からするといまいちびみょ──」

「はいっ、とっても可愛いと思います！」

「いつの間にか意気投合してるっ？」

　天然と天然の相乗効果だな、と傍かたわらでキーを叩たたきつつノボルが呟つぶやいた。続けて、

「そういや姐あね御ご、オレの『ハチ』ってどういう感じでつけたんすか？」

「うん？　八王寺の頭文字をとっただけだよ」

「そんな簡単な由来だったんすか!?」

　ノボルが驚きよう愕がくしていた。心中お察しするも、僕のあだ名とあまり大差ない気がする。

　とはいえ、今にも男泣きしそうな部下を放ほうっておく美陽さんでもないらしい。

「冗じよう談だんだよ。本当はね、初対面でも話を盛り上げる対人能力の高さと、仕事を投げ出さないマメさから、人ひと懐なつっこく義ぎ理り堅がたい忠犬のイメージでハチと名付けたんだ。からかってごめんね、ハチ」

「う……うぅぅぅうっす！　いえっ。どこまでもついてきやす、姐御！」

　ノボルがころっと感動していた。これぞ美陽さんマジック。一度落としてからの褒ほめ殺しである。お世辞で言っていないであろうあたりがまた美陽さんらしい。

　こうなってくると、ノボルのあだ名が羨うらやましく思えるのだから人って不思議である。

「ずずっ……姐御半はん端ぱねぇぜ……ん、と」

　ピンポーン、とネスティから電子音が鳴った。ノボルはそっと袖そでで目元を拭ぬぐうと、

「うっし、接続完かん了りようっす──姐御、橙矢っち、迷子ちゃん。準備できたぜ」

　ネスティの背中をこちらに向けた。卵形の躯体から半はん透とう明めいの画面が浮かび上がる。職員名簿だ──僕と少女、姐御と呼ばれた美陽さんは、それを覗のぞき込む。

　いよいよ──迷子を母親に引き合わせる時がきた。

「んじゃ、検索かけるとしますか。まずは氏名だな。名前を入れて所属部署を割り出せば、あとは電話でもして迷子ちゃんのオカンに迎むかえにきてもらおうぜ。橙矢っち？」

「了解。そういうわけで、どうかな？」

　僕は迷子の少女に訊きく。勿もち論ろん、名前を問い掛かけたつもりだった。

「ん……ん、ん？　どうって？」

　しかし、不思議なことに──少女はこの状じよう況きようで目を瞬しばたたかせた。

　天然系、ノボルはそう称しようしていたっけ。

「えっと。だから、名前。お母さんの名前と、あと君の名前も教えてくれるかな？」

　そういえば、まだ彼女の名前を聞いていなかった。ちょっと楽しみでもある。

　僕は少女の答えを待ち────待ち続け、結果として沈ちん黙もくが返ってきた。

　少女はきょとんと僕を見つめている。

「……え、いや、だから名前？」

　もしかして教えるのが照れくさいのか。それにしては、少女の表情に変化はない。可愛らしい人形のように整った顔立ちは、実に力の抜ぬけている自然体だ。

　いや。これは────自然体すぎる？

「──ちょっと待って」

　どくん、と心臓が一つ飛ばしで鼓こ動どうした。胸に掴つかみどころのない焦あせりが生まれる。

「確かく認にんするね。もう一度、聞くよ？　きみの名前は──なんていうんだ？」

　少女はワンピースに包まれた胸に手を当て。長い睫まつ毛げに彩いろどられた瞼まぶたを閉じた。

「あたしの──名前」

　まるで、異国の言葉をなぞったような発音──だった。

　屋上で出会ったあのときと同じ。マフィンを知らなかった反応と寸すん分ぶん違たがわずに。

　知らない言葉──それはつまり、理解できない言葉だということ。

「……ん？　んん？」

　少女は何事もなかったかのように、空あ色おの瞳ひとみを見開き、ぱちくりと瞬まばたきする。

　さっきとなんら変わらない表情。ただ、桜色の唇くちびるだけが──力なく言葉を紡つむいだ。

「……なんだっけ？」

　それは。その言葉の意味するところは──

「あたし、だれだっけ？」

　少女の呟きが、虚こ空くうに溶とけた。








　第二章　追つい跡せき調査　─Who is a thief ?─




　翌朝。朝食を取るには少し遅おそいくらいの時間。

「やあ、おはよう。君にしては遅い出勤だね、だいだいやじるし」

　特別派は遣けん調査室に足を踏ふみ入れた僕にかけられた第一声は、そんな言葉だった。

「すみません。ちょっと花を包んできたんで」

　言いながら、僕は後ろ手で扉とびらを閉めた。小こ綺ぎ麗れいすぎる室内を歩み行き、手て頃ごろなパイプ椅い子すに腰こし掛かける。ついでにこれまた手頃な大きさのデスクに、家を出るとき姉さんから手て渡わたされた花か瓶びんを一つ、飾かざっておいた。品目は改良されたすすきである。

　特とく徴ちようは、冬でもお月見が楽しめること、だ。

「おや。それはハル先せん輩ぱいの花かな。風ふ情ぜいがあるね。今度お礼に出向かなくては」

「姉さんも喜びますよ。……って、そういえばノボルの姿が見当たりませんけど」

「ハチならネスティを連れて出張中だよ。働き者の後こう輩はいが二人も居て、自分は幸せ者だね」

　ところで、満足げに首を縦に振ふる美み陽よさんは、ずっと壁かべに背を預けている。僕が部屋に入った時からこの体勢だ。つまりは立ち続けである。座らないのかなとさっきから気になっていたのだけど、どうやらそれがいつの間にか顔に出ていたらしい。

　うん、と美陽さんが悪戯いたずらっぽい顔で僕に笑ってみせた。

「待っているのさ。だいだいやじるしも良いタイミングでやってきたね」

「……と、言うと？」

「丁度、今からお披ひ露ろ目めするところだったんだよ」

　お披露目？　首を捻ひねる僕をよそに、美陽さんが流し目を送る先は、部屋の奥──分室の扉だ。特別派遣調査室は二つ部屋の構造で、もう一つの分室は主に駆動銃ランゲージの整備に使われている。その部屋の主たるノボルは出張調律中だそうなので、今は無人のはずだけれど。

「……みよみよさーん。これ、どうやって着るんですかー？」

　しゃっ──とその分室の自動開閉ドアが滑すべるように開いた。

　緋ひ色いろの髪かみが宙に躍おどる。軽やかな足取りで姿を現したのは、昨日の少女だった。だったのだけれど──僕は思わず身を固めてしまう。

　少女が見慣れない衣い装しようを片手に四苦八苦していた。何な故ぜか、上着らしき服を中ちゆう途と半端に頭から被かぶっている。いかにも着替え途中といった──そんな体勢で。

「これ、被るのかな……んぅ。みよみよさーん？　いませんかー？」
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　ぷは、と少女が上着を脱ぬぎ捨てた。目の前にいるのは、同性の美陽さんと──僕。

　空色の瞳と目が合った。とうやくん……と桜色の唇が紡ぐ。きょとんした顔は可愛かわいらしく小首を傾げようとして──ぴくり、と中途半端に止まった。

　妙な間が、一いつ瞬しゆん。少女の頬ほおがみるみる赤らんでいった。っ……しっ、し──

「し、失礼しましたぁっ！」

　僕が言おうとした台詞せりふをそのまま叫さけび、少女がさっと踵きびすを返した。分室の扉が心なしか忙せわしなく開き、勢い余る少女を迎え入れる。しゃっ、という音を最後に沈黙が降りた。

　……なんとなく状じよう況きようが読めた。一応、訊たずねておく。

「美陽さん、これはなんというか……」

「……色々と手て違ちがいあった、と言うべきかな。さっきまで自分と迷子ちゃんの二人だけだったからね。照れている迷子ちゃんはやはり可愛いとはいえ、これは自分の責任だ」

　少し待っていてね、と言い残した美陽さんが分室の向こう側に消えていった。恐おそらく、顔を真っ赤にしている少女のフォローに向かったと思われる。

　……それにしても、驚おどろいた。胸に手を当てるまでもなく心音が伝わってくる。さっきの光景が頭に浮うかびかけ、僕は自戒の意味も込こめて首を強く振った。……うん、失敗。

　こうなったらなるべく普ふ通つうにしていよう──そう決意した頃。

「きっ、着き替がえ終わりましたっ」

　元気な一声と共に、少女が分室から出てきた。今度はきちんと服を着ている──なんて思うのが失礼なほど、装飾の施ほどこされた季節に見合った女の子の衣装だ。

　その件くだんの少女は真っ先にこちらに駆かけてきた。……うん？

「さっき言えてなかったら……お、おはよっ、とうやくん！」

　相変わらず妙なところで律りち儀ぎだった。

「お……おはよ。えと、その服……」

　まだ少し顔の赤い少女は、足を揃そろえてその場で綺き麗れいに回ってみせた。いざ回りきってから、思い出したように少し恥はずかしそうにしているのは、ご愛あい敬きよう。

　……照れている様子が可愛いとか言ったら、やっぱりまずいのかな。

　そう思って黙だまり込んでいたら、少女がふと、少しだけ不安そうな表情を覗かせた。

「どう、かな？　ちゃんと着られてる？」

　一瞬、ぽかんとした。でもすぐ思い直す。こういったことはちゃんと伝えるべきだ。

「うん。勿論。すごく似合ってると思うよ」

　お世辞抜きの率そつ直ちよくな感想だ。空色と白を基調とした衣装は、少女の活発さと相まって健康的な魅み力りよくを放っている。どこか照れの混まじった少女の笑え顔がおが、これまたよく似合う。

　よかったぁ、と少女が頬を緩ゆるませるその後ろで、美陽さんがどこか誇らしげに腕うでを組んでいた。ふふん、とその猫ねこのような目が不敵に笑う。

「自分の見立ては正しかったようだね。衣装棚だなから引っ張り出してきた甲か斐いがあったよ」

「あれ。あの服、美陽さんの私物なんですか？」

「元々はね。いつまでもワンピース一枚では肌はだ寒ざむいだろうから。ついさっき彼女に進しん呈ていしたばかりだよ。サイズが合わなくてお蔵入りしていた衣装なのだけど……ふふ。あそこまで着こなしてくれたら、あれを渡わたした身としてはこれ以上なく本ほん望もうさ」

　ちょーぷりちーだね、とほくほく顔で少女を見つめる美陽さん。……ああ、道理で。あの少女の服、冬なのに露ろ出しゆつが多めだと思ったら、美陽さんの趣しゆ味みだったのか。さすがはへそ出しルックな我らが室長である。……これは疑問を持つべきところなのか、否いなか。

「そんな難しそうな顔をするだいだいやじるしだって、可愛かわいいと思っているよね？」

　うん、可愛い。……いや、そうじゃなくって。

「どうだい、迷子ちゃん。気に入ってくれたかな？」

「はいっ、すごく！　とっても！　ありがとうございます！」

　とはいえ──満面の笑みで何度も頷うなずく少女を見つめていると、へそ出しうんぬんも気にならないくらい、微笑ほほえましい気持ちになる。

　少女はとても、記き憶おくを喪うしなっているとは思えないほどに明るい。

　────あの後。

　僕に少なからず衝しよう撃げきをもたらした少女の発言の後。真っ先に動いたのは我らが室長だった。美陽さんはどこかに連れん絡らくを取ると、あれよあれよという間に少女の容態を調べるために医者を呼び、その医者が質問形式の診しん察さつを行い、結果、判明した事実が──。

「彼女は記憶喪そう失しつだよ。身元不明のね」

　そう告げた美陽さんは、珍めずらしく難しい表情をしていた。さすがに迷子の少女が記憶喪失だったとは予想していなかった風である。しかし、そこは我らが室長。重苦しい雰ふん囲い気きを引っ込めると、すぐにいつもの──後輩想おもいの姐あね御ご肌はだな笑みを浮うかべた。

「自分は、彼女をウチで引き取ろうと思うのだけど、二人はどうだい？」

　その提案に、僕とノボルは思わず顔を見合わせてしまった。

　曰いわく、身元不明の記憶喪失者の扱あつかいには特例がある、と美陽さんは話してくれた。

　病を患わずらった場合、通常は親元または親族の元で療りよう養ようするのが通例らしい。しかし少女の場合は、その病が心因的な記憶障害であり、加えて身元は記憶喪失故ゆえに判明しない。

　帰るべき場所のない、記憶喪失者。これが美陽さんの言う特例であり、この場合、重要視されるのは本人の意志だそうだ。そして、その特例が適用される少女の意志は──

「あたしは、ここに、いたいです」

　ご迷めい惑わくでなければ、と少女は申し訳なさそうに付け足した。

　けれども、確かにはっきりとそう言ったのだ。

　記憶障害にはくつろげる環かん境きよう下かでの生活がなによりの薬だと、美陽さんは追加で教えてくれた。少女を診察したお医者様のお墨すみ付つきでもある。そして、迷子で記憶喪失の少女が望む環境──それが、特別派遣調査室であるのなら。

　理由を重ねるまでもなく、答えなんて決まっていた。

　あのとき。屋上で少女にマフィンを与あたえたときから、僕の考えは変わっていない。迷子である少女を母親と巡めぐり合わせてあげ、家まで送り届けること──その意志は不変だ。

　だって、家族と会えないなんて──つらいじゃないか。

「僕は全然構わないですよ。むしろ大だい歓かん迎げいです」

「可愛子ちゃんとお知り合いになれるチャン──いえ、オレも賛成です」

「本音が駄だ々だ漏もれだよノボル！」

　回想の中でまで締しまらないノボルだった。いやまぁ、そのおかげで少女が吹ふき出してくれて場の空気が明るくなったのだから、結果オーライなのかもしれない。

　ナンパが少女を救うこともあるのだ。多分。

「……ん。とうやくん？」

　追つい憶おくから僕を呼び戻もどしたのは、まん丸の瞳ひとみを瞬またたかせる少女の視線だった。ばっちり僕と見つめ合っている。その傍かたわらで、なにやら美陽さんが訳知り顔でうんうんと頷いていた。

「君が彼女に見み蕩とれるのも無理はないね。それだけ可か憐れんなのだから」

「え、あ、はい」

　自然に頷いてから思い当たった。んっ、と緋色の髪の少女が顔を赤くして笑っている。あ……しまった。恥ずかしがらせちゃったか。見蕩れていたのが本当なだけに、なんというか、上う手まい言葉が見つからない。ええと、どうしよう。

「……あ、あのさ」

　それでも口を開こうとして、はたと思い至る。そういえば……そうだ。

　僕は、この子をなんて呼べばいいんだろう。

「──よし。彼女に名前を付けよう」

「…………はいっ？」

　僕は慌あわてて顔を上げる。美陽さんが名案を思いついたとばかりに何度も頷いていた。

「名前がなければ与えればいい。我ながら冴さえてる発想だね」

「いっ、突とつ然ぜんなに言ってるんですかっ？」

「突然ではないさ。先さき程ほどから、いつまでも『君』やら『彼女』やらと三さん人にん称しようを使っていては芸がないと考えていたんだ。固有名詞があれば認にん識しきも容易たやすくなるというものだよ」

「で、でもこの子、名前覚えてないんですよ？」

「うん？　別に記憶喪失の少女に名前を与えていけない道理はないよ？」

　いや、そりゃそうかもしれないけどさ……い、いいのかなそれって……？

「それにね、これは迷子ちゃん自身の提案でもあるんだ」

「え？　そ、そうなの……？」

　思わずまじまじと少女を見つめてしまう。んっ、と少女は小気味よく首しゆ肯こうした。

「とうやくんたちと話してたら、名前欲ほしいなぁーって思って。あたしも、みんなからだいだいやじるしとかって呼ばれてみたくって」

　……そんなあだ名で呼ばれたいの？　八文字だよ、八文字。長いよ？

　内心で少女のネームセンスに疑問が湧わくも、少女の瞳は純じゆん粋すいな好こう奇き心しん──物欲しそうな色で染まっている。どうやら本気で名前が欲しいらしい。

「う、うーん……とはいっても、名前なんて咄とつ嗟さに思いつかないしなあ」

「発想とは常に唐とう突とつに生まれるものだよ。ただ、すぐに思いつかないのも事実かな」

　ふぅむ、と顎あごを撫なでる美陽さん。その仕草は美陽さんが真しん剣けんに悩なやむ際のもので。

　よし、僕もいっちょ考えてみるか。

　──沈ちん黙もく。静せい寂じやくの中に空調の稼か働どうする音だけが低く響ひびいている。

　ちら、と目線だけを動かす。少女はパイプ椅い子すに逆向きに座り、僕が持ってきた観葉植物──すすきを、じぃーと穴が空くほど観察していた。

　すすき……？　珍しいものでもないだろうに──いや、記憶喪失だったっけ。

　空調の温風ですすきの穂ほが揺ゆれるたび、少女の頭もそれを追うよう左右に揺れる。長ちよう髪はつがすすきと一いつ緒しよになびく様は、まるで少女自身がすすきの実であるかのようで──

　……ん？　実？　少女が？　すすきの……穂の……実？

「……ほのみ？」

　頭に浮かんだ三文字の名前を呟つぶやく。美陽さんと少女が振ふり返った。ええっと。

「ほのみって名前は……どうかなぁって」

「ほのみ？　ふむ、ほのみ……ねぇ。いいと思うよ？　自分は好きな響きだね」

　美陽さんが流し目を送る。その先には、件くだんの迷子少女。

「ほ、の、み……ほの、み……ほのみ」

　少女は一文字ずつ、ゆっくりと噛かみしめるように発音した。そのまま、沈黙。

　も、もしかして失敗した？　僕の中じゃわりといい名前だと思ったんだけど……。

「……うんっ。素す敵てきな名前っ！」

　ぐっと手を握にぎって少女が満面の笑みを浮かべた。

「ありがとっ、とうやくん！　大事にするね、この名前！」

「え、あぁ、うん。こちらこそ……」

　ほのみ、ほのみ、んんー、と繰くり返し新しい名前を呟く少女──いや、ほのみ。

　口元を綻ほころばせているところを見ると、よかった。気に入ってもらえたらしい。思い切りいい笑顔だった。見ていてこっちまで幸せが伝でん播ぱしてくるような、そんな笑えみ。

　パンパン──区切りを付けるかのように、美陽さんが手を叩たたいた。

「さてさて、頃ころ合あいかな。彼女──いや、ほのみんの名前も決まったところで、そろそろ本来の職務を開始するとしようか」

　ほのみん。それが、ほのみに対するあだ名らしいのは置いておくとして。

「本来の職務って……特査のですか？」

　特査──研究所で少々特とく殊しゆな立ち位置を取る、特別派は遣けん調査室。

　その最たる特とく徴ちようは、『専門がないこと』にある。残ざん留りゆう体たいであれば残留体、駆動銃ランゲージであれば駆動銃ランゲージ──全すべての部署がそれぞれ専門の研究対象を持っているのに対して、特査は研究所の掲かかげる研究主題──『残留体』に関する事こと柄がらなら、垣かき根ねなく片かたっ端ぱしから調査する。

　だからこそ、普ふ段だんから色々な調査指令がお偉えらいさん方から下るのだけれど──。

「ほのみんの記き憶おくを取り戻すのとは別件に、自分たちも己おのれの職務を全うしないとね」

　己の職務──そう言われて、頭の隅すみで思考が火花を散らした。

「……もしかして、昨日の件？」

「正解だよ」

　優ゆう秀しゆうな教え子に満点をあげる教師のような笑みが返ってきた。

「昨日、残留体が培ばい養よう器から脱だつ走そうしたのは記憶に新しいと思う。その原因が予想以上に早く判明したんだ。これがまた、驚おどろきの原因だったのだけれど……ああ、それとほのみんにはつまらない話かもしれないから、聞き流してくれても一向に構わないよ」

「あ、いえ。あたしも聞きたいです」

　素人しろうとですけど、と握り拳こぶしをつくり意気込むほのみ。好奇心はやはり旺おう盛せいらしい。

　同じく知ち識しき欲よく旺盛な美陽さんは、満足げに一つ頷うなずくと、

「では続けるよ。残留体が脱走した原因は、やはり培養器本体にあったらしくてね。残留体を仮死状態に維い持じするための培養液、その循じゆん環かん機き器きに使用される涙るい晶しようバッテリが抜ぬかれていた──そう言えば、だいだいやじるしなら解るかな？」

「涙晶バッテリが……ですか？」

　世界を文字通り変へん貌ぼうさせた、約一五〇年前。多くの燃料や資源、さらには文明の利器の多くまでもが大陸と共に海底に沈しずんだ。火は熾おこせず、電気も当然点つけられない。

　そんな現代で。失われた文明に再び火を灯ともした資源──それが、涙晶だ。

　涙晶の最大の特徴は、あらゆる外的刺し激げきに反応すること。燃焼させれば熱を生み。電気を流せば伝導する。最高の燃料率と伝導率を誇ほこる、万能の物質。

　涙晶『バッテリ』は、名の通り、起電力を産み出す動力源として使用される涙晶だ。当然、培養器も涙晶バッテリ抜きでは稼働しない。仮死状態にする液体も機能しなくなり──残留体はその隙すきをついて脱だつ出しゆつしたのだろう。

　でも、原因が判明しているのなら、わざわざ調査する必要はないんじゃ──って。

「……抜かれていた？」

「気付いたかい？　そうだよ。涙晶バッテリは何者かに抜き去られていたんだ──それもごっそりと、培養器の機能が不全になり残留体の逃とう走そうを許す程、完全にね」

　さぁっと顔から血の気が引いた気分だった。それってつまり……。

「……泥どろ棒ぼうさん？」

　ほのみがのどかにこてんと首を傾かしげた。あぁ、台詞せりふ盗とられた……じゃなくって！

「ど、泥棒が入ったってことじゃないですか！」

「如い何かにも。培養器の動力源を奪うばい、残留体の脱走を引き起こした不届き者さ。研究所の地下に侵しん入にゆうした経路、手法、目的から犯人像に至るまで何もかもが現段階では不明」

　しかも、と美陽さんは二の句を継ついで、

「被ひ害がいに遭あったのはどうやらウチだけではないようでね。都市の至る所からバッテリに留とどまらず、涙晶資源の盗とう難なんが報告されている。工場、一いつ般ぱん企き業ぎよう、学校──様々な施し設せつからだよ。犯人が同一である可能性はまだ断定しきれないけれど、愉ゆ快かい犯はんの犯行で済ますには規模が大きすぎる。涙晶は自分たちの管かん轄かつだ──傍ぼう観かんするわけにはいかない」

　燃えてくるよ、と生きつ粋すいの学者肌はだたる美陽さんは瞳を輝かがやかせた。いや、でも──

「なんで僕らがそれを？　いや、大事だってのはわかりますけど」

「おや、忘れたのかい？　今や世界の貴重資源たる涙晶は、残留体の羽から採れるものだよ？　残留体が絡からむ案件となれば、それは自分たちの管轄さ」

　なんという素敵滅めつ法ぽう理論。まあ。研究所の面子メンツもあるのさ──、と美陽さんが付け足した一言が、どうやら僕らに調査命令を下した上層部の本音っぽいけど。

「さあ、状じよう況きようは理解できたね。自分たち特別派遣調査室はこの一件を調べる。内容は」

　そして何故か、勝ち気な瞳の輝きを僕だけでなくほのみにまで注いで、

「涙晶盗難事件の犯人──こそ泥の拘こう束そくだよ。有意義に調べようね」

　調査の開始を、微び笑しようと共に宣言した。




「でもそれって、やっぱり研究所の研究員がする仕事じゃないよなぁ」

「ん？　どうしたの、とうやくん？」

　青空を見上げながらぼやいた僕を、ほのみが不思議そうに下から覗のぞき込んできた。

　青空──本当は海空と言うべきだけど──研究所ではなく、屋外である。

　調査は実地に赴おもむき調べるのが基本。それはこそ泥探しでも同じであり、現在僕たちは研究所の他ほかに涙晶盗難の被害に遭った施設に出向く途と中ちゆうだった。美陽さんは単独で別行動、ノボルは調査室に到とう着ちやく次し第だい、事件の分ぶん析せきを行う──といった、役割分担である。

　昼下がりの午後。僕とほのみは通行人の波に呑のまれつつ、街道を行く。

　今日の気候柄がら──潜せん水すい中の都市の気温は、実際の四季に合わせ調整されている、本日はかなり寒め──僕は普段より厚着で、出で逢あった当初はワンピース一枚だったほのみも、今もへそ出し服とはいえ生き地じが良いのか、本人曰いわく寒くは感じないらしい。

「んー、それって本当は警察の人たちがする仕事だったって意味？」

　意外と鋭するどいほのみの指し摘てきを、僕は肯こう定ていしたい気持ちで否定する。

「うん、本当はね。けど、今回は盗られた物が物だから」

「ぶつ……？　ぶつぶつ交こう換かん？」

「交換ならまだよかったんだけどね。なにせ涙晶が盗ぬすまれちゃったからさ」

　例えば、と僕は空に浮うかぶ人工太陽を指差す。潜水中の都市を照らす太陽の光を供給しているのは、紛まぎれもなく涙晶バッテリだ。夜道を歩く際に足あし下もとを明るくする街灯も、同じく涙晶。街中が──否いな、世界中が涙晶の恩おん恵けいに与あずかっている。

　貴重品。だからこそ、こそ泥は狙ねらったのだけど──狙う相手が悪かった。

「涙晶バッテリの基もとになる涙晶は、残留体──っと、昨日見たやつね──の、羽から採取できるものなんだ。残留体に関する知識とか対応なら、ウチが一番だからさ。その関係もあって、涙晶の管理や流通──もっと言っちゃうと、起きた問題の対処もウチの管轄なんだよね。まあ、泥棒が入ったら自力で捕つかまえるしかないってことかな」

「んー……複雑なんだねー……」

　こんがらがりそうー、とほのみはその長い緋ひ色いろの髪かみをふるりと振った。けれど、すぐに思い出したように僕に上うわ目め遣づかいを送ってきた。

「そんな大事なお仕事なのに、あたしが付いてきてもよかったの？」

「そりゃ勿もち論ろん」

　僕は太たい鼓こ判ばんを押すように大いに頷いてみせた。

　ほのみの同行──発案者は美陽さん──にはきちんとした意味がある。

「記き憶おく喪そう失しつはなにかの弾はずみで記憶が戻もどることがあるって、美陽さん、言ってたでしょ？　街を歩いてれば見覚えのある景色の一つや二つ、見つかるかもしれないから。調査っていっても現地を回るだけだし、まあ、散歩気分で付いてきてみてよ」

「ん！　それじゃあ、付いていきまーす」

　よろしくおねがいします、とほのみがぺこりとお辞じ儀ぎする。いえいえ、と僕も一礼。

　歩きながら頭を下げ合う、奇き妙みような図だった。楽しいからいいけどさ。

「なんだか営業回りみたい……って、どしたの、ほのみ？」

　顔を上げると、ほのみが足を止めてぼうっと呆ほうけていた。目をまん丸と見開いて、半開きの唇くちびるからほぅと吐と息いきを漏もらす。宙のある一点を見つめ、唖あ然ぜんと立ち尽つくしていた。

　なんだろ。僕は彼女の視線を追って──気付いた。納なつ得とくした。




　深海の碧あお空ぞらを背に、巨きよ大だいな塔とうが建っていた。




「──そっか。ほのみは知らないんだっけ」

　潜水都市の空は、すなわち海だ。空に見える魚は海に棲すみ──塔は海に建つ。

　海底に根を下ろす巨大な塔は、潜水都市の風景の一部と化している。街行く人は勿論、空を泳ぐ魚だって気にも留めない。記憶喪失のほのみ以外は、誰だれも見向きもしない。

　ほのみは子供が初めて海を見たような感かん慨がい深ぶかさを露あらわにして、

「んと……塔、かな？」

「うん。あれが、潜水都市が潜水する理由の最たるものなんだよ」

　海深くにそびえる塔──名を、『純白の花瞳エルダーアイリス』。

　壊こわれた世界。そこに知らぬ間に誕生していた──水深二万メートルの海域に建つ塔。海面に顔を出すその頂には純白の花畑が広がっていて、それが名前の由来となった。

「あの塔の内部にはさ──涙晶がごろごろ転がっているんだよね」

　潜水都市が潜水する唯ゆい一いつにして、最大の理由──涙晶だ。

　この世界には『純白エルダー』を含ふくめて『花瞳アイリス』の塔が数本、存在している。

　世界の崩ほう壊かい以降、文明の立て役者となった涙晶だけれど、その貴重資源は塔内部にしか存在しない。有用性に反して、採さい掘くつできる場所は──数本の塔のみに限られている。おまけに塔へ続く入り口は一いつ箇か所しよしかないのだから、潜水都市が一いつ斉せいに押し寄せてきたら、おしくらまんじゅうどころじゃあすまない。混乱を避さけるためにも、世界中の潜水都市は、限られた期間、決められた順番で数本の塔と繋つながっている。

　年に二回。その一定周期で、都市は機械的に潜水を繰くり返す。

　ここ『鶺せき鴒れい』は、主に純白の花瞳エルダーアイリスを対象として活動しているけれど、他の潜水都市にも同じくそれぞれの拠点ホームがあり、時に譲ゆずって時に競きそって、僕らは塔に向かう。

　涙晶は──人類の貴重資源なのだから。分け前は平等に。

「じゃあ、この都市もいつかは塔と離はなれちゃうの？」

「うん、今はこの『鶺鴒』が塔と繋がっているけど、少ししたら──多分、来週末くらいだろうけど、他の都市と交代するよ」

「でもでも、涙るい晶しようって残ざん留りゆう体たいさんが持ってるって言ってたよね？」

　違ちがった？　と、不意打ちのようなほのみの問い掛かけは、的を射たものだった。

　あの残留体をして『さん』付けとはすごい度胸だけど──そう、その通りだ。

「残留体が涙晶を持ってる──うん、合ってるよ。だから塔には涙晶がある」

「ん、なぞなぞ？」

「ううん、そのまま。涙晶を持ってる残留体の住すみ処かがあの塔──純白の花瞳エルダーアイリスだから」

　残留体がいるから涙晶がある。涙晶があるから残留体がいる。

　その二つは切り離せない──何な故ぜなら、両者は同じ存在であるから。

「残留体を倒たおさなきゃ涙晶は手に入らないからさ。武ぶ装そう研けん究きゆう員いんの仕事──残留体の駆く除じよっていうのは、聞こえは悪いかもしれないけど、涙晶を採るためなんだよ」

「とうやくんも戦うの？」

「これでも武装研究員の端はしくれだからね。たまに前線には出るよ。でも、例の盗難事件の調査が始まったし、しばらくは残留体と戦うこともないかな」

「そうなんだー……よかったぁ」

　ゆるく息を吐はいたほのみに、僕は軽く疑問を覚えた。はて。

「よかったって、なんで？」

「だって、残留体さんと戦うのって危ないんでしょ？　とうやくん、怪け我がしないかなぁって心配になっちゃいまして。だから、よかったなぁって」

　照れ隠かくしなのか、ほのみはにへらっと笑った。……こ、こそばゆい。どうしてこう、この子は表現が色々と直球なのやら。いやまぁ、すごく嬉うれしいけどさ。

　武装研究員になって早二年。誰かに身を案じてもらう感覚なんて久しく忘れていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。僕は怪我しないから」

　絶対に。怪我をしても──問題はないから。

「今は化け物退治より、涙晶泥どろ棒ぼうの調査といこう……ん？」

　言って、僕は歩みを止めた。ほのみが不思議そうに僕を見上げる。止まって、と小さな声で囁ささやき、ほのみを連れて街灯の陰かげに寄り添そった。隠れるように。

「んん？　どうしたの？」

「いや。ちょっと見つかりたくない人たちがいて、さ」

　きょとんとするほのみをよそに、見つめる先は街を貫つらぬく大通りの片かた隅すみ。人混みの波に揺ゆられながらも立ち続ける、複数人の男たちが遠目で見えた。

　彼らの身にまとう雰ふん囲い気きは、見る人が見れば少し異質かもしれない。

「……やっぱり、警察かな？」

　警察、と僕の言葉を繰り返して、ほのみもそっと街灯の陰から顔を出した。

「そうなの？　普ふ通つうの格好してるよ？」

「私服警官、ってやつじゃないかな。ほら、僕みたいに制服着ていると目立つから」

　連中は時折通行人と肩かたをぶつけつつも、周囲を注意深く観察している。たまに道行く人に声をかけている様子からすると、今は聞き込みの真っ最中かもしれない。それも、

「多分、僕たちと同じで、涙晶泥棒の一件を調べてるんだと思う。もうそこそこ街に被害が出てるって話だし、研究所とは別に捜そう査さを展開しているのかも」

「とうやくんは一いつ緒しよに調査しないの？」

「……それができていれば、まあ、僕たちはここにいないというか」

　純真無む垢くなほのみの視線が気まずい。僕は苦く笑しようしつつ頬ほおをかいた。

「昔から研究所と警察って仲が悪くてさ。研究所が僕たちに泥棒の調査、なんて無茶な命令出したのって、きっと警察より先に犯人を確保したいからだと思うんだ」

　つまりは、研究所の意地。組織間の対立──いざこざである。とっさに身を隠したのもそれが理由だ。警察組織に対して個人として思うところはないけれど、研究所に属する身である以上、会えば一ひと悶もん着ちやく起こるであろう想像くらいはつく。

　でも、とほのみがどこか緊きん張ちよう感かんのない表情で振ふり返った。

「あの人、さっきからこっちをずっと見てるよ？」

　げ。思わず口に出した時には遅おそかった。僕とばっちり目の合った私服警官の一人が、ずんずんと大おお股またで人混みをかき分けてくる。……さすがに逃にげられない。

　強こわ面もての見るからに屈くつ強きようそうな男は、やがて僕の目の前で歩みをぴたりと止めた。

「その制服。……特立研究機構の人間だな？」

「ええ、まあ。……そちらは警察の？」

　刑けい事じだ、と明かされた身分が返答だった。げ。そのまましばらく二人で沈ちん黙もくする。

「……ここでなにをしていた？」

　口火を切った刑事の視線を僕はつむじで受け止める。ちょっとまずい。正直に答えるべきかはぐらかすべきか。どちらにせよ、沈黙だけは選べそうにない。

「……その、少々込こみ入った調査が入っていまして──」

「泥棒さんの調査ですっ」

　はきはきとした声は隣となりから放たれた。思わず見やるとほのみが握にぎり拳こぶしをつくっている。

「研究所の皆みなさんは困っていますっ。警察の人たちもきっと困っていると思いますっ。みんなで協力すればそれだけ泥棒さんも早く見つかるはずですっ。なのでっ」

　大きく息を吸い込んでからほのみが発した言葉は、人間関係構築の初歩だった。

「あたしたちと仲良くしてくださいっ」

　ねっ、という晴れ晴れとした笑え顔がおが輝かがやいてみえたのは錯さつ覚かくだろうか。僕と刑事は顔を見合わせる。心なしか、屈強さ故ゆえの圧あつ迫ぱく感かんはそれほど感じなかった。

　おかげで──僕は気後れすることなく自然に口を開けた。

「え、と。こっちはまだ成果なしです。これから、僕が直接、盗とう難なん被ひ害がいに遭あった施し設せつに向かって調査を行います。……それと先日、うちの研究所が被害に遭いました」

「う、うむ。警察側でも大した成果は上がっていない。聞き込みは続けているが犯人の目もく撃げき証言が異様に少なくてな。……ああ。あとな、俺らの本部からも一度、涙晶が抜ぬかれた」

　なんとも締しまりのない進しん捗ちよく報告会である。僕は改めて刑事……さんの顔を見上げた。

　その表情はどこか、くすぐったそうだった。

「なにか進展があったら連れん絡らくする」

　結局、刑事さんが去る頃には、僕は警察組織の一人と連絡先を交こう換かんしていた。

　…………えっと。とりあえず、僕がすべきは。

「ありがと、ほのみ。助かったよ」

　精せい一いつ杯ぱいの感謝の気持ちとして、天てん真しん爛らん漫まん少女の頭を撫なでることだと思った。

　撫でている間、ほのみはくすぐったそうに頬を緩ゆるませていた。




　ほのみのおかげで窮きゆう地ちを切り抜けてからしばらくして。

「ん……ここ、学校？」

　ほへぇ、とほのみが辿たどり着いた目的地を見上げた。

　白はく亜あを基調とした校舎。最近改装したばかりのため、全体的に真新しい。入り口たる赤しやく銅どう色の校門は閉じられており、脇わきの小屋の窓から暇ひまそうな守衛の姿が見受けられた。

　南みなみ鶺せき鴒れい第二学園。今回の調査施設であり──僕が現在進行形で通う高校である。

「んん、学校を調査するの？　教育委員会？」

「盗難被害に遭ったのは、学内の施設のどれからしいからね。あと、そんな抜き打ち検査みたいな真ま似ねはしません」

　僕が通う学校だからこそ、美陽さんは僕に調査の指示を出したのだ。

　僕はほのみを連れて校舎を迂う回かい、人ひと気けのない裏口に回った。表口と違い、こちらの裏門に守衛はいない。門は相変わらず口を閉めているも、表門と比べ段違いに侵しん入にゆうしやすい。

　よし、と一息入れて、僕は門に手を掛けた。

「んんっ？　とうやくん、登って入るの？」

「登って入るんだよ。さ、掴つかまって」

　門の上に馬乗りになった僕は、ほのみに手を差し伸のべる。不法侵入っぽいというかもろに不法侵入なのは百も承知だけれど、僕はまだしも、ほのみは生徒ではないどころか住所不定でおまけに記き憶おく喪そう失しつだ。入門の際に身分を証明しろなんて言われたら面めん倒どうなことになりかねない。ほのみには悪いけど、リスクを背負って一緒に門を越こえてもらうしか──

「ほいっ」

　手を掴むにしてはやけに勇ましい掛け声だなぁ、と思うのも束の間、ほのみはとんっと軽く足を鳴らすと、宙に跳とび、綺き麗れいな放物線を描えがいて一息に──門を越えてしまった。

　……え。あれ？

「っとと。とうやくんも早くおいでよー。調査するんでしょ？」

　見事な着地を決めたほのみが、実に天真爛漫な笑顔で僕を誘さそってくる。あまりの驚おどろきに硬こう直ちよくしていると、今度はほのみから僕に真っ白な手を差し出してきた。

「ね？　誰だれかに見つかっちゃうよ？」

　……なんとなく、男の面めん目ぼく丸まる潰つぶれという言葉が浮うかんだ。

　とはいえ、運動神経抜ばつ群ぐん少女に手を引かれ校舎に侵入したものの、そこから先は僕の役目である。ほのみを先導して学内を歩く。誰かに見つかったら説明が面倒かなぁとも思っていたのだけど、幸いなことにこの寒い中、屋外で練習に勤いそしむ部活動はなかった。

「……ほのみ？」

　ふと気付くと、ほのみが足を止めていた。ぐるぐるとその場で独こ楽まのように回って、校舎や運動場を物もの珍めずらしそうに眺ながめている。記憶喪失。僕が普段見ている景色でも、ほのみの目には新しん鮮せんに映るんだろうか。だとしたら、なんとなく嬉しい。

　ちょっと聞いてみたいな。僕がほのみに合わせて歩調を緩めた、そのとき。

「──橙とう矢や？」

　鈴すずを鳴らすような涼すずしげな声が僕の背中に投げかけられた。

　反射的に振り向く。すぐ傍そばの校舎──ではなく、弓きゆう道どう場じようが目に入った。

　壁かべに背を預ける一人の女子生徒が僕を見ていた。首もとで結ゆった焼やき栗ぐり色の髪かみ。漆うるし色の胸当てに白の胴どう着ぎと黒の袴はかま。推測するまでもなく弓道を嗜たしなむ彼女は、僕のよく知る顔。

「珍めずらしい。バイト三ざん昧まいの橙矢が冬休みに学校へ来てるだなんて」

　緋あけ空ぞらつばさ。同級生の弓道少女は、濡ぬれ色の双そう眸ぼうで僕を興味なさげに一いち瞥べつした。

「あ、いや、まぁ……たまにはね。つばさこそ、なんで学校に？」

　咄とつ嗟さに返すも、すぐに愚ぐ問もんだと気付かされた。

　明らかに弓道してますといった格好のつばさが、訝いぶかしげに眉まゆをひそめたからだ。

「……見て解らない？　冬期休きゆう暇か中の部活動だけど」

「だ、だよねぇ……あはは……」

　白々しい笑いを浮かべるので精一杯だった。つばさがむっと難しい顔をつくる。

「……橙矢、なんか変。風か邪ぜでも引いた？」

　それは一見、苛いら立だっているような表情だけれど。実際は僕の体調を気き遣づかっているのだとわかる。もう十年近い付き合いだ。小中高と一緒なのだからそれくらいはわかる、が。

　この場合、心配そうなつばさに近寄られると、僕としては非常に困るんだけど！

「熱でもあるんじゃない？　最近、寒い日が続いているし」

「い、いや、そんなことないけど」

　一歩、つばさが足を踏ふみ出してくる。まずい、それ以上近づかれると、後ろが──僕に意識が向いている今だからこそ気付かれていないほのみの姿が、見えてしまう。

「風邪引いたんだったら、葱ねぎを沢たく山さん食べた方がいいよ。刻んだ葱を生しよう姜がと和あえて、それを出来合いの料理に載せるだけで、体が温まるから」

「へ、へぇ……つばさって家庭的なんだね。いいお嫁よめさんになるよ」

「お、お嫁っ？」

　適当に話を合わせていたら、つばさが素すっ頓とん狂きような声を上げた。そのまま焦あせったような表情でどしどしと詰つめ寄ってくる……って、わぁぁぁ、ばれるっ。

「そ、それは何？　私が家庭的で旦だん那なさんに尽つくせて橙矢もそう思ってていいお嫁さんになれるからお嫁に欲ほしいとかそういう意味なのっ？」

「お、落ち着いてつばさ。とりあえず深呼吸。あと所定の位置に戻もどろう。ねっ？」

　ぜーはーぜーはー、と荒あらい息を吐はくつばさをなだめ、僕は安あん堵どする。よかった。つばさがなに言っているのかまったく聞き取れなかったけど、この分だとほのみには──

「ん、とうやくん？」

　ほのみがつばさに気付く──という至し極ごくもっともな可能性に思い至ったのは、ほのみが僕の背後からひょっこり顔を突つき出したときだった。

「とうやくん、お友達さん？」

　実に無む邪じや気きな問いである。あぁ、見つかってしまった……。ほのみん、無垢すぎ。

「……『とうやくん』？」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に、つばさが目を丸くした。

　しかしそれも一いつ瞬しゆん。すぅ、と心なしか冷たい瞳ひとみが僕を射い貫ぬき、

「その人、誰？」

「……う、ウチのバイトの子だよ。最近入ったんだ」

　僕はあらかじめ用意しておいた『学内で誰かと遭そう遇ぐうした場合の言い訳』を述べた。

　ちょっと噛かんでしまったのはご愛あい敬きよう。見み逃のがしていただきたい。

　つばさは納なつ得とくしかねている風に緋色髪の少女を遠えん慮りよ気味に一目した。

「バイトって、特別派は遣けん調査室の？」

　そうそう、と僕は半笑いで肯こう定ていする。つばさとは長い付き合いだ。武装研究員や残ざん留りゆう体たいといった危険な単辞は──この世話焼き弓道少女を心配させるであろうから──伏ふせてあるも、彼女は概おおむね僕のバイト事情を知っている。

　知っているはずなのだけれども、つばさの怪け訝げんそうな顔は変わらない。

「橙矢のバイトって、事務の仕事だったよね。人手、足りてないの？」

　書類の作成や整理。それに電話対応。
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　そういった机に向かってこなす作業──いわゆる事務の仕事が、僕の対外的なバイトの内容となっている。実際には残留体とどんぱちを繰くり広げているわけだけれど、それを素す直なおに口にしたら各方面から疑問や非難の声が上がるのは、さすがに想像に難かたくない。

「う、ん。まあね。冬休みに入ってからますます忙いそがしくなってさ」

　だからこその『事務』である。学生たる僕は学生らしい穏おん便びんなバイトに励はげんでいる──そう、学校にも当たり障さわりのない『研究所のとある部署の事務』として報告してあるのだから、今いま更さらなのだけれど、それでも未いまだになにかを偽いつわる感覚には慣れない。

「ますます忙しく……ね」

　おそらく今まで一番多く嘘うそを吐ついてきた相手であるつばさは、仕方なさそうな顔で腕うでを組んでいる。働き過ぎ、とのお叱しかりの声が聞こえてくるような、世話焼きなつばさらしい仕草。……うん、やっぱり嘘は吐きたくない。でも、その心苦しさは僕が抱かかえればいい。

　余計な心配をかける必要はないのだ。だから、僕は努めて平静な態度でいようと思う。

「えっと、どうかした？」

「別に。事務のバイトなのにそんなに時間ないんだって思っただけ。橙矢、これから毎日研究所に通うんでしょ。そこまで忙しくされたら遊ぶ暇もないから……あ」

　言いかけて、つばさがむぐと口を噤つぐんだ。……ああ。そっか。頬ほおが自然と緩む。

　嘘を吐いている。けれどもせめて、この気持ちだけは正直に伝えたい。

「うん、ごめんね。でも、毎日っていっても、一日ずっと研究所に缶かん詰づめってわけじゃないからさ。休みが入ったら連絡するよ。今度、どこか一いつ緒しよに遊びにいこう」

「あ……うん」

　素っ気ない返事はつばさの最大級の照れ隠かくしだと、長年の付き合いから学んでいる。逸そらした頬が微かすかに赤い。つばさはどこか慌あわてた様子で咳せき払ばらいをした。

「そっ……それで、その事務にかかりっきりの橙矢がどうして学校にいるの？　その」

　そんな可愛かわいい人と一いつ緒しよに、と向けた視線の先は僕の背後である。その相手はというと今まさに話題に上っている自覚がないのか、不思議そうにただ首を傾かしげている。

　うぅん。まいった。逸れた話題が一いち巡じゆんしてまた戻ってきてしまった。ええと。

「その、たまたまこの近くに来る用事があってさ、せっかくだから学校に寄ることにしてついでにこの子に学校を案内してあげようかなって。ほら、今は部活動も練習時だし」

　僕の口車は逆境に強いらしい。あと一応、嘘は言ってない。ほのみだけが打ち合わせもせずに舞ぶ台たいに出された役者のようにきょとんとしているけどさ。

　ふぅん、とつばさの瞳が僕の心中を見み透すかすように涼しげな光を放った。

「橙矢、その人を学内に入れるのに、許可取ってないでしょ？」

「う……」

「やっぱり。許可取ったのならそんな肩かた肘ひじ張った反応しないものね」

「に、日常会話で鎌かまかけないでよ……」

　僕の抗こう議ぎも空むなしく、つばさはふんと鼻を鳴らした。

「でも、それなら間が悪いよ。今は殆ほとんどの部活が活動停止しているから」

　え、と僕は思わず訊きき返してしまう。どこか不ふ機き嫌げんそうなつばさは続けて、

「バイト三昧の橙矢は知らないだろうけど、最近、学校に空き巣が入ったの。特に盗とられた物はなかったらしいけどね。それが余計に気味悪いって、殆どの生徒は来てないよ」

「……つばさは部活に来てるみたいだけど？」

「殆ど、って言ったでしょ。私はそんな噂うわさに踊おどらされている暇ひまはないの」

　大会近いし、と決意を滲にじませたつばさの一言だった。さすがだ……じゃなくて。

　空き巣。その言葉を頭に巡めぐらせて、僕は何気ない風を装よそおってつばさに尋たずねた。

「あのさ、つばさ。ここ最近、学校のどこかで機械とかなにかが使えなくなった、っていう話、聞いてない？　多分、冬休みに入ってからだと思うんだけど」

「……何、突然？」

　明らかに不ふ審しんげなつばさ。しかし、そこは十年来の付き合いだ。硬かたい印象を与あたえやすいけれど、つばさがすごく面めん倒どう見みの良い性格であることを、僕は知っている。

　果たして、つばさは僕の意味不明な質問にもきちんと答えてくれた。

「……そういえば、水泳部の友達が温水プールが使えなくなったって、言ってた。いつ頃ごろかは聞いてないけど、水が冷たいままで練習できないって。それがどうかしたの？」

「いや……なんでもないよ」

　それか。涙るい晶しようの盗とう難なんに遭あった、学内の施し設せつは。

　プールの水を温める加熱器。多分、その燃料たる涙晶が盗ぬすまれたのだろう。詳くわしく調べるまで断言はできないけれど、水が冷水のままなのは燃料を抜ぬかれたからだ。

　空き巣。僕たち研究所が追うこそ泥どろと──おそらくは同一人物に。

　うぅん。ぐるぐる思考を巡らす僕の脳に──上うわ擦ずった声が刺し激げきを与えた。

「あ、あのっ。その格好、綺き麗れいですね！」

　ほのみである。緋色髪の少女は火ほ照てった頬で握にぎり拳こぶしをつくっていた。……あぁ。弓道着がほのみの興味の琴きん線せんに触ふれたのか。相手方はと僕は視線を隣となりに移すと、

「……弓道に興味あるの？」

　つばさが涼すずしげな瞳を一転、同族を歓かん迎げいするような色に変えていた。

「はいっ。とっても！　そんな素敵な格好初めて見ました！」

「素敵……。そ、そう。弓道は一五〇年前からずっと続く、この都市の伝統武道なの」

「へぇぇ。道理でかっこいいなあって思いましたぁ」

「……道場に行けば弓もあるんだけど、見たい？」

「是ぜ非ひ是非！　あっ、でも、ご迷めい惑わくじゃないですか？」

「ううん、今は私と少しの部員しかいないから。よかったら弓も引いてみる？」

「いいんですかっ？　わぁ、ありがとうございますっ」

　あれこれと世話を焼き微笑むつばさと、全身から興きよう味み津しん々しんオーラを発するほのみ。……そういえば、ウチの弓道部って部員数が少ないんだっけ。つばさとしては同好の士を見つけた感じなのかもしれない。ほのみの誰だれとでも仲良くなる対人能力には相変わらずびっくりだけど。

「……あ。ねえ、橙矢」

　ふと、つばさが僕の名前を呼んだ。つばさにしては珍めずらしく、遠慮がちな声で。

「よかったら、橙矢も一緒に、道場覗のぞいていかない？」

　その理由はすぐにわかった。あー……なる、ほど。でも。

「えっと、僕はこれから用事があって──」

「とうやくんも一緒にいこっ？　ねっ」

　文字通り横から飛びだしてきたのはほのみである。そのはしゃぎっぷりは、今にでも弓道場に駆かけていってしまいそうなくらい。僕は少し、考える。

　……うん。確かに、何時までに調査、っていう明確な予定があるわけじゃない、か。

「わかった。じゃあ、少しだけ寄らせてもらおうかな」

「そ……そう？」

　つばさがそっぽを向きながら少しだけ目を瞠みはった。わかりにくいけど、どうやら驚おどろいているらしい。引き留めた張本人なのに。僕は少しおどけてみせる。

「いいよ。僕も久しぶりだから。……案内お願いします、次期部長」

　お願いしますっ、と僕に合わせてほのみまでが律りち儀ぎに頭を下げる。その効果はいかほどのものか。まったくもう、とつばさは仕方なさそうな表情で微笑んだ。

「はい、任されました」

　とはいえ弓道場は目と鼻の先だ。つばさに案内されて間もなく、玄げん関かんに到とう着ちやくすると、三人揃そろって靴くつを脱ぬぐ。真冬の床ゆかは靴下ごしにも冷たく感じるも、つばさなどは堂々としたもので、その手で閉しめきられた木製の扉とびらを静かに左右に開いた。

　道場には、静せい寂じやくと数名の部員がいた。

「──みんな。ちょっと注目して」

　静かな空間につばさの声がよく通る。弓を引いている者や正座している者、数名とはいえ部員たちの視線が一いつ斉せいに僕らへ集まると、少し気後れしてしまう。

「もうそろそろ休きゆう憩けい時間だったよね。今日は見学者を連れてきたの」

　見学者、との言葉に弓道部員たちが色めきたつ。つばさに紹しよう介かいされる形で部員たちの前に出たのはほのみだ。少しも緊きん張ちようした様子を見せないほのみは、頭を一つ大きく下げて、

「は、初めましてっ。ほのみですっ、よろしくお願いしみゃふっ」

　盛せい大だいに噛かんでいた。道場が一いつ瞬しゆん、静まり返るも──途と端たん、部員たちから黄色い歓かん声せいが上がった。可愛いー、との声多数。つばさはそれに負けないよう、少し大きく声を張る。

「しーずーかーに。こちら、ほのみさん。と、同じクラスの風かざ峰みね橙矢。ほのみさんには少し弓を引かせてあげたいから、えっと……唯ゆい、着付け手伝ってあげてくれる？」

　はーい、と気持ちよく返事した部員がほのみを更こう衣い室へと連れていく。橙矢は見学してて、と残したっきりつばさもその後を追ってしまうのだから、僕、一人である。

　うーん。来たのはいいけれど、今いま更さら、弓道場は別に目新しいものでもないし──、

「ねえねえ、風峰橙矢くん？」

　どうしようかと悩なやんでいると、見知らぬ女子部員に声をかけられた。いや、正確には見かけたことのある女子部員だ。確か、つばさの友達で別のクラスの子、だったはず。

　とはいえ初対面には変わりない。ここは一つ、丁てい寧ねいかつ無難に返しておく。

「ああ、うん。そうだよ」

「やっぱりそっかーっ！」

　きゃっきゃっと一人騒さわぎだす初対面の女子部員。……うん？　初対面、だよね？

　面食らっている表情が向こうに伝わったのか、女子部員は片手で詫わびを入れつつ、

「ああ、ごめんごめん。つばさがさ、いつも話してるんだよね。腐くされ縁えんの男の子の話。私、クラス違ちがうから会ったことなかったんだけど、そっかー、君があの『橙矢』かぁ」

「いつも……話してるの？　つばさが？」

　初耳だ。というより意外だ。そうだよー、と女子部員は陽気に続ける。

「クラスの話題になると必ず出てくるね。授業中に居い眠ねむりしてたーとか、お昼のお弁当がいつも豪ごう華かーとか、成績が平均やや上で微び妙みようだーとか」

「そ、そうなんだ……」

「内容は他愛ないことなんだけどね。なんていうかー、こう、あるんですよ。あれが」

　あれ、と僕はおうむ返し。女子生徒は内ない緒しよ話ばなしを打ち明けるような小声で囁ささやいた。

「あ、で始まって、いで終わる二文字が」

　あ……で、い……？　二文字とも言っていた。二文字で……あ、い……──

「こっ、こらそこっ。なに話しているの！」

　慌あわてたような大声が僕の思考を遮さえぎった。見るからに狼狽うろたえた様子のつばさが、さっきの刑けい事じさんもかくやという足取りでずんずん迫せまってくる。す、すごい迫はく力りよく……。

「ありゃ。部長さまがおかんむりだ」

　女子部員は悪戯いたずらがばれたような顔で舌を出すと、すぐさま駆け足用意。

「でも、実際そうだと思うよ。見てればわかるもん。風峰君、中学の頃ころ、弓道部にいたんでしょ？　今部活やってないなら、またどう？　つばさも喜ぶと思うよ」

　そんな言葉が女子部員の去り際ぎわに残された。あとは、顔を赤くしたつばさを背にしたおいかっけこである。「部長ー道場ではお静かにー」「なら止まりなさいっ。なに話したっ、っていうか話したのっ？　あと部長じゃないから！」などと、騒ぐ声が道場に響ひびき渡わたる。

「……弓道部、ね」

　思わず苦く笑しようしてしまう。言われた言葉は心の表面を撫なでていっただけだ。

　それを寂さびしいとは思わない。今更、普ふ通つうに部活動をできるはずはないから。

　普通の楽しみなんて──僕は、得ちゃいけないんだから。

「……つばさー、僕、やっぱり用事あるからここで抜けるよ」

　遠くでわいわいやる次期部長に声を投げて、僕はそっと踵きびすを返した。えっ、と素すっ頓とん狂きような声が聞こえた気がしたけれど、今だけは聞こえない振ふりをしておく。気まずい。

　つばさが前から僕を弓道部に誘さそいたがっていたのは、なんとなく気付いていたから。

「……あれ、とうやくん？」

　更衣室から出てきたほのみと鉢はち合あわせた。着付けが終わったらしく、格好は弓道少女そのものである。目を丸くしているほのみに、僕は笑って声をかける。

「似合ってるね、その格好。僕、ちょっと調査にいってくるから」

　もういっちゃうの、とほのみが小首を傾かしげた。僕は軽く頷うなずく。

「僕のことは気にしないで楽しんできて」

　最後にほのみの頭を一つだけ撫でて、僕は今度こそ弓道場を後にする。

「とうやくんっ」

　直前、一際元気な声が背中にかかった。

　振り返ると、そこには純真無む垢くな全開の笑えみが咲さいている。

「がんばっ！」

「──うん。頑がん張ばる」

　手をぶんぶん振るほのみを見ていると、こっちまで元気を貰もらえるから不思議だ。少しだけ名残なごり惜おしい気分で弓道場の扉を閉めた。外は驚くほど静かだ。

　熱心な生徒以外は登校していない、真冬の学校。

「……さて、と」

　調査、始めますかね。




「……これはまた、随ずい分ぶんとひどいな」

　体育館裏。日ひ陰かげをつくる屋根の下には、巨きよ大だいな鈍にび色いろのポンプ付きの機械──室内プールの加熱器が設置されている。調査対象自体は存外簡単に見つかったのだけど、動力源を調べるために整備の扉を開けてみたところ、中身の有様に顔をしかめたところだった。

「……完全に力ちから尽ずくで抜ぬき取られてる」

　扉の中。精密機械に囲まれた中央。その窪くぼみに本来あるはずの涙るい晶しようバッテリは見当たらず、代わりに動力を伝える役目を持つ周囲のケーブルが引き千切られていた。

　涙晶バッテリを強引に毟むしり取ったような──そんな暴力的な印象を受ける。

「犯人は力尽くで奪うばったってことかな……誰かに見つかってないってことは夜に忍しのび込んだのか……比ひ較かく的てきセキュリティの低い学校を狙ねらったんだから、計画的な……いや、だったら道具とか持参するだろうし、こんな有様には……やっぱりただの愉ゆ快かい犯はんなのかな……」

　思考を言葉に変へん換かんして整理を図る僕であったけれど、まぁ、結果として。

「……わっかんないなー」

　完全にお手上げである。泥どろ棒ぼうの手口なんて一いつ介かいのバイト研究員には分ぶん析せきできないって。

　仕方ない。後で結果だけ美陽さんに報告しよう。

　僕は一つ伸のびをする。さて、調査は拍ひよう子し抜けするほどあっさり完かん了りようしてしまった。ほのみはまだ弓道場かな……。とはいえ、迎むかえに行くにはまだ早い。ほのみのはしゃぎっぷりを思い返す限り、しばらくは時間を潰つぶすべきだろう。いや、潰していたい。

　せっかくの体験弓道だ。存分に楽しんでもらおう。

「……中庭でもいくか」

　誰にともなく宣言して、僕は歩きだした。つばさの言う通り、運動場は無人だ。物寂しいレーンに沿って、大して長くもない並木道を抜ける。葉の落ちた裸はだかの枝。無音に限りなく近い静寂。なんとなく足を止めたくなるのは、冬の枯かれ木の魅み力りよくなのかな、とか。

　まあ、そんな感傷的な気分も、中庭に到着する頃にはすっかり忘れていたのだけど。

　自じ販はん機きでなにか買うとしようかなー……お。

　早さつ速そく、自動販売機の背が見えた。僕は駆け足で中庭を迂う回かいする。目の前に温かい飲み物があると思うと、急に体が対照的に肌はだ寒ざむく感じるのは人の性さがなのか。そういえば、姉さんは冬が好きだって言っていた。冬が一番、季節を感じやすいとかなんとかって。

　じゃあ僕は今全身で冬を感じてるんだなぁ、とかそんな牧歌的な考えは──

「……っっ？」

　自動販売機の正面に回った時点で、吹ふっ飛んでいた。

　飲料を並べる硝子ガラス棚だな。商品を照らす明かりが消えている。最初は故障かと思った。けれど自販売機の下部に──おそらくは電力を供給する動力源だった箇か所しよに、無視できない大穴が空いていた。その中央から散乱するケーブルは、先せん端たんからパチパチッとまだ新しい火花を散らす。まるで、つい先さき程ほど何者かに引き千切られたかのような、惨さん状じようで──。

　思い至る。自動販売機とて──涙晶バッテリで動く機械だ。

　僕は慌てて顔を上げた。周囲をくまなく見渡す。無人だ。空き巣以来、殆ほとんど人のいない冬期休きゆう暇か中の学内。けれど、僕の予感が正しければ、このすぐ近くに──

「……っ！」

　それは大だい音おん声じようではなかった。むしろ薄うすく擦かすれるような声であって。

　けれど、無音に限りなく近い静寂の空間に──その悲鳴は存外響き渡った。

「……あっちか！」

　僕は声のした方向に大体の見当をつけると、そちらへ一目散に駆かけだした。風の悪戯ならそれでいい。空き巣。研究所に侵しん入にゆうしたこそ泥。抜き取られたばかりの涙晶バッテリ──頭の隅すみをぐるぐる巡めぐる不ふ穏おんな言葉が、ただの勘かん違ちがいで済むのならそれで構わない。

　構わないから──何事もありませんように！

「ここ、か……？」

　校舎と校舎の間。湿しつ気けを含ふくんだ薄うす暗ぐらい露ろ地じ。僕はそこを慎しん重ちように覗のぞき込んだ。

「……っ？　っ？」

　人がいた。こちらに背を向ける人ひと影かげ。それは極きわめて正常な光景。そこまでは良かった。

　その人影が、頭まですっぽり覆おおう雨あま合羽ガツパを着ていなければ。

　その足あし下もとに、制服を着た見知らぬ女子生徒が俯うつぶせで倒たおれていなければ。

　そして、雨合羽の人物が女子生徒に手を伸ばしかけていなければ──

「やめろっ！」

　状じよう況きよう描びよう写しやを放ほうり捨てて、僕は叫さけんだ。

　雨合羽が伸ばす手を止め、肩かた越ごしに背後を──僕を振り向いた。顔は見えない。体格は細身。背は僕と同じかそれ以下。小こ柄がらな──とても、不ふ審しん人物とは思えない体たい躯く。

　この雨合羽が不審者だと決めかかった僕であるも、理由はある。

　雨合羽は右手になにかを握にぎっていた。掌てのひらに収まる程の小さな箱だ。その形状は有り触ふれたもの──けれど、僕は青白く輝かがやくそれを知っている。熟知している。

　長方形の箱。雨合羽の掌で跳はねる光が見えた。

　それは、手て荒あらに扱あつかった後のような青白い火花を散らす──涙晶バッテリだ。

「お前、涙晶泥棒か……！」

　確信した僕の問いに、しかし雨合羽は無言で身を翻ひるがえした。それだけだった。

　そして、なんの前触れもなく──雨合羽は一直線に僕へ疾しつ駆くしてきた。

「っ」

　咄とつ嗟さに反応できない。正直、逃にげられると踏ふんでいた身としては、まさかこちらに突つっ込んでくる場合は予想していなかったのだ。

　とはいえ、数十歩の間合いだ。体勢は整えられると──その考えが甘かった。

「…………っ!?」

　たった一回、瞬まばたきした間に──雨合羽は僕に忍び寄っていた。

　音もなく。気配もなく。視覚が認にん識しきしたその姿さえ、ぶれて見えた。それ故ゆえに、対応できなかった。静止した視界の中で、雨合羽の右手が動き──あっさりと。

「ぐぅ……ぁぁっ？」

　雨合羽の貫ぬき手てが、僕の腹を貫つらぬいた。

　痛覚が脳を強く揺さ振る。思考が巡る。刺さされた──なにが？　なにを？　手に？

「ぅ……ぁ」

　腹にのめり込んだ異物──手刀はすぐに抜かれた。貫かん通つうしていたのか、血けつ塊かいがどぼっと零こぼれる。鮮血が散る。垂れる。湿しめった地面は僕の血液をみるみる吸収していった。

「……ぁ……っ」

　膝ひざが笑った途と端たん、体が地面に叩たたき付けられた。なにが起こった──ああ、そうか。頬ほおに伝わる冷たい土の感かん触しよくが、自分が倒れたのだと教えてくれた。

　激痛が暴風となって吹き荒あれる中、僕が雨合羽を睨にらみ上げられたのは奇き跡せきに近かった。

「お、前……」

　声が上う手まく出ない。雨合羽は僕を見下ろすと、興味を失ったようについと背を向けた。足音が離はなれていく。緩ゆるく、緩く、ゆっくりと遠ざかって──聞こえなくなった。

　逃げられた。そう悟さとった途端、今度は生存本能が危機を訴うつたえてきた。

　やばい。死ぬぞ、これ。

　僕は腹部にぽっかり空いた傷口を直視する。横腹。この位置だと──臓器をいくつかやられている。出血は大サービス状態。この息苦しさは多分、出血多量による呼吸困難。傷口に焼き鏝ごてでも当てられているような熱もあるも、これは精神面で補うしかない。

　やれるかどうかはわからない。でもやらなくちゃ──死ぬ。

「はっ……は、は、はっ……」

　霞かすむ視界の中、傷口を凝ぎよう視しして──僕は思考を巡らせた。

　──腎じん臓ぞう──肝かん臓ぞう──胃腸の上部──血肉──止血を最優先に──

　刹せつ那な、腹部の傷口から、涙色の火花が散った。

　細長い雷らい光こうはどす黒い腹部に侵しん食しよくを開始する。バチバチッと、火花が肌はだを舐なめ、刺し、灼やく。透とう明めいな光が外傷に触れる度たび、尋じん常じようでない激痛が大おお津つ波なみの如ごとく押し寄せてくるけど、僕は歯を食い縛しばってそれに耐たえる。耐える。ひたすら耐える。耐えてみせる。

　痛いのは──生きている証しよう拠こなのだから。

「ぐっ……ぁぁっ！」

　痛みと痛み。血と光。赤と無色。意識だけは決して手放さんと僕は目を見開いて──

「……はぁ……ぐぅ……」

　──どれくらい、そうしていたのか。

　気付けば、僕は四し肢しを投げ出して仰あお向むけに倒れていた。息を大きく吸い込み、吐はき出す──血液の巡りは至って順調。物を考えられる以上、脳に酸素は行き届いているはずだ。

　僕は鉛なまりのように重い首を引きずって、視点の焦しよう点てんをそこに合わせる。

「……成功、かな」

　横腹。腹に空いていた穴は──綺き麗れいに塞ふさがっていた。

　手を伸ばして腹を撫なでてみる。傷があった箇所だけ、他ほかに比べて皮ひ膚ふが薄いような気がする。自分で触さわっておきながら、くすぐったさに思わず笑ってしまった。

　笑った。笑えたということは、生きてる。

「ひっさしぶりに……使ったなぁ」

　僕はよろよろと上体を起こした。四肢が脂あぶら汗あせでぐちょぐちょに濡ぬれている。

　肉体再生──いつぶりだろう、この荒あら技わざを使ったのは。

「……泥棒は、逃げたよね」

　首を巡らすまでもないことだろうけど。今から走っても──まず追いつけない。いや、たとえ追いつけたところで──返り討うちに遭あうのがオチか。

　いやでも、泥棒が手刀で腹に穴を空けるなんて、予想外もいいところだ。

　この制服なんて、今や腹だけ破れているパンクな代しろ物ものである。

「どうするかなぁ……」

　美陽さんに報告する事じ項こうが一つ増えてしまった。泥棒に返り討ちに遭ったなんて、どう報告したものか。心配をかけないよう説明するには、僕の語ご彙いは貧困すぎる──まあ。

「……地面、冷たいなぁ」

　とりあえずは──立ち上がってから、色々と考えるとしますか。




　結局、報告は電話ですることにした。

『──ふむ。それで、その女子生徒さんに怪け我がはなかったのかい？』

「はい。意識を失ってただけみたいです。一応、救急車を呼んで搬はん送そうしてもらいました」

『それは何より。推測するに、盗とう難なんの現場を見られたか、または知られたことによる口くち封ふうじだろうね……それより、君は？　腹を貫手で貫かれたと言っていたけれど』

「いつも通り再生しておいたんで、大だい丈じよう夫ぶです。一晩寝ねれば調査にも復帰できます」

『しばらくは安静にしておいて──と言いたいところだけど、済まないね。しばらくは調査の任から外せそうにないんだ。君と話すこの間にも、盗難被ひ害がいが報告されている』

「……すみません、取り逃がしちゃって」

『君が謝る必要はまるでないよ。君は、君でなければ死に直結していた程の重傷を負ったんだ。自分に報告してくれるだけで、十分すぎるほどに責務を果たしている。むしろ、君とほのみんだけに調査を指示した己おのれに、反省の念が絶えないよ』

「美陽さんこそ気に病やまないでください。あの泥棒の身体能力は予想外すぎますって」

『人体に穴を空ける程の手刀──だったかい？　うん、確実に素人しろうとではないね。同様の理由から、愉快犯の線も限りなく薄くなったと言えるけれど』

「あいつ……何者なんでしょう」

『本当にね。その場にほのみんが居合わせなくてよかったよ。……彼女は？』

「もうすぐ弓きゆう道どう体験から帰ってくると思いますよ。結構、楽しんでるみたいです」

『それは重ちよう畳じよう。……ところで、一つ提案があるのだけど』

「ほのみにはこのこと、話さないでおこう……ですよね？」

『──ふふ、以心伝心というやつかな。自分は今、非常に嬉うれしいよ。彼女に心配をかけたくない気持ちを、自分たちは共有しているのだから』

「ええ。最悪、またあの雨合羽と鉢はち合あわせることもありえそうですし」

『危険は少ないにこしたことはないからね。隠かくし事はすれど心こころ遣づかいは隠すべからず──今回の一件が綺麗に片付いたら、彼女には思い出話を語るように話してあげよう』

「それはそれでバイオレンスな回想になりそうですけど……了りよう解かいです」

『うん、いい返事だ。報告は以上かな。……ところで、君にとっては唐とう突とつな事実かもしれないけれど、今晩、自分は風峰家の夕飯にお邪じや魔まする予定だと、お知らせしておくよ』

「へ……夕飯？　ウチにですか？」

『うん。先さき程ほど、ハル先せん輩ぱいからお誘さそいただいたんだ。構わないかな？』

「そりゃ勿もち論ろんですけど。えらく急な話ですね」

『先日、ほのみんの名の由来ともなった花を頂いたお礼もしたいのさ。あと、先輩からの伝言として、人数が多いほどご飯は美お味いしくなります、と素す敵てきな一言を承っている』

「えー……と。つまり、ほのみたちも一いつ緒しよに連れてくるべし、と？」

『正解だよ。自分はハチを連れて一足先に向かっているから。君の家で集合だね』

「はあ、了解です」

『決まりだね。それでは、またすぐに──親愛なる後こう輩はい』

　──とまぁ、そんな美陽さんの電話の切り方かっこいいなぁ、とか感想を抱いだいて。

　辺りがすっかり暗くなる頃ころ。僕とほのみ、そして弓道着から制服に着き替がえたつばさは、急きゆう遽きよ晩ばん餐さんの会場に抜ばつ擢てきされた風峰家に到とう着ちやくしていた。

　到着第一声を発したのは、やはりこの人。好こう奇き心しんの塊かたまり少女たるほのみだ。

「ほへぇ……とうやくん家ちってお花屋さんだったんだ」

「うん。僕っていうか、姉さんの店だけどね」

　我が家は花屋である。店頭にずらりと並ぶ花か瓶びんや植うえ木き鉢ばちがこれ以上ない証明だ。店先には『春の蜜み柑かん』と店の看板が出されている。花屋『春の蜜柑』は僕の姉、風峰ハルが二年前から経営を始めた店で、まだ日は浅いながらもご近所の評判は良好だ。

「橙矢の家に夕ご飯食べに来るのなんて、いつ以来だろ……」

　僕の隣となりで懐なつかしそうに看板を眺ながめるつばさは、『春の蜜柑』の歴史を知る一人であり、同時に花屋誕生以来、ずっとご贔屓ひいきにしてくれるお得意様でもある。

　とはいえ、花に見み蕩とれるほのみと回想に思いを馳はせるつばさを放ほうっておいたら、いつまで経たっても家に入れる気がしないのもまた事実。僕は家の鍵かぎを取り出して、

「ささ、中へどうぞ」

　閉店後の花屋の入り口兼けん玄げん関かんを開かい錠じよう。草花の匂においが充じゆう満まんする店内を抜け、靴くつを脱ぬいで光の漏もれる居間に少女二人を案内する。後方で「おじゃましまーす」「お邪魔します」と二つの声が聞こえた。おっと、僕も言い忘れてた。ただいまー、我が家。

　我が家は築一〇年の二階建て。さすがに部屋を間ま違ちがえることはなく、夕飯時のいい匂いに誘われて足を向ければ、そこは見知った顔たちがくつろぐダイニングである。

「やあ、おかえり、お三方。先にくつろがせてもらっているよ」

「うぃー、右に同じく。んあ、緋空っちじゃん。おひさー」

　背筋をぴんと伸のばした美陽さんと、背骨をぐてんと曲げたノボルが出で迎むかえてくれた。

　両者、冬の定番たる火こ燵たつに足を突っ込み、茶をすするという体勢だ。傍そばにあるテーブルの上には真っ白なクロスが掛かけられ、食器一式が人数分、用意されていた。

　ふと、火燵の円えん卓たくに見慣れた白い球体を発見した。ネスティだ。ノボルが研究所から連れてきたのだろうけれど、見事なまでに火燵に溶とけ込んでいる。どこか蜜柑っぽい。

　ともあれ、僕とほのみ、つばさはいそいそと火燵に入り込む。その際、ほのみが生まれたての動物の赤あかん坊ぼうに触るような慎しん重ちようさで火燵に足を入れていたのが印象的だった。

　火燵の温ぬくもりもほのみには新しん鮮せんなのかなぁ、とか思いつつ、僕は美陽さんに訊きく。

「和なごみますねー……姉さんは？」

「ハル先輩なら台所で夕飯をつくっている最中だよ」

　ああ、言われてみれば。台所は別室にあるのだけど、仕切る扉とびらが開けっ放しのため、食しよく欲よくをそそる匂いが対流の赴おもむくままに漂ただよってくる。それと一緒に聞こえてくる、ちょっと音程を外した鼻歌は間違いなく料理中の姉さんのものだ。

「自分が手伝いを申し出たら、客はゆっくりしていてほしい、と丁てい重ちように辞退されてしまったんだ。ハル先輩の繊せん細さいな指先がつくる料理……薫かおりを嗅かぐだけで涎よだれが垂れそうだね」

「美陽さん美陽さん、比ひ喩ゆじゃなくて本当に涎、垂れてますよ」

　おっと、と美陽さんが袖そでの先で口元を拭ぬぐう。くいくい、と袖が引かれる感触に振ふり向くと、ほのみが不思議そうに美陽さんを見て、首を傾かしげていた。僕は深く頷うなずく。

　言いたいことはすごくわかるけど、姉さんを前にした美陽さんはいつもこんな感じだ。

　またも涎を垂らし始めた美陽さんをよそに、僕は同年代ズの会話に耳を澄すませる。

「つかよ、不思議に思ってたんだが、緋空っちとほのみちゃんってなんか仲良くね？　もしかして、知り合いだったりすんのか？」

「知り合いという言葉じゃ弱いよ。私とほのみはもう親友だもの。ね、ほのみ？」

「うん、あたしとつばさちゃんは親友だよっ」

　ねー、と語ご尾びを合わせる女子二人。っていうか、いつの間にか呼こ称しようが「つばさちゃん」と「ほのみ」になっているし、弓道体験は親交を深める良いきっかけになったらしい。

　……ちょっと羨うらやましいな。

「むっ。いま橙矢っちから女の子と仲良くしたいぜオーラを感じとったぜ！」

「ノボルの頭にはセンサーでも付いてるのっ？」

　とかまあ、談だん笑しようともいえない雑談を繰くり返している────内に。

「皆みなさん楽しそうですねぇ～」

　おっとり間延びした声の主が、台所と居間を繋つなぐ暖の簾れんをくぐってきた。

　腰こしまで届く艶つややかな黒くろ髪かみに、ちょこんと頭に載ったカチューシャ。胸むな元もとに結ぶ赤いリボンとエプロンを着けてトレーを運ぶ姿は、姉というより年の若い母親に見える。

　実際、両親がいない風峰家では、ハル姉さんが母親の役割をこなしてくれている。

「橙矢ちゃんもおかえりなさーい。もうすぐご飯ができますからね」

「あ、うん。なにか手伝うことある？　料理……はできないけど、食器運びくらいなら」

「いえいえー、大丈夫ですよ。橙矢ちゃんは皆さんとお話ししててくださいな」

　言って、姉さんは火燵に身を寄せる面々を順じゆん繰ぐりに眺める。美陽さん、ノボルとは特査の繋がり上、面識がある。つばさは花屋のお得意様だ。この中で初顔なのは──

「あら？」

　姉さんとばっちり目が合ったほのみだ。

　二人、しばし沈ちん黙もく。あ、とほのみが軽く一礼すると、姉さんは目を高速で瞬しばたたかせて、

「──きゃー！　かぁーわぁーいーいぃー！」

　途と端たん、ほのみに抱きついた。しかも手元の食器を放り投げて……って、わぁぁっ！

　数枚の皿は宙で弧こを描えがき、重力に引かれ床ゆかに落下──する直前で、しゅたたたっと、美陽さんが擬ぎ音おん通りの手て捌さばきを見せ、それら全すべてを華か麗れいに回収した。

　お見事！……じゃぁなくて！

「ね……姉さん？」

「はーいなんですかぁ橙矢ちゃんー。うぅんもっちりしてますねー」

　一見、話を聞いているようで聞いていない姉さんが、ほのみをぎゅうっと抱だきしめる。豊満な胸に顔を埋うずめたほのみは、ばたばたと手を動かすも……やがて止まった。

「って、姉さん姉さん！　ほのみが失神しちゃうって！」

「あ、あら？」

　慌あわてて抱ほう擁ようを解く姉さん。ぷはぁっ、と解放されたほのみが息を吸い込んだ。

「ふぅ……ひぃ……とうや、くん……？　んと、さっきのお花畑は……？」

　それは多分、死の間ま際ぎわに見える幻げん想そうとかなにかじゃないかな……。

「ご、ごめんなさい。私ったらつい……あ、晩ご飯、運んできますねー」

　姉さんは申し訳なさそうにほのみに一声かけ、台所に退散していった。手伝います、とつばさが追っていく。うぅん。姉さん、可愛かわいいもの大好きだからなぁ。人形みたいに綺麗な容姿のほのみを前にして、色々と我が慢まんできなくなったんだろう。

「び、びっくりしたぁ……」

　まあ、抱きつかれた側としては大変驚おどろくだけである──そんな感じで。

　本日の趣しゆ旨したる晩ばん餐さんは開始された。のだけど。

「んふふ、ほのみちゃんって言うんですかー。可愛いお名前ですねぇ」

「んと。とうやくんがつけてくれたんです。だから褒ほめ言葉はとうやくんにどぞです」

「あだ名ってこと？　ふぅん、橙矢にそんな才能あったんだ。意外」

「先輩先輩、自分の名付けた『ほのみん』は如何いかがでしょうか？」

「もちろん、美陽ちゃんの名付けも可愛いですよ～」

　……うん。まぁ、なんというか。

「居場所ねぇなぁ」

「だねぇ」

　果たして、僕とノボルの男性陣じん二人は自主的に蚊か帳やの外へ退場していた。黄色い歓かん声せいが上がる食しよく卓たくなんて人生初である。居い心地ごこちが悪いとは言わずとも、会話には正直混ざりにくいことこのうえない。

　僕たちは互たがいに箸はしで白米をせっせと運び、唯ゆい一いつの仲間とひそひそ話を交かわす。

「ノボルさ。普ふ段だんからナンパナンパ言ってるんだから、今こそ突とつ貫かんするときじゃない？」

「馬ば鹿か言え。難易度が高すぎるわ。この面子メンツだぞ？　怖おそれ多すぎの足あし踏ぶみしまくりだぜ」

「タップダンスみたいになってそうだねぇ……」

「むしろ地じ団だん駄だだな。つか、ナンパは初対面でこそ有効な手段であって、実際は……」

　とかなんとか、ノボルの口説き講座は、あっさりと打ち切りを迎むかえることとなる。

　姉さんが愛いとおしそうに空のお茶ちや碗わんを胸に抱いたからだ。

「ほのみちゃんってば、もう可愛いですねぇ。お持ち帰りしたいですねぇ。ねえ美陽ちゃん、駄だ目めですか？」

　明日あしたの天気を尋たずねるような気楽さである。それは駄目だろう、姉さん……。

「構いませんよ、先輩。いっそ居い候そうろうとして生活させてはどうでしょう？」

「ぶっ」「ぶっ」

　ご飯はん粒つぶを吹ふき出してしまった。大変お行ぎよう儀ぎ悪い。が、今はそれどころじゃぁない！

「いやいやいや！　なに急に言いだしてるんですか！」

「ふむ。急かい？　敬愛するハル先輩がほのみんをお持ち帰りしたいと言ったのだから、後輩たる自分としては、では居候させてはどうでしょう、と提案したのだけど」

「丁寧に説明してほしいわけじゃあないですってば！」

「いいですねぇ、それ。ほのみちゃんを家の子に……んふふー」

「姉さんもほんわか気分で浸ひたってないでよ！」

「そ、そうです！　それに橙矢なんかと一緒に暮らしたら何が起こるか解りません！」

　見れば、お茶を吹き出したのだろう、口元を拭ったつばさが意気込んで否定してきた。　しかし、うぅん。なにもそこまで僕を獣けだものみたいに言わなくても。

「どうどう、まあ落ち着いて。これは自分なりに考えた末の提案なんだ」

　美陽さんは幼子に子守歌を聴きかせるが如ごとく穏おだやかに語りだした。

「現在、ほのみんは彼女の家の事情から研究所の宿舎に寝ね泊とまりしていてね」

　家の事情、という言葉につばさがぴくりと肩かたを揺ゆらした。美陽さんは続けて、

「誰だれも知り合いのいない宿舎に一人、家族と離はなれて暮らす寂さびしさは察して余る。自分は友人として、ほのみんに寂しい想おもいはさせたくないのさ。そんな折にまさに天てん啓けいとも言えるハル先輩のお誘さそいだよ。彼女の寂しさを払ふつ拭しよくする良い機会だと、自分は思うのだけどね」

　なんと美陽さんの口の回ること。しかも嘘うそは吐ついていないのだからおみそれする。……というか、ほのみって研究所の宿舎に泊とまっていたのか。初耳だ。

　美陽さんの口上を聞いて、つばさはしばらく、「ぁぁ」とか「ぅぅ」とか唸うなって──きっと年とし頃ごろの男女が一つの屋根の下でとかを考えて──最終的には渋しぶ々しぶ、頷いた。

　それを見て美陽さんは満足そうに頷くと、ほのみの頭に優やさしく手を載せた。

「さて。会場は満まん場じよう一いつ致ちで賛成のわけだけれど、肝かん心じんのほのみんの意志はどうだい？」

　お持ち帰りの対象。当の本人のほのみは、ようやく理解が及およんだらしい。にこにこ微笑ほほえむ姉さんを見つめ、次に僕をじーっと見つめだす。なんとなく、その眼まな差ざしが寂しそうに見えた──気がしたので、僕は微笑み返した。んっ、とほのみの顔に朱しゆが差す。はて。

　今のやり取りがどう影えい響きようしたのかは──僕のあずかり知らぬところだけど。

　そう大して長くもない時間を経へて。ほのみはお持ち帰り主たる姉さんに向き直ると、がばっ、と深く、直角に頭を下げ、

「よ……よろしくお願いします！　は、は……は」

　ハルお姉ちゃん！

　くしゃみみたいに声を震ふるわせながらも、ほのみは確かにそう宣言した。

　無論──それを聞いて、萌もえ上がらない我が姉ではない。

「あぁぁんもぅ可愛すぎますっ。こちらこそよろしくお願いされちゃいますからねぇ～」

　うぅんぐりぐりー、と姉さんが声に出してほのみの髪かみを撫なで、頬ほおずりしまくる。当然、ほのみはくすぐったそうに身を捩よじるのだけど、決して抵てい抗こうしようとはしなかった。

　頬を赤く染めてはにかむだけで──嬉うれしそうにされるがままである。

「ふむ。これにて一件落着かな」と、美陽さんはその光景を微笑ましく見守り。

「羨ま──いやぁよかったよかった！」と、ノボルは相変わらずのナンパ根こん性じようを見せ。

「ま。ハル姉がいるんだし、大だい丈じよう夫ぶよね」と、つばさはしょうがなそうに苦笑して。

　残された僕はといえば──歓かん待たい以外の表情を浮うかべる理由がない。

　姉さんにひとしきりぎゅむっとされたほのみは、あっ、と首を巡めぐらすと、僕に駆かけ寄ってきた。気き恥はずかしさ故ゆえなのか目をぎゅっと瞑つぶって、握にぎり拳こぶしをつくった。

「んと。とうやくんも……よ、よろしくお願いします！　ふつつかものです！」

　使い方が微び妙みように間ま違ちがっていた。けど、そっか。当然ながら、僕も風峰家の一員である。僕と姉さんは互いに目を配ると、姉きよう弟だい魔ま力りよくによって一いつ瞬しゆんのうちに意い思し疎そ通つうした。

　やることは一つ。二人で口を揃そろえて同時にこう発するだけだ。

「ようこそ──我が家に」




　時計の針が真上を指す頃ころ。

　夕飯時とは正反対の静せい寂じやくに、風峰家二階は包まれていた。人間、丸っきりの無音は睡すい眠みんに適さないと聞くけれど、姉さんの部屋で眠ねむるとある迷子少女に関しては違うらしい。

「……すぅ……むぅ……にゃぁ……」

　心地ここちよさそうに寝ね息いきを漏もらして、ほのみはベッドの上で背を丸める。もぞもぞ、と時折寝返りを打つ様は、まるでお気に入りの寝ね床どこで眠る猫ねこのよう。

「……おやすみ、ほのみ」

　僕は開けっ放しの扉とびらをそっと閉めた。人の寝顔を長々眺ながめるのはよくないしね。本音を言うともう少し微笑ましい気分に浸っていたいのだけど、まあ、そうもいくまい。

　少し冷える廊ろう下かを渡わたって居間に戻もどる。薄うす着ぎの姉さんが椅い子すに背を預けていた。上気した頬にしっとり濡ぬれた黒髪。風ふ呂ろ上あがりの我が姉は、僕に気付くと、ゆるりと微笑んだ。

「あら。ほのみちゃん、もう寝ちゃいました？」

「うん、ぐっすりね」

　僕は姉さんの対面に腰を降ろす。飲みます？　と姉さんがカップを示す。うん、と僕は頷うなずいた。しばらくして、湯気の漂ただよう甘いココアが渡される。ありがと、姉さん。

　僕はそれを一口含ふくむと、ちらと渡り廊下に目をやった。

「ほのみ、さっきまであんなに元気だったのに」

「疲つかれたんですよ、きっと。私もついついはしゃいじゃいましたから」

　姉さんは悪戯いたずら小こ僧ぞうのように小さく舌を出すと、

「お洋服を着せ替かえたり、食器も一いつ緒しよに洗ったりー。んふふ、妹ができたみたいです」

　ゆるゆるとしたその笑みを見ると、なんだろう、弟としてはちょっと複雑な気分だ。

　唯一の肉親を取られたー、とかそんな子供っぽいものじゃぁ、決してない。

「あら、橙矢ちゃん。そのちょーっと不満そうな顔、もしかして焼き餅もちやいてます？」

「う。ち、違うって！」

　いや、モノローグだからこそ明かすと、本当はちょっぴりそう思ったけどさ！

「そ、そんなことより、姉さん」

　姉さんの双そう眸ぼうが温かな色に染まっていくのを見て、僕は慌てて話題を変えた。

「もしかして、ほのみの事情、初めから知ってた？」

　とはいえ、丸っきり関係のない話題では──ないのだけど。

　果たして、姉さんは夜空を照らす月明かりのように淡あわく微笑んだ。

「はい。ほのみちゃんが記き憶おくを喪そう失しつしていることなら、知ってますよ」

「そっか」

　まあ、驚きはしない。姉さんは大人だ。可愛いから、という理由一つで、見ず知らずの少女を引き取るほど、我が姉は甘くない。そこに、それ相応の理由がなければ。

　白状しちゃいますと、と姉さんは前置きして、

「一昨日おとといより、美陽ちゃんから相談を受けてました。記憶喪失の少女を保護して、その身元と、安静に過ごせる環かん境きようを探していること。ほのみちゃんが可愛いこともですけどね」

「あー、それで。美陽さん、よく姉さんに相談してるしね」

「あと、橙矢ちゃんにすっごーっく懐なついていることも教えてもらいました」

「ぶっ」

　ココアを吹き出した。本日二度目の、お行儀悪し。

「へ、変なこと言わないでよ姉さん……」

「んふふ、そんなこと言ってー、顔が赤いですよー？　めくりめいてますー？　もしかしなくても、ほのみちゃんのこと気になってますよねー？」
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「そ、そりゃあ、気にはなってるよ。迷子だし、記憶喪失だし、放ほうっておけないし」

　動どう揺ようしてる自覚はあったけれど、僕は平気の素そ振ぶりを貫つらぬいた。ふふんと鼻歌だって歌ってやる。姉さんのくすくす笑いだって気にならないくらいに。

「でも……ほのみちゃんのこと、気に掛かけてあげてくださいね」

　その湿しめった声に、僕は鼻歌をやめた。姉さんは少しだけ寂しそうに目を伏ふせる。

「出で逢あう人、見る景色、聞く声──ほのみちゃんとっては、全すべてが新しくて、知らないものです。それはきっと時には心を躍おどらせますけど、時には不安を駆り立てると思います。そんな時に、誰か──誰かが傍そばにいてくれるだけで、すごく安心するんです」

　それが信しん頼らいできる人なら尚なお更さら。そう、姉さんは二の句を継ついで、

「だから。ほのみちゃんのこと、離さないであげてくださいね」

「勿もち論ろん。そうするつもりだよ」

　僕は即そく答とうした。迷子の気持ちは──よく、本当によく、わかるから。

「……橙矢ちゃんは？」

　え、と僕は呆ほうけた。姉さんは僕に優しげな微び笑しようを咲さかせる。

「橙矢ちゃんは……不安じゃありませんか？」

　その台詞せりふに、背筋がぞっとした。心中の震えを無視して、視線をすぐに移す。

　姉さんの剥むき出しの肩へ。そこにある抉えぐられたような──傷きず跡あとをしっかり注視して。

　あの傷の原因を、思い出して。

「不安なんかないよ」

　断言より強く、僕は脊せき髄ずい反射でそう答えていた。

「僕は大丈夫だから、姉さん」

　そう、僕は大丈夫だ。大丈夫でなくちゃいけない。たとえ、姉さんがどれだけ心配そうに僕を見つめても、弱音だけは絶対に吐はかない。僕が──吐きたくない。

「それにさ、今はほのみのお母さんを捜してあげたいんだ」

　刻み込むような物言いに、姉さんはゆるりと眉まゆ尻じりを下げた。

「それじゃあ、安心するためにも、一つお願いをきいてもらっていいですか？」

「うん、僕にできることなら」

「ほのみちゃんと一緒に、川の字になって寝ません？」

「色々と大問題だよそれ！」

　シリアスな雰ふん囲い気きを跡あと形かたもなく吹ふき飛ばすところは、さすが美陽さんの先せん輩ぱいだった。

　……ま、助かったけどさ。








　第三章　無む駄だじゃないよ　─Young Shooter─




　一週間が過ぎた。あっという間ではないにせよ、体感的にはそれなりに早く過ぎた。

　それは、涙るい晶しよう泥どろ棒ぼうの手て掛がかりが一いつ切さい掴つかめず、日々増加する盗とう難なん被ひ害がいの報告を空むなしく受け続けた一週間を、特別派は遣けん調査室が送ってきたことを意味する、のと同時に。

　ほのみの記憶が一向に戻らず、母親の行方ゆくえまでも掴めない現実を意味していた。

「んー、今日もいっい天気ー」

　まあ、当の本人は空を見上げて鼻歌を口ずさむくらい、至って元気なんだけどさ。

　冬休みも中ちゆう盤ばんの今日。研究所に向かう道中。居い候そうろうを始めて一週間の少女が歌う通り、本日は至って快晴である。そりゃ人工太陽が毎日変わらず燦さん々さんと輝かがやくからだろう、という突つっ込みはさておいて、早朝の街道を歩くのには似つかわしい陽気だ。

　僕は軽い足取りで先を行く緋ひ色いろの髪かみをぼんやり眺める。

「ほのみは相変わらず元気だねぇ」

「こんな綺き麗れいな空の下だったら、いくらでも元気になれるよっ」

　実に洒しや脱だつな笑え顔がおが振ふり返ってきた。見てるこっちまで活力を貰もらえる、純真無む垢くな笑み。

　僕の反応が芳かんばしくなかったのか、ほのみはこてんと首を傾かしげた。

「んと、とうやくんは元気なかったり？」

「どうだろ、そこそこかな。ほら、ここ最近、涙晶盗難の件が全然進展しないからさ。毎日研究所に通っても成果なしだと、空から振ぶり続けて目が回る感じなんだよね」

「空振り？　三さん振しん？　バッターアウト？」

「野球じゃないんだから……っていうか、よくそんな昔のスポーツ知ってるね」

　世界が崩ほう壊かいして以来、その手の球技はほとんど廃すたれているはずである。

「でも本当、こそ泥の目もく撃げき証言もまるでないし、相手は透とう明めい人間かって話だよ」

「んー、透明かぁ……でも、誰だれからも見えないのは悲しいと思うよ？」

　悲しい、か。その発想はなかった。相変わらず着眼点が面おも白しろい。

　人ひと気けの少ない自然が多い街道を二人して歩く──と。

「少し前までは」

　ふと、ほのみが頭上に浮うかぶ人工太陽を仰あおぎ見た。

「太陽がこんなに明るいなんて知らなかったよ」

　異なる着眼点。明るい、と僕は相あい槌づちを打った。ん、とほのみは頷く。

「まぶしーってほうじゃなくて、きらきらっていう明るさかな。空の色もそうだけど、歩いている人の瞳ひとみとか、髪の色とか、すごく新しん鮮せんに見えたりするんだー」

　あたしが覚えてないからかな、と自分の言葉に不思議がるほのみ。

　出逢う人、見る景色、聞く声、全すべてが新しい──か。

「……記憶、やっぱり思い出したいよね？」

　僕にとってそれは、ほんの確かく認にん事じ項こうのつもりだったのだけど。

　んー、とほのみは珍めずらしく悩なやむ素振りを見せて、囁ささやくように言った。

「ほんと言うとね、最近は記憶が戻もどらなくていいかなーって思ってます」

　その発言は、少なからず僕に衝しよう撃げきをもたらした。

　ほのみの記憶喪失が発覚した時と同じか、あるいはそれ以上の驚おどろき。

「……な、なんで？」

「あ、取り戻せるなら取り戻したいよ？　お母さんを捜したいし、あたしが誰だったのかなーってすごく気になる。でも、無理して思い出さなくてもいいのかなって。あたしが記憶を忘れたのって、もしかしたら忘れる必要があって忘れたのかもしれないから」

「……そう」

　それは、初めて聞くほのみの本音だったのかもしれない。

　ほのみと出逢って一週間。ほのみは話し好きで人ひと懐なつっこいけれど、彼女の記き憶おくの話に触ふれるのはなんとなく僕自身が避さけていた。繊せん細さいな問題だから、というのが一番の理由だけれど、ほのみがあまり率先して語らないから僕からは聞かない、というのもあった。

　だからこそ、彼女が心情を語ってくれるのは嬉うれしいし、僕も応こたえたい。

「あたしは、今、すごく満足してるから。このままでいいかなって…………だめかな？」

「いいと思うよ」

　変わらないものはない、と個人的には思う。

　人も、環境も、空も、時間さえ日々刻々と遷うつろう。今日見る景色が明日あしたも同じに見えるとは限らないし、見えたとしてもそれは似ているだけの違ちがう景色だ。変わらないように見えても変化は確実にそこにあるし、誰かが望もうと望むまいと、変化はどこにでも訪おとずれる。

　けれど、本人の納なつ得とくできる『今』があるのなら、それを大事にしていけばいいと思う。

「あっ、でも」

　ほのみは慌あわてた様子で、思い出したようにぽつりと呟つぶやくと、

「いつまでもとうやくんたちのお家にいるのは悪いし……んー、働く？　バイト？」

　何故か労働宣言をしていた。はて。

「？　なんでさ。ウチにずっといればいいじゃない」

　姉さんだって喜ぶ。僕とて家族が増えた気がして──おこがましいかもだけど──食事の賑にぎやかさや姉さんとほのみのはしゃぎ声に日々癒いやされている。稼かせぎの問題を言ってるのだとすれば、姉さんと僕のバイト収入で十分にまかなえるだろうし。

　僕と姉さんは大だい歓かん迎げいである。あとはほのみ次し第だいなのだけど……あれ。

　いつの間にか、ほのみが耳を真っ赤にしてむくれていた。

「つ、つばさちゃんが前に言ってた意味がやっとわかったかも……」

「つばさが？　なんて？」

「『橙とう矢やはドがつくほどの天然よ』──って。そのとーりだと思うっ」

　でもでもありがとっ、とほのみは何故か拗すねたように唇くちびるを尖とがらせた。うぅん。天然なのはむしろほのみの方だと思うのだけれど。その反応からして照れているのだろうか。

　照れる理由はさっぱりだけど。さっぱりながら──それでいいと思う。

　ほのみの横顔は火ほ照てりながらも笑顔だし。僕の表情は言わずもがな。

「人間、笑顔が一番ってことかな」

　今日も、空は碧あおい。




　さておき、一週間経たてば変わるものもある。

「あっ、おはようございまーす」「おはようほのみちゃん。今日も元気いっぱいねぇ」「それが取り柄えですからっ」「おっ、特査のほのみ君か。今度、ウチの部署にも遊びにきてくれよ」「是ぜ非ひいきますっ」「おや、ほのみちゃん。お腹すいてないかい？　購こう買ばいのパン、一つ食べていっていいよ」「いいんですかっ？　ありがとうございますっ」

　変わるもの。それすなわち──研究所でのほのみの認知度だ。

　白の制服が基本の所内で明らかに素人しろうと感を醸かもし出すほのみは、最初は職員たちに物珍しい目で見られていたのだけど、徐じよ々じよにそれは好意的な視線へと変わり、最近では老ろう若にやく男なん女によ問わず親しまれるようになった。今じゃ特査の看板娘むすめのような扱あつかいとなっている。

　ほのみん。その内、研究所の看板娘にでもなるんじゃあなかろうか。

「ほのみってば顔が広くなったよね。さっすがぁ」

「いえいえ……いえーい」

　謙けん遜そんしつつ喜ぶほのみの隣となりに、僕は腰こし掛かける。簡素なソファがぎしっと軋きしんだ。

　休きゆう憩けい室の一角である。巨きよ大だい研究所の複雑な内部構造故ゆえに、僕ら職員は移動に多少なりとも時間を有する。そのための処置として、通路にはあちこちに足を休めるための休憩スペースが設けられており、僕とほのみはそこで只ただ今いま休憩中だった。

「んー……ちょっと疲つかれたかも」

「そりゃまあ、通路ですれ違う人たち全員と挨あい拶さつしてたらねぇ」

　これが大おお袈げ裟さでもなく言葉のまま事実なのだから、ほのみの人懐こい性格はある種の才能かとも思えてくる。本人に自覚がないあたり、ノボルが付けた天然の称しよう号ごうも頷うなずけるし。

　そのほのみはというと、これまた何故か一心不乱に壁かべを注視している。

　人型の染しみでもあるのかと思いきや──好こう奇き心しん少女の視線が穿うがつものは、複数の額がく縁ぶちに飾かざられた写真だった。壁一面に等とう間かん隔かくで並ぶそれらは、風景画の類……ではない。

「とうやくん、これって？」

「歴代の最さい優ゆう秀しゆう業績賞……の、授じゆ与よ者の写真だったかな」

　僕も詳くわしくは知らない。得てして普ふ段だん見る景色ほどよく知らないものだと思う。

　写真に写るのは正装の研究員たち。個人で授与される者もいれば、調査室やら研究室やらの複数人で賞を貰った者もいる。全ての写真に共通して言えるのは、写る人が皆みんな笑顔だということか。笑顔が一列に並ぶ様は、良い意味で圧巻でさえある。

「……んん？」

　そして──右から三番目の写真の上をなぞった際、ほのみの視線が止まった。

「この人……」

　食い入るように写真を見つめる。僕もそれを覗のぞき込み────ああ、これか。

　三年前の最優秀業績者。制服の男女数人が立ち並ぶ中、一ひと際きわ目を惹ひく女性がいた。長い黒くろ髪かみを首もとで束ね、整然とした佇たたずまいで淡あわく微笑ほほえむ女性。その人は──。

「もしかして──ハルお姉ちゃんっ？」

「……だね」

　否定する理由も特にないので、僕は頷いた。

　風かざ峰みねハル。現花屋の店主である僕の姉の姿が、特立研究機構の写真の中にあった。

「んと、この横に写ってる人は、みよみよさん……かな？」

　うん、と僕は頷く。今より幼い顔立ちの美み陽よさんが、姉さんの腕うでに抱だきついている。

　美陽さんが姉さんを『先せん輩ぱい』と呼ぶのは、人生の先輩だからではなく──多分そういう意味も込こめて呼んでいるのだろうけど、単純な意味として研究所の先輩だからでもある。

「ハルお姉ちゃんって研究員さんだったの？」

「昔ね。三年前に辞やめたんだ。今は花屋の店長だよ」

　なるべく簡潔に答えて、僕は壁にかかる大時計をちらっと見る──仕草をした。

　時間だからとっとといこう。そう合図するために。

「さ、そろそろいこ。今日こそは涙晶泥棒の足取り、掴まなくちゃ」

　僕はなるべく不自然にならないよう席を立つ。そして、すぐさま踵きびすを返した。

「ん？　んー……うん」

　背後からほのみの足音が付いてくる。肩かた越ごしに振り返ると、んっ、とほのみが控ひかえめに笑った。……本当はもう少しゆっくりしても問題ないのだけど。ごめん、ほのみ。

　もしもあれ以上質問されたら、僕にはきちんと答えられる自信がない──

「って」

　どんっ、と身体からだに衝撃が伝わった。通路の角を曲がろうとしていた足が蹈鞴たたらを踏ふむ。なんだと考える必要もなく──出合い頭がしらによる衝しよう突とつだ。考え事による僕の前方不注意。

　思いっきりぶつかってしまった。僕は慌てて頭を下げる。

「すみません、前見てなくて──っっ？」

　目を瞠みはった。その、衣い装しように。

　僕と正面衝突した人物は、制服を着ていなかった。そんなこともあるだろう。けれども、ちょっと待て。今日は快晴だ。ましてやここは室内なのに──その服装は。

「──雨あま合羽ガツパっ？」

　こてん、と正面の雨合羽──否いな、涙るい晶しよう泥どろ棒ぼうは、場違いにものどかに首を傾げた。

　フードの中が見える。眠ねむたそうな目ま蓋ぶた。すぅっと線の通った鼻び梁りよう。青白い頬ほお──どう見ても女性だ。それも、状じよう況きようを忘れ目を奪うばわれるほどの、かなりの美人。──って、待て待て。造形の描びよう写しやなんてしてる場合じゃない。

　何な故ぜ。ここ一週間追いに追い続けたこそ泥が、よりにもよって研究所にいる──!?

　あまりに唐とう突とつな事態に思考が回らない。この雨合羽は涙晶泥棒。それは間違いない。直じかに腹を刺さされた相手を見間違うほどに、僕の目は節穴じゃあないのだ。

　雨合羽は動かない。道みち端ばたの石ころでも眺ながめるように──僕に視線を注ぐだけだ。

「あれ、とうやくん。お知り合い？」

　背後からかかる無む垢くな声。それにいち早く反応したのは僕──ではなく雨合羽だった。

　フードの奥の双そう眸ぼうが見開かれた。能面の如ごとき無表情に感情の亀き裂れつが走る。その感情が驚きよう愕がくだと僕が気付いた頃ころには、正面の涙晶泥棒の姿は消えていて──うそ、後ろ？

　すっ、と既き視し感かんすら覚える滑なめらかな足取りで。雨合羽はほのみに肉にく薄はくすると、

「──……────……────……」

　すれ違い様に一言、なにかを発して──そのまま駆かけ抜ぬけていった。

「…………って！」

　僕がようやく反応できたのは、雨合羽の姿が通路の角に消える寸前だった。

　油断した──どころの話じゃあない。なにみすみす見み逃のがしてるんだ、僕！

　悪態を吐つく間も惜おしんで僕は駆けだす──その横を。

「……ほのみっ？」

　緋ひ色いろの髪かみが宙を舞まった。そう気付いた時には、既すでにほのみは動いていた。雨合羽の逃にげた方向に向かって一直線に駆ける。追う──という紛まぎれもない意志表示。

　ちょっと待って。なんで。制止と疑問の声をかける暇ひまなんて、僕にはなかった。

　く、仕方ない。時間がないんだ──見失う前に、追う！

　先をゆくほのみは、足を止めることなく疾しつ駆くする。雨合羽の姿をぎりぎり捉とらえているのか──迷いなく角を左折し、右折し、直進する。速い。それを追う、武ぶ装そう研けん究きゆう員いんとして鍛きたえている僕の方が息を切らしてしまう程ほどに。すれ違う職員たちが何事かと目を剥むくも、視界の端はしから緋色の髪を逃さないよう、僕は必死になって足を動かした。

　走って。果たして──巨大迷めい路ろの如き施し設せつを駆け巡めぐった追走劇は、終わりを迎むかえる。

「……はぁ……ふぅ」

　ようやく追いついた。僕の前でほのみが肩かたを上下させ、立ち尽つくしている。

「ここって……」

　いつの間にか人ひと気けの少ない辺りに来ていたらしい。僕は周囲を見み渡わたす。薄うす暗ぐらい。察するに、地下部──だろう。追つい跡せきの間に何度も階段を駆け下りた覚えがある。

　そこは天てん井じようが異常に高く、そして広い空間だった。重低音が絶え間なく響ひびく──まるで潜せん水すい中の都市が駆く動どうする音のように。実際、ここは都市の駆動部に最も近い。

　そうだ。僕はここを──否、この塔とうを知っている。

「──純白の花瞳エルダーアイリス？」

　残ざん留りゆう体たいの住処すみかたる塔と都市を繋つなぐ巨大な繋ぎ目が、眼前に広がっていた。




「つまり、涙晶泥棒は純白の花瞳エルダーアイリスの内部に逃げ込んだ──ということかい？」

　状況を確かく認にんする美陽さんの問い掛けに対し、僕は真まっ直すぐに首しゆ肯こうした。

「僕が直接見たわけじゃないんですけど、ほのみの話だと、開きっぱなしの回かい廊ろうを抜けて純白の花瞳エルダーアイリスに入っていく雨合羽を見たらしいです」

　回廊。またの名を水中回廊。またまたの名を海中回廊。呼び名は沢たく山さんあれど。

　都市と塔を繋ぐ連結箇か所しよ。それが回廊──今現在、僕たちが立つ都市最下層だ。

　最下層には、見上げるのも一苦労な巨大な門──否、扉とびらが左右に延のびていた。両りよう端たんには扉の開閉を操作する管制室があり、しかし今現在、そこに明かりは灯ともされていない。

「にしてもすごい人数ですね……」

　僕は周囲をぐるりと見やる。だだ広い空間に、僕も含ふくめてまばらに散る白の制服姿がある。研究員にしてはやたら体格の良い──ある種異質の雰ふん囲い気きを放つ、男女混合の姿。

　全員、化け物と戦うための銃じゆうを──駆動銃ランゲージを帯銃している。

「総勢二三名の武装研究員さ。今の事態には相応ふさわしい動員数だと自分は思うよ」

　美陽さんの背中で、帯に括くくられた銀色の狙そ撃げき銃じゆう──ゲッカビジン六式が揺ゆれる。

「君の連れん絡らくを受けた際は随ずい分ぶんと驚おどろいたけれど、事態は極きわめて切せつ迫ぱくしていると言える」

　あの後。涙晶泥棒を結局見失った後、僕が取れた行動は、ぐったりと走り疲れたほのみの横で、美陽さんに連絡を入れることくらいだった。

　連絡を入れて──入れた結果が。

「救出班には十分な人数、ってことですか？」

「うん。窃せつ盗とう犯とはいえ、何の武装も持たない人間が純白の花瞳エルダーアイリスに侵しん入にゆうしたんだ。あそこは残留体の巣そう窟くつだよ──下手をしなくとも、このままだとこそ泥の命が危ない」

　迅じん速そくに救出する必要がある、と美陽さんは真しん剣けんな面おも持もちで回廊の入り口を見つめた。

　そう。そうなのだ。武装研究員が二〇名近くも集まって、突とつ入にゆうのタイミングを計っているのは──不用意にも化け物の住処に足を踏み入れたこそ泥を助けるためだった。

　いくらこそ泥とはいえ、残留体の餌え食じきになるのは──寝ね覚ざめが悪い。

　残留体の住処たる純白の花瞳エルダーアイリスは当然、危険だ。もしもそこと都市が常時接続でもした日には、雪崩なだれの如く化け物が流れ込んでくるほどに。ならばこれまた当然、そこには仕切りが必要になる。どんな一いち撃げきにも耐たえ、あらゆる化け物を通せんぼする強固な門が。

「僕たちが駆け付けたときには、もう開いてたんですよ、あの扉」

　そんなある種『扉』とも呼べるべき門は、今は全開放されていた。

　理由は二つ。一つは、これから、僕たち武装研究員が純白の花瞳エルダーアイリスへ泥棒救助に向かうから。もう一つは──。

「泥棒がこじ開けた──そういうことだろうね。事実、回廊の管理をしていた研究員が二名、気絶した状態で見つかっている。涙晶泥棒に回廊を開閉する技術があると思えないから、大方、職員を脅きよう迫はくでもして入り口を開けさせたんだろう」

　困ったものだよ、と美陽さんは珍めずらしく疲つかれた様子で首を振ふって、

「久々の武装研究員としての仕事が、まさか涙晶回収ではなく泥棒救助になるとはね。この事態はさすがに推測できなかったかな」

「泥棒を捕つかまえて盗ぬすんだ涙晶の在あり処かを吐かせれば、それで結果オーライになりません？」

　どうせ涙晶も手に入りますし、と付け足すと、美陽さんはふっと眉まゆ尻じりを緩ゆるめた。

「ふふ、それは名案だね。是ぜ非ひともそうできるよう、自分はこそ泥救出作戦の最後の打ち合わせにいってくるとするよ。だいだいやじるし、また後で」

　一いつ緒しよに戦おうね。そう言い残して、美陽さんは足取り軽く去っていった。

　その後ろ姿を何気なしに眺めていると、今度は僕の背中に呼び声がかかった。

「おー、いたいた。橙矢っちったら橙矢っちー」

　振り向くと、ノボルが工具箱を揺らしながら歩いてくる。ふらふらとした足取りは、本当に疲れているからだろう。

「待たせたな、相棒。頼たのまれてた整備、終わったぜい」

　黒の大型駆動銃ランゲージ──僕の愛銃たる、ドラグーン弐に式が手て渡わたされた。純白の花瞳エルダーアイリスに向かうと決まった直後、僕はノボルに駆動銃ランゲージの調律をお願いしていた。のだけど。

「ありがと。頼んでおいてなんだけど、急に仕上げるの大変じゃなかった？」

「どうってことねぇよ。つか、緊きん急きゆうなのはそっちも同じだろ？　例のこそ泥がエルダーに逃げ込んだって話、聞いたぜ。無事なのかよ、ソイツ？」

「まだそう奥には進んでないだろうから、多分ね。それより──」

　僕はちらと視線を横に移した。あの場で別れて以来、内心ずっと気がかりだった──。

「ほのみは、もう大だい丈じよう夫ぶ？」

　もう一人。ノボルの隣となりにぽつんと立つほのみは、少し照れくさそうに俯うつむいた。

「んっ。心配かけてごめんなさい……」

　珍しくしゅんとしている。が、体調が悪いとかそういうことじゃあないらしい。これでも結構心配していたのだ。いきなり人が変わったように走りだしてたし。

「うん。平気なら、それで」

　よかった。僕はついほのみの頭に手を伸ばしてしまう。撫なでる。ん、とほのみがくすぐったそうに頬を緩めた。もう一回撫でる。今度はほのみから頭を押しつけてくる。

　うーん、こうしているとわかるけど、ほのみの髪って本当に柔やわらかいなぁ──。

「お二人さーん。なんとなく良い雰囲気の中、横から失礼するけどよ」

「っと、なにかなっ？」

　僕は慌あわてて手をのける。ほのみの顔が名残なごり惜しそうに見えたのは、多分錯さつ覚かく。

「なに、備えありゃうれーなしってやつよ」

　にやにや笑いうノボルが、制服の懐ふところから長方形のなにかを取り出した。

　なにか──なんてぼかす必要もないくらい、僕には馴な染じみのものだけど。

「念のため予備のカートリッジも持ってけ。弾たま切れ、じゃねぇけど、エネルギー切れになったらマジで洒落しやれになんねぇからな」

「だね。一週間前の件でそれは身に染しみてる」

　言いつつ、僕はノボルから長方形のカートリッジを二つ、受け取る。

　軽い。表面は黒色で、側面は綺き麗れいな涙なみだ色をする、一風変わった入れ物だ。

「そういえばー……」

　ほのみがひょっこりと僕の手元のカートリッジを覗のぞき込んだ。

「その色、駆動銃ランゲージの弾って、もしかして涙晶なの？」

「あん？　知らなかったのか、ほのみちゃん？」

　ノボルが意外そうに眉まゆを跳はね上げた。教えてくれる？　と好こう奇き心しんの塊かたまり少女たるほのみが尋たずねる。勿もちの論ろんだぜ、とノボルは気前良く返した。そのまま語り始める。

「うおっほん。思考昇華パラダイムシフトって、駆動銃ランゲージが起こしているっつぅーイメージが結構強ぇんだけどよ。実際に思考に質量を付ふ与よしてんのは涙晶なんだぜ？」

　涙晶。燃やせば熱源になり、電気も自在に通せる万能の物質。

　が、しかし。涙晶の真価はそこではない──否いな、そこに留とどまらない。

「涙晶は外的刺し激げきによく反応する。それは思し惟い──より正確に言うと、人間の神経信号にも反応するんだよ。その反応の結果が、思考の物質化現象──思考昇華パラダイムシフトだな。まぁ、平たく言えば、自分の考えたイメージが物質になるって寸法なんだけどよ」

　借りるぜ、とノボルは僕に一言断ってから、黒の駆動銃ランゲージを手に取った。

「駆動銃ランゲージっつぅのはあくまで、レンズ……ちと特とく殊しゆなこの水すい晶しよう体たいが、人の目から発せられる思惟の線を受け取って、それを涙晶──この場合は、カートリッジの形をした涙晶にぶつけるための、一いつ介かいの出力装置に過ぎねぇんだわ。だから弾だん丸がんを撃うち出す概がい念ねんはねぇし、必要もねぇ。つっても一言で便利とも言えねぇんだよな。むしろ面めん倒どうかもしんね」

　そう。弾数の概念がない──それは、弾切れの前兆が読めないことと同義だ。いつカートリッジの涙晶が尽きて、どこで駆動銃ランゲージがエネルギー切れを起こすかは、正直、勘かんや経験に頼たよるしか見み極きわめる方法がない。その点、僕はまだまだ未熟だと思う。

　ノボルは駆動銃ランゲージのレンズを覗き込んでから、ちなみに、と言葉を繋げた。

「このレンズの扱あつかいにも注意が必要だ。こうやって覗く分には問題ねぇが、引き金を絞しぼった瞬しゆん間かん、レンズに集まった思考を骨組みにして、思考昇華パラダイムシフトが始まっちまうからよ。暴発の危険性があっから迂う闊かつに触さわるのはマズイ。……まぁ、厄やつ介かいもんみたいに言っちまったが、このレンズは駆動銃ランゲージの核かくみたいなもんだ。重要かつ重大ってな、調律すんのもこれが結構難しい。そういうときは、コイツの演算機能に補助してもらって調律してんだ」

　コイツ──ほのみの胸に抱だかれるネスティに、ノボルが目をやる。その様子はどことなく誇ほこらしげだ。そうなんだ、とほのみがその卵形の躯からだを労いたわるように優やさしく撫でると、ネスティの瞳が赤く点てん滅めつした。そのコンセントのような尻尾しつぽが嬉うれしそうに揺れる。

　駆動銃ランゲージの調律ユニット──本当、色々な意味でノボルと似ているなぁ。

「ま、色々語っちまったが、駆動銃ランゲージは普ふ通つうの重火器とは決定的に違ちがうってこった。そもそもの原理としちゃぁ、カメラに近いものがあるんだったかな。引き金がシャッターで、露ろ光こうが思考昇華パラダイムシフトってところか。だから、駆動銃ランゲージそのものは、レンズで思考を収束、それを涙晶カートリッジと反応させて、物質としてエネルギーを放出する……どっちかっつぅーと、銃っつぅより、涙晶と化学反応を起こす機械、って言ったほうが近いんだよ」

　そこで、ノボルがふぅと一息吐ついた。終わりらしい。……うん。

「け、結構ためになったかも。ノボルが格好良く見えるよ」

「お、マジで？　へっ。いつまでも軟なん派ぱなだけのノボルくんじゃあねぇぜ！」

　おー、とほのみがパチパチ拍はく手しゆを送る。それにつれノボルの鼻がどんどん高くなる──と思ったら、背せ伸のびして頭を反らしているだけだった。

　いつか背骨に限界が来るよ──と、同じ脊せき椎つい動物のよしみで忠告しようとした、矢先。

「いい気なもんだな」

　明らかに険の混じった声が、無ぶ粋すいにも割り込んできた。

「作戦前だっていうのに、呑のん気きにぺらぺらと。これから残ざん留りゆう体たいとやり合おうって時に、緊きん張ちよう感かんが足りないんじゃないか？　これだからガキはいけないよ」

　毒づきが近づいてくる。僕はなんとなーく予想しながらも、声のする方向に首を嫌いや々いや向けた。そこには、体格の良い、一いつ般ぱん職しよく員いんとは異なる雰囲気を持つ制服の男がいた。

　男──見覚えのある武装研究員は、人を小こ馬ば鹿かにせんばかりに鼻を鳴らす。

「そんなんで武装研究員が務まるかねぇ、風峰？」

「……作戦前に同どう僚りようと話すことくらい、別に問題ないと思いますけど」

　僕は意図的に硬かたい声で返答する。内心では、ふかーくため息を吐いて。

　また、こういう輩やからか。

「問題ない、か。特別派は遣けん調査室っていうのは、よほど楽天家が多いらしい。新しくバイトを入れたっていうし、研究所はいつから学生のバイト先になったんだ？」

「うっせーな、あんたにゃ関係ねぇだろ」

　ノボルが牙きばを剥むかん勢いで言い返した。が、男は何食わぬ顔で一方的に語り続ける。

「最近入ったお前たちのお仲間さん──なんっつったけ？　聞けば、特に専門知識も技術もない、ド素人しろうとだって話じゃないか。……あれ、後ろの君がそうなのかな？」

　びくっ、と背後からほのみの震ふるえる気配が伝わってきた。……うん、潮時かな。

　この男、見覚えがあるとはいえ、僕はその名前を知らない。前に何度か、一緒に班を組んで残留体を駆く除じよした程度の関係だ。たまに、こうやって僕たちに──というか僕に突つっかかってくるのだけど、僕はまだしもほのみがそれに巻き込まれていいはずはない。

「あの、それくらいにしません？　もうすぐ塔とうに突入しなくちゃいけないんですし、後こう輩はい弄いじってないで、持ち場に戻もどったほうがいいですって」

　僕は愛あい想そ笑いをつくった。本音と裏腹の感情をつくる、及きゆう第だい点てんの笑えみだ。

「は。おいおい」

　しかし──というかやはりというか。

　仮か名めい、名無しさんは黙だまらない。教科書に載のせたいくらい、完かん璧ぺきな嘲ちよう笑しようを浮うかべる。

「随ずい分ぶんと下した手てに出るなぁ。ちょっと前までのお前は、もう少しギラギラしてたぜ？　そんなんでいいのかよ。あの『舞まい姫ひめ』風峰ハルの弟さんだっていうのに」

　──姉の名が泣くぜ？

　男の言った、その言葉に。僕は愛想笑いを撤てつ回かいした。頭の隅すみで感情が弾はじけ飛ぶ。

　俗ぞくに言う、カチンときた──である。

「……だったら」

　口が自然と動く。ガキたる僕は、自分より背せ丈たけの高い大人を見上げる。

「貴方あなたは僕よりか巧うまく、戦えるんですか？」

　僕は嗤わらった。

　多分、一〇〇満点中、八〇点くらいは貰もらえる嘲笑だったはず。

「この『再生』相手に──大きな口を叩たたかないでください」

　結果、男が眉を吊つり上げた。ひくひくと痙けい攣れんする頬ほおが形作るは、憤ふん怒ぬの感情。あー……言っちゃった。軽く受け流すつもりが、思いっきり挑ちよう発はつしてしまった。

　いやまぁ、撤回する気はさらさらないのだけど。

「へえ、言うじゃないか……姉の七光りもいいところのお前が」

　男が一歩、踏ふみ出る。なにかしてくるのなら容よう赦しやはしない──と、僕は身構えて。




　突とつ然ぜん。目の前の男が、真横に吹ふっ飛んだ。




　なんの前まえ触ぶれもなく。あっさりと。僕を小馬鹿にしていた武装研究員は、吐と息いきで紙切れを吹くが如ごとく、簡単に軽く、吹っ飛んだ。

「……え？」

　呆あつ気けの擦かすれ声は己おのれの口から出てきた。なんだ、今の。成熟したパントマイムか？

　いや、違う。だって、倒たおれた男はぴくりとも動かないし──って。

「っ、だ、大丈夫……っ？」

　ですか、とは言葉を継つげなかった。

　男が、否、男の倒れる床ゆかが不自然に歪ゆがんでいた。僕は思わず目を擦こする。……歪みは変わらない。悟さとる。僕の視界が異お常かしいんじゃない──景色そのものが、歪んでいる。

　それに気付いた途と端たん、奇き妙みような寒気が全身に這はい寄ってきた。

　正面の歪みは、うねうねと意志を持つかのように蠕ぜん動どうする。それはあまりに生物的な動きなのに、しかしそこにはなにもいない。その違い和わ感かんは脳から一つの解答を弾はじき出した。

　なにか、いる。

　考えろ。ここは、どこだ？　残留体の住すみ処かに最も近い場所。あそこにある大きな扉とびらは、なんだ？　化け物の巣そう窟くつと都市を仕切る扉。では、あの扉は今、どうなっている？

　全開放。開けっ放しだ。その事実と目の前の歪み。緊急下の思考が二つの欠片かけらを組み合わせ、状じよう況きように即そくした言葉を脳内に浮ふ上じようさせた。僕はそれを内心で端たん的てきに読み上げる。




　体たい躯くを透とう明めい色に変えた、残留体が──目の前にいる、と。




「──っ──ぁ」

　唐とう突とつに、僕は息が詰つまった。空気を吸っても吸っても酸素が肺を巡めぐらない。まるで鉛なまりの塊を呑のみ込もうとしているような、ただの呼吸に途と轍てつもない拒きよ絶ぜつ感を感じる。

「は──ぁ──ぁ─は、はっ、はぁっ、は、はは、は──」

　息が出来ない。膝ひざから崩くずれ落ちてしまう。腕うでを床に突っ張り転てん倒とうするのだけは防いだ。まずい。落ち着け、と己に言い聞かせる。考えるな、と己に暗示する。

　けれども──そんな足あ掻がきはまるで意味をなさなかった。遅おそかった。

「──うぁっ！」

　ぱぁんっ、と甲かん高だかい音が耳元で炸さく裂れつした。風船が割れたような嫌いやな音。同時に、混乱した五感が微かすかな違和感を覚えた。身体からだのどこが──あれ、痛い？

　怪け我がなどしていない。焦しよう点てんの定まらない視界に原因を探──すまでもなかった。




　ぱぁんっ、と右手の甲こうが勢い良く、裂けた。




「く──あああぁぁぁっ！」

　その傷を認にん識しきした、刹せつ那な。

　身体の至る所で炸裂音が鳴り響ひびいた。ぱぁん、ぱぁん、ぱぁん──と、いっそリズミカルでさえあるその音に合わせ、尋じん常じようじゃない激痛が痛覚を刺激する。全身が比ひ喩ゆではなく引き裂かれている──関節の節々が灼やけるように熱い。あぁ、熱い。

　頭が──熱い。

　頭の中にある────涙晶が、熱い。

「ぅ……ぁ」

　視界が急激に霞かすんでいく。硬い床の感かん触しよくが遠ざかり、嫌な浮ふ遊ゆう感かんが身を包む。意識を失う前兆──視界は真っ白に染まるのに、意識が真まっ暗くら闇やみに沈しずむような、そんな錯さつ覚かく。

「──……──くんっ」

　僕という意識の残ざん滓しが消えかける──直前。

　誰だれかの声が聞こえた。もう一度、聞こえる声。これは──誰だ？　解らない。判断がつかない。現象が認識へと伝わらない。複数の呼び声が耳元で出で鱈たら目めに交こう錯さくするだけだ。

「──うやくんっ、とうやく──っ」

　しかし、呼び声は僕の頭を強く揺さ振ぶる。何度も、何度も──諦あきらめずに揺さ振って。

「とうやくんっ、しっかりしてよぉ！」

　真っ黒な泥どろ沼ぬまから、僕を引き上げてくれた。

「ぁ……はっ」

　目を見開く。緋ひ色いろの髪かみが垣かい間ま見みえた。人形のように整った顔と、正面から目が合う。

　緋色髪の少女──ほのみは眉まゆを下げ、目め尻じりに涙なみだを零こぼさんばかりに溜ためていた。

「ほ、のみ……」

「だいだいやじるし！」

　凜りんとした響きが耳元に届いた。亜あ麻ま色いろの髪が視界の端はしに映る。

「平気かい、だいだいやじるし！　動けるようなら戦って！」

「……美陽、さん？」

　美陽さんが切せつ迫ぱくした剣けん幕まくで僕を覗のぞき込んでいた。でも、戦うって……？

　僕は気付く。顔を上げれば──周囲は、既すでに戦いの場と化していた。

　散らばった武装研究員たちが、駆動銃ランゲージを虚こ空くうに向けて構えている。ある者は虚空に向かって引き金を絞しぼり、ある者は虚空から衝しよう撃げきを受けたように吹き飛ぶ。見ようによっては、それは恐おそろしく洗練された演えん舞ぶだ。けれど、違ちがう。彼らは本当に戦ってる。

　皆みんな、虚空と──姿の見えない残留体と、戦っている。

「だいだいやじるし、時間がないから手短にいくよ。回かい廊ろうに複数の残留体が侵しん入にゆうした。数は不明、特性は透ス過テ個ル体ス──周囲の色に体色を合わせ、姿を擬ぎ態たいする形態の残留体だ」

　透ス過テ個ル体ス。その単語に、胸が震えた。

「は、はは……そっか。やっぱり、そっか」

　僕は笑いながらゆらゆらと立ち上がる。つぅ、と血が頬を垂れた。手は握にぎれる。足は動かせる。暴走しかけた思考は、今は気味が悪いくらい冷たく研とぎ澄すまされていた。

「だいだいやじるし？」

「連中を駆除します──美陽さん、良ければ援えん護ごを」

　頼たのみます、と僕は腰こし元もとのホルスターから黒の駆動銃ランゲージを抜ぬき出した。こんな非常事態でも変わらず冷たいその感触に、ひどく安あん堵どする。くるり、と己の愛あい銃じゆうを手中で回した。

　照準は虚空に、否、虚空に潜ひそむ化け物どもに向けて。

　憎にくき──本当に憎い、あの残留体を、僕は。

　三年前とは違って──確実に。

「────消し飛ばす！」

　僕は咆ほう哮こうした。




　美陽さんは真っ先に最高の援護をしてくれた。

「だいだいやじるし──照らすよ、頭を伏ふせて！」

　美陽さんの指示が響き渡わたった途端、僕は言われた通り、頭を伏せた。

　直後、遥はるか頭上で炸裂音が鳴った。辺り一面に、土ど砂しや降ぶりのような──雨が降り注ぐ。頬に垂れた水すい滴てきを指ですくう、と──この水、黒い？　まるで墨ぼく汁じゆうの如く真っ黒なそれを見つめ、僕は美陽さんの意図を理解した。

　見れば、周囲の歪み──姿を隠かくした残ざん留りゆう体たいに、明らかな異変が生じている。

「今の──着色弾だんか！」

　着色弾。色の付いた水をかぶり、不可視の化け物たちの姿が露あらわになっていた。大量の墨汁に似た濁だく水すいは、僕の眼前に潜む残留体の輪りん郭かくを──朧おぼろ気げに浮かび上がらせる。

　僕を取り囲むようにうじゃうじゃとそこらにいる、残留体の姿を──！

『────』

　無数の歪みが輝かがやき始める。光から透明の火花が散り──そして、頭部より伸のびる涙色の羽の輪郭がより一層露わになった。

　あの羽こそ、残留体の有する涙るい晶しように他ほかならない。

　残留体の羽は頭部より生える。見た目は可愛かわいらしいその羽は、されど奇き異いなことに脳と繋つながり──直結している。その意味するところは、可愛いからと済ませる話じゃぁない。

　歪みの羽。それに群がる火花が、やがて一点にぐんっと集中した。膨ぼう大だいな光量は一いつ瞬しゆんにして弾ける。それは残留体の身に降り注ぎ、連中を強化するための無骨な装そう甲こうと化した。

　無から有を。光から全身にまとう鎧よろいを。思考を物質へと昇しよう華かさせる力──それは。

「ぱ、パラダイムシフト──っ!?」

　愕がく然ぜんの叫さけびは僕の背後より聞こえてきた。ほのみ、正解。

　そう、あの羽は可愛いだけじゃぁない。何な故ぜなら連中は、涙晶の羽に脳を巡る神経信号──思考を直接反応させ、僕ら武装研究員と同じ力を、思考昇華パラダイムシフトを使いこなすのだから。

　虚空に溶とけ込む体色変化に、その身体を覆おおう強固な装甲。化け物と揶や揄ゆされるそれらの特異性は全すべて、涙晶の羽により引き起こされた思考昇華パラダイムシフト──それによる肉体変化だ。

「でも──それはお前らの専売特許じゃない」

　指先で引き金を引っ掛かけて駆動銃ランゲージを一回転。真上へ向けた銃口から見慣れた火花が散った。光の欠片は目ま映ばゆい熱量の塊かたまりと化して、化け物に対たい抗こうするための武器を産み落とす。

　思考昇華パラダイムシフト──重力に引かれ手元に収まった剣砕きマンゴーシユを、僕はぎゅっと握りしめた。

　右手に銃を、左手に剣砕きマンゴーシユを構え。歪みの群れの一つ、残留体と目が合った。途端。

『────！』

　甲高い叫びを口火に一体の化け物が突とつ撃げきしてきた。二足歩行の人型。それに加え、補助のためか左腕を杖つえのようにして向かってくるその姿は、一言にして異様だ──っと！

「ふっ」

　吐はいた呼気に合わせて上体を沈める。迫せまる異質な片腕が空を切った。速い。故ゆえに空から振ぶりは一瞬でも致ち命めい的てきな隙すきだ。がら空き──残留体の懐ふところに銃口を向け、レンズに思考を収束させた直後、僕は引き金を絞った。
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　ここなら撃うてる。この間の影かげ法ぼう師しとの戦いじゃあ、場所が狭せまくて使えなかったあれが。

　──光───熱──花片──花はな吹雪ふぶき──

　バチッ、と銃口から透明な光が跳はね、瞬またたく間まに増ぞう幅ふく、目映い光の球体と化した。一ひと際きわ強く膨ぼう張ちようした球体は、ぐんっと一点に圧縮されると──その姿を僕の望むものへと変える。

　銃口を抜けて一直線に迸ほとばしる──摂せつ氏し二千度を超こえる、光熱の花吹雪に。

　世界が一瞬で白に染まった。

　白い奔ほん流りゆうが残留体を呑んだ。化け物が藻も掻がくようにうねる。けれども、無む駄だだ。たとえ相当な強度を誇ほこる装甲に覆われていようとも、圧あつ倒とう的てきな熱量は抵てい抗こうすら許さない。ましてやこの至し近きん距きよ離り。花片の一枚一枚が、残留体の肉体を舐なめ、灼き、灰すら残らないほど──完全に焼しよう却きやくする。涙晶の羽ごと呑み込み──その存在を消しよう却きやくする。

「……ふぅ」

　残ったのはしゅうしゅうと唸うなる水蒸気だけだった。それすらも晴れていく。僕を取り囲む残留体は相変わらず多勢だ。けれども、連中が微かに震ふるえたのを見み逃のがさなかった。

　おそらく、恐きよう怖ふ──下位が上位の者に抱いだく感情を向けられて、僕は嗤わらった。

「こい。消してやる」

　残留体が一いつ斉せいに咆哮した。

　左より迫った残留体が中距離から腕うでを振るった。鞭むちの如ごとくしなるそれを、僕は剣砕きマンゴーシユで受け止め。いなす──のも束の間、背後に振り向いたと同時に、右手の駆動銃ランゲージを突つきつける。すぐそこまで忍しのび寄っていた化け物が、僅わずかに動きを止めた。遅おそい。レンズ越ごしに残留体を認めた次には、銃口から白い光が奔はしった。

「はっ」

　吹ふき出す水蒸気を背に、僕は床ゆかを強く蹴けった。目前の残留体が己おのれの羽を光らせた。明めい滅めつする輝きが膨張する前に黒い銃口を構える。化け物の思考昇華パラダイムシフトが完成する──よりも早く僕の駆動銃ランゲージが火を、否いな、光を噴ふいた。逆風に前まえ髪がみを煽あおられる。

「ははっ」

　髪の隙すき間まから黒い影かげが覗いた。耳に届く風切り音を頼たよりに真後ろへ身を躍おどらすと、目の前の床が爆はぜた。破は片へんの飛び散る先には、人らしい動作で拳こぶしを構える残留体。再度繰くり出された肉厚な拳を左の剣砕きマンゴーシユで弾はじく。も、勢いを殺しきれずに持っていかれた。

　からん、と金属音が遠くで鳴る。構わない。腕の痺しびれを代だい償しように一瞬の間を掴つかんだ僕は、化け物の頭部に照準を合わせた。レンズの中央に涙晶の羽をしかと捕とらえ、滑なめらかに引き金を絞る。閃せん光こう。

「はははははははっ！」

　頬ほおが引きつるほど嗤っているという自覚はあった。

　残留体に共通する再生能力の正体は、思考昇華パラダイムシフトだ。

　傷を受けた。血を喪うしなった。肉が裂さけた。ならば足りない要素は──創つくればいい。それは残留体の、肉体が損傷すると思考昇華パラダイムシフトでそれを補おうとする考えであり、本能だ。

　再生ではなく創造。それ故に、残留体には致命的な弱点がある。

　考えてみれば道理なのだ。涙晶と思考の源たる脳。両者が共にある頭部を破は壊かいすれば、残留体の生命活動は途と端たんに停止するという、紛まぎれもない弱点がそこにあるのだから──！

「……っ」

　と、不意に、首筋に嫌いやな痺れが奔った。本能的に顔を跳ね上げる。上。無機質な底抜けの天てん井じよう──その一点に張り付く黒点が悪お寒かんの正体だった。

　四し肢しを伸ばした大おお蜘ぐ蛛ものような化け物が、その赤い瞳ひとみで僕を見つめている。

「────っ！」

　僕が駆動銃ランゲージを構えるのと残留体が飛び降りてくるのは、ほぼ同時だった。

　右の親指で引き金を絞った刹せつ那な、黒の銃口が創造の光を噴いた。僕は間かん髪はつ入れずに光へ手を突っ込むと、剣砕きマンゴーシユの柄つかをぎゅっと掴み取り──一気に振るい抜く。

　銀色の一閃が、今まさに僕を押し潰つぶさんとする残留体の脚あしと衝しよう突とつした。

「ぐっ……ぅ！」

　装甲に覆われた蜘蛛のようなそれと剣砕きマンゴーシユが拮きつ抗こうするのも一瞬。ぐぎっ、と左ひだり肩かたが嫌な音を鳴らして、僕は即そく座ざにその場を跳とび退のいた。暴力的な痺れに否いや応おうなく剣砕きマンゴーシユを手放してしまう。脱だつ臼きゆうか罅ひびか。あるいは肩の骨が折れたかもしれない。……まったく。

　自然と、嗤いが零こぼれた。

「ははっ……そうでなくっちゃなぁっ──！」

　僕は再び、地を蹴った。大蜘蛛が狂くるったように咆哮する。

　迎げい撃げきは苛か烈れつだった。鉛なまり色いろの装甲を輝かせた前脚が、幾いく本ほんもの軌き跡せきを宙に描えがいていく。一本、二本、三本──次いで四本。眼前で展開される銀の乱らん舞ぶは、けれども僕の前髪を数本持っていくだけだ。目視してから回かい避ひできるほどに単調な連打が、一本、また一本と繰り出され──がん、と三本目の一撃が僕の頭を揺ゆらした。

「……ぁ」

　足あし下もとがふわっと浮うき、意識が飛びかけた。斜ななめに傾かたむいた視界の隅すみで、妙みように一本だけ長く伸びた大蜘蛛の脚が見える。影法師、という単語が何故か頭をちらついた。

　熱い。額が割れているのか生温かい感かん触しよくが頬を流れる。痛い。全身の傷という傷が今いま更さらになって熱を強く訴うつたえ始めた。熱くて痛い──でも、大だい丈じよう夫ぶだ。

　ぐるん、と僕は顔を思いっきり跳ね上げた。

「──はっ、ははははははっ！」

　その無数の傷は──片かたっ端ぱしから再生するのだから。

　ぎし、と大蜘蛛の動きが不自然に硬こう直ちよくした。一歩、また一歩と、何故か後ろ脚をぎこちなく後退させている。その鈍のろさは、僕が身体からだを引きずっていても追いつけるほどだ。爛らん々らんと輝いていたはずの赤い瞳は、光を失ってかたかたと震えていた。

「──再生がそんなに珍めずらしいか？」

　その瞳は、僕が真っ黒な銃口を突きつけると、一際大きく見開かれた。

　一言だけ、告げてやる。

「消え失うせろ」

　真っ白な光が残留体の姿を一瞬にして塗ぬり潰した。熱風が吹き荒あれる。再生する余地のない灼しやく熱ねつの中で、ぐしゃ、ぐしゃ、と大蜘蛛の脚が折れていった。口元が勝手にひくつきだす。は、と息が漏もれた瞬しゆん間かん、狂おしいまでの感情が喉のどを突いた。は、はは。

「あははははははははははははははははっ───！」

　消えろ。消え失せろ。

　残留体は、透ス過テ個ル体スは、なにもかも消えてなくなれ──！

「だいだいやじるし、そこにいるっ？」

　突とつ然ぜんの檄げきが僕の嗤いを引っ込めた。声の方向を見れば、美陽さんが銀色の狙そ撃げき銃じゆうを腕に抱かかえ、虚こ空くうに氷ひよう塊かいを打ち込んだ光景が飛び込んでくる。援えん護ごしろ、ってこと──？

「違ちがう、自分じゃない！　ほのみんたちは!?」

　踏ふみ出した一歩はそんな言葉で止められた。ほのみなら、後ろのほうに────え。

「……ほのみ!?」

　いない。さっきまで後ろにいた緋ひ色いろ髪の少女の姿は、僕の同どう僚りようと共に消失していた。

　焦あせりが首を巡めぐらせた。乱戦混戦状態の戦場をぐるぐる見回す。銃を構える武装研究員。陽炎かげろうの如く揺らぐ虚空の歪ゆがみ。戦う者と化け物以外、誰だれもなにも見当たらない──！

「どこ……どこにいるっ？」

　ほとんど悲鳴だった。脚はとっくに駆かけだしている。言い様のない悪寒が四肢に絡からみついてきて、僕は人と化け物の隙間を縫ぬい、ひたすらに少女と悪友の姿を探した。どこだ。どこにいる。この混戦じゃいつ敵味方の巻き添ぞえを喰くうか解らないのに──！

　不意に。僕は、人と歪みの幾層もの合間から、なびく緋色の髪を見つけた。

「っ、ほのみ！」

　叫ぶと。ほのみがはっと振ふり返った。目が合う。彼女は、遠目からでもわかるくらい、ほっとしたように頬を緩ゆるませ────どんっ、とその身体を不自然に揺らせた。

　小さな体たい躯くがぐらりと軋きしむ。緋色の長ちよう髪はつがふわっと広がる。それだけだった。

　たったそれだけで、ほのみはゆっくりと────前のめりで倒たおれていった。

「…………え」

　視線が自然とその先を追う。傍そばには制服の男も一いつ緒しよに倒れていた。茶ちや髪ぱつの後頭部と散乱した技術道具、工具箱が目に入る。……待て。待て。まて、まてちょっとまって──。

　そして僕は気付いた。気付いてしまった。

　虚空に浮かぶ歪みが、二人の前で不規則に揺れていることに────。

「ぁ」

　きし、と頭のどこかで軋むような音がして。

「うぁぁぁぁぁああああああああああ────────────────！」

　絶ぜつ叫きようが僕の身体を弾はじけさせた。

　身体のバネを酷こく使しして、低く跳ちよう躍やく。化け物へ一気に肉にく薄はくした僕は、銃口をその肉体に突きつける。ぶるるるっ、と残ざん留りゆう体たいがまるで怯おびえるように奇き妙みような震えを見せた。涙るい晶しようの羽が今更のように光り始める。抵抗する暇ひまは与あたえない。僕は躊ちゆう躇ちよなく引き金を絞る。

　閃光が炸さく裂れつし──すぐにぷつんと途と切ぎれた。

　エネルギー切れ。冷静な頭の一部がそう告げるや否や、僕は駆動銃ランゲージを放ほうり出していた。

「らぁぁっ！」

　右の拳で残留体を殴なぐりつける。じゅぅっ、と焼き焦こげた肉の臭においが飛んだ。右手に違い和わ感かんを覚えるもささいなことだ。再生すればいいんだから。

　中ちゆう途と半はん端ぱに花はな吹雪ふぶきを受けた残留体はさぞ熱い──と、頭の片かた隅すみで思った。

「このっ、このっ、このぉっ！」

　続けざまに右左と拳を振るい続ける。硬かたい。もっとだ。右、左、左、右右、左右右──

　よくも。よくも、よくもよくもほのみとノボルを──！

「なにしているのだいだいやじるしっ」

　怒ど声せいが飛んできた瞬間、背後で炸裂音が鳴った。風圧に頭を殴られる。煩わずらわしい思いで振り返ると、まさに丁度、残留体が仰あお向むけに倒れる光景が飛び込んできた。周囲に散らばるのは氷の欠片かけら。頭部を吹き飛ばされているそれは、未まだびくびくと痙けい攣れんしていた。

　ああ──ここにも、残留体がいる。

　僕は傍に転がる駆動銃ランゲージを拾い上げると、ふらふらした足取りで残留体に跨またがった。

「消えろっ！」

　かちっ、と引き金が乾かわいた音を立てた。かちっ、かちっ、かちっ、かちっ。

　なんで──なんで反応しないんだよ！

「消えろ消えろ消えろ消えろ消えろ！」

「だいだいやじるしっ！」

　肩を強く揺さ振られた気がする。鬱うつ陶とうしい。けれども揺する手は一向に引く気がなく、執しつ拗ようなまでに僕を強く揺する。邪じや魔まするな。僕は、こいつを、こいつを、こいつを──！

「いい加減に目を覚まして！」

　ぱぁん、と大きな音がした。頬を叩たたかれたのだと気付くのに時間がかかった。誰に。疑問を感じる暇もなく、亜あ麻ま色いろの髪が視界を過よぎる。美陽さん。……美陽さん？

「み、よさん……？」

　唇くちびるから漏れた声は、自分でも驚おどろくくらいひび割れていた。

「自分がわかるかい？　戦いはもう終わった。終わったよ」

　両りよう肩かたにそっと手が置かれる。美陽さんが悲痛な面おも持もちで僕を見つめていた。僕は自分の頬が引きつるのを感じる。嗤わらっていた。ぴくぴくとした断続的な痙攣が、やがて全身に震ふるえとして広がる。寒い。僕はわけもわからずに身体を丸め込んだ。まだ寒い。僕は。

　僕は────僕は今、なにをしていた？

「う……ぁ」

　今更になって、両手の拳が火傷やけどの激痛を訴えていたけれども。

「うあぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああ」

　駆動銃ランゲージを握にぎりしめた指先だけは、どうしようもなく硬直していた。




　長いようで短かった大混戦は、武装研究員たちの勝利、残留体の全ぜん滅めつに終わった。負傷者は数名。死者は零ゼロ。美陽さんが僕に伝えてくれた情報は、それだけだった。

「っ……はっ……は」

　吐はき出した息が異様に熱い。

　回かい廊ろうから引き上げた後、僕はすぐさま研究所が持つ医務室、その個室に運びこまれた。理由は両手の治ち療りよう。随ずい分ぶんと酷ひどい有様の火傷だったけれど、素す早ばやい手当てと僕自身の再生も手伝って、今ではベッドから起き上がれるくらいには快復した。患かん部ぶには白い包帯が巻かれているだけで、動かさなければ痛みは感じない。でも。

「……っ、……なんで……っ」

　手の震えが止まらないことには、鈍にぶい痛みが断続的に襲おそってくる。

　残留体を屠ほふったあの感触は今でも覚えている。僕はあれを完かん膚ぷ無なきまでに消し去ったんだ。なのに、胸の奥底から湧わき上がる嫌けん悪お感かんに近い震えは、未いまだに収まらない。

　倒したはずだ。消したはずだ。なのに脳のう裏りからは一向に透ス過テ個ル体スの姿が離はなれない。

「止まれっ……止まれっ……」

「それ止める前に、痛み止め使うほうが先だろ？」

　はっとする。声の方向に首を向けると、見慣れた同僚が扉とびらを開けていた。騒さわがしい足音と張り上げた声が廊下から漏れてくる。邪魔するぜ、とノボルが扉を閉めた途と端たん、それらは遮しや断だんされた。研究所の扉は完全防音だったと今更に思い出す。

　騒そう音おんの原因を目だけで問うと、ノボルはああと得心したように扉を振り返った。

「お偉えらいさん方が檄飛ばしまくってんのよ。市民に情報が漏れないようにって。都市の絶対安心防衛戦が突とつ破ぱされたんだから、焦るのもわからなくもないけどな。ざっと見ると、今は指揮系統の立て直しを図っているぽいぜ。姐あね御ごも対策会議に呼ばれてる」

「……それは知っている」

　ぶっきらぼうに答えてもノボルは気を悪くしなかった。部屋の隅にある硝子ガラス張りの棚たなを漁あさる音が聞こえる。やがてノボルは小さな錠じよう剤ざいを二つ、手て渡わたしてきた。鎮ちん痛つう剤ざい。それからベッドの脇わきに水の入ったコップが置かれる。

「ありがと」

「おう」

　錠剤を一飲みしてコップに口をつける。渇いた喉に水が咽むせそうなくらい気持ち良い。

「……なあ、なんであんな戦いをした？」

　ノボルが口を開いたのは、コップの水が空になった頃ころだった。

「残留体にやられて気ぃ失ってたけど、途と中ちゆうから目が覚めたんだよ。それからは橙矢っちの戦いを見てた」

　なんだありゃ。

　そう吐き捨てた言葉は、間違いなく怒ど気きの色を含ふくんでいたと思う。

「素手で残留体とやり合うのはまだしも、駆動銃ランゲージのエネルギー切れも気にしねぇで残留体の残ざん骸がいに構うなんざ、不意打ちはいどうぞって言っているようなもんだろ」

　その話か。僕は我知れず唇の端はしを吊つり上げる。つまりは笑えみだった。乾いた感じの。

「……不意打ちされても大だい丈じよう夫ぶだよ。いくら傷ついても平気だから」

　死にはしない。そう言い切ったか否いなや、意外と筋肉質な腕うでが胸むなぐらに伸のびてきた。掴つかまれて力強く前に引っ張られる。ノボルと目が合った。

「……ふざけんなよ」

　今度は、確実に怒おこっているんだとわかった。

「んなこと言って、実際に死にかけただろうがっ！　姐御が助けてなかったら、お前っ、マジで死んでたかもしんねぇんだぞっ？」

「……でも、僕は、生きている」

「結果的に、だろ！　そりゃわかるっ、相手が透ス過テ個ル体スで、橙矢っちにとっちゃ因いん縁ねんのある相手だったのかもしれねぇっ。でもよっ、あんな戦い方しちゃまずいことくらいわかんだろ!?　いくら再生があるからって、そんなんじゃいつか本当に死んじまうぞ！」

「……それなら」

　それでいい。

　心中で呟つぶやいたはずの言葉だったけれど、口に出していたらしい。ノボルがこれ以上ないくらい目尻を吊り上げて、僕の胸ぐらを突つき飛ばした。コップが床ゆかに落ちて転がる。

　こん、という音は硝子のものじゃなかった。

「……本気で言ってんのか？」

　ノボルの目が怖こわかった。その瞳ひとみに映し出されているのが僕だと知って、余計に。

　こんなに真まっ直すぐ怒いかりをぶつけられるのは──いつぶりだろう。

「オレは調律師だ。武装研究員の武器で、生命線でもある駆動銃ランゲージを、オレらは預かっているんだよ。まだ調律師になって日が浅ぇオレでも、それくらいの自覚はある。そりゃ実際に残留体と戦いはしねぇけど、命張るくらいの気持ちで駆動銃ランゲージの面めん倒どうを見ている」

　命預かってるからな、と付け足された声が、僕を責めているように思えた。

「なあ。橙矢っちは、なんのために駆動銃ランゲージ持ってんだよ？」

　なんの。なんの──ために？

　ぼうっと見つめると、ノボルはバツが悪そうな顔で言った。

「……そこんとこ、考えてみてくんねぇか？」

　去り際ぎわはあっという間だった。じゃな、と短い挨あい拶さつを残してノボルは部屋を去っていった。途中、おっ、という声が聞こえた気がする。

　なんのために。そんなこと──考えたこともなかった。だって、駆動銃ランゲージは武器で。残留体と渡わたり合うための唯ゆい一いつ無二の道具だ。それ以外の使い方を僕は知らない。

　駆動銃ランゲージは──残留体を屠るためにあるんじゃないのか？

「……難しいよ、ノボル」

　苦く笑しようするだけの元気は出てきたらしい。友達の存在は本当に有り難がたい。僕もそろそろ戻もどったほうがいいだろう。重たい腰こしを上げると、ふと視線を感じた。それも近くから。

　廊下から絶えず喧けん噪そうが漏もれている。完全防音のはずの部屋に覚えた違和感は、すぐに解消された。扉を少しだけ開け、そっと覗のぞき込むように中を窺うかがっていた少女と目が合う。

「……ほのみ？」

　眉まゆを八の字に下げたほのみが、控ひかえめに頬ほおを緩ませて、こくりと頷うなずいた。




　僕とほのみはどちらともなく、いつかの屋上へ足を運んでいた。夕焼けに照らされ、頭上の給水塔とうから影かげが伸びる──その下に、ほのみと一緒に並んで座り込む。

　真冬の外は当然ながら寒い。僕は隣となりで手に息を吹ふきかけているほのみに訊たずねた。

「……もう、身体からだは平気なの？」

「んっ。元気が取り柄えだから！」

　ほのみは屈くつ託たくなく笑った。無理をしているような印象は受けない、快活な笑み。

　僕は心底、胸を撫なで下ろす。幸いにも、ほのみの受けた不可視の一いち撃げきは軽傷で済んでいた。なんだか背中がひりひりするよ、とは気絶から目覚めた本人の弁である。ノボルに至っても少しの手当てで済む怪け我がだったから本当によかった。よかったのだけれど。

　寒い。あのときの倒たおれた二人を思い出すだけで、すぐに寒気がぶり返してきた。

「ん……？　とうやくん、手、震えてる？」

　ほのみが僕の右手を覗き込む。僕は慌あわてて右手を背中に隠かくした。

「あ、その、駆動銃ランゲージを握りっぱなしだったから。握あく力りよくが落ちてて」

「そうなの？　でも、傷、できてたよ？　痛くないの？」

　指し摘てきされて見れば、皮ひ膚ふが薄うつすらと裂さけていた。もう大丈夫だろうと思って、さっき包帯をほどいたばかりだというのに。つぅ、と手の甲こうから血が滲にじむ。

　さっきまではまっさらだったのに……本当、制せい御ぎよが下手だな、僕は。

　内心、己おのれに呆あきれ返りつつ、僕はじっと手の甲を見つめた。視線に応じたかのように、ぱちっと軽く涙なみだ色の火花が散る。じゅく……っと、皮膚の隙すき間まが埋うまり、血が止まった。

　軽く手を振ふって調子を確かめていると、ほのみの唖あ然ぜんとした気配と視線を感じた。

「……た、種も仕し掛かけもない、手品？」

　ほのみがおずおずと言った。その反応に、僕は遅おそまきながら悟さとる。

　しまった。見られた……というより見せちゃったっ？

　迂う闊かつ。僕は咄とつ嗟さに思考を巡めぐらし、幾いくつもの弁明を考え──考えるのをやめた。ダメだ。今いま更さら、隠しても隠せるものじゃぁない。再生の瞬しゆん間かんをばっちりお見せしてしまったのだ。

　それでも──僕は言い淀よどみ。なるべく簡潔に言えるよう、硬かたい口を開いた。

「……いや。種も仕掛けもある、思考昇華パラダイムシフトだよ」

「パラダイム──シフト？」

　案の定、ほのみが小首ならぬ大首を傾かしげていた。思考昇華パラダイムシフトは駆動銃ランゲージによって引き起こされる思考の物質化現象だよね──と、言わずとも心中が伝わってくる。

　ほのみの認にん識しきは間違っていない。間違っているのは、僕のほうだ。

「うん。その、さ。僕の頭には、涙るい晶しようが、あるんだ」

　僕は正直に告白した。

「昔、ある事件に巻き込まれたんだけど、この涙晶はその後こう遺い症しようみたいなものでさ。って言っても、別に身体が悪いわけじゃないんだけどね。ただ、脳に触ふれるか触れないかの位置に、涙晶が埋うまってるだけで。で、面おも白しろいことにさ、この涙晶ってば脳の神経信号を回収して、思考昇華パラダイムシフトを起こせるんだよ。僕の傷もそれを使って治してるだけで──」

「どっ、どうして？」

　ぺらぺら喋しやべり続ける僕の口上に、ほのみの声が上乗せされた。

　僕は口を閉とざした。ほのみがとても、とても辛つらそうに眉を寄せていたから。

　まるで、自分の胸が圧あつ迫ぱくされているかのような、苦しげな表情で。

「とうやくん、すごく辛そうだよ？　なのに、んと、どうして笑ってるの？」

　────橙矢ちゃんは不安じゃありませんか？

「……なに言ってるのさ。辛くなんかないよ」

　ぼそりと呟いた声は自分でも驚おどろくほど低かった。

　ほのみの顔を直視できない。俯うつむく。なれど、口だけが別の生き物のように動いた。

「前に、姉さんが昔、ここの研究員だったって話はしたよね？」

　三年前、風峰ハルは研究所を辞やめた。辞めざるを得なかった。

「その辞めるきっかけになった事件が、僕の巻き込まれた事件なんだけど」

　わらう。今、僕は多分、自わ嘲らっている。

「それ、さ」

　なんだか懺ざん悔げする気分だなぁ、と思って、思い直した。内心で頭を振る。

　これはきっと、懺悔なんて高こう尚しようなものじゃあない。

　ただ──後こう悔かいを垂れ流すだけだ。

「僕のせいなんだ」




　三年前の冬。丁度今くらいの時期に、一体の残ざん留りゆう体たいが都市を襲おそった。

　潜せん水すい都市はなにも年中海中に潜もぐるわけではなく、潜水期間──純白の花瞳エルダーアイリスと繋つながる時期以外は、海面に浮ふ上じようしている。世界が滅ほろんでも太陽は存命で、僕ら人間はやはり陽ひの光を浴びてなんぼであると、浮上中は都市を水圧から守る隔かく壁へきも解除されていた。

　それが仇あだとなったのが、三年前だ。

　その日、僕は武装研究員として働く姉さんを研究所まで迎むかえに行っていた。

　姉さんはとても優ゆう秀しゆうな武装研究員だった。接近戦を主にした舞ぶ踏とうの如ごとき戦いぶりが、姉さんの異名『舞まい姫ひめ』の由来となる程ほどに。強さだけではなく、周囲の空気を常に弛し緩かんさせるその性格は、研究室の美陽さんといった同どう僚りようを始め、まだ若いこともあって所内の至る所で可愛かわいがられ、信しん頼らいされていた。その点、ほのみと似ているかもしれない。

　姉さんは僕の誇ほこりで、自じ慢まんで、なにより大切な家族だった。

　雪が降りだしたその日、傘かさを届けるために僕は研究所に足を運んだ。研究所の玄げん関かんである大広間が奇き妙みようにも無人で、やたら静かだなぁ、と僕は呑のん気きに首を捻ひねったりなんかして。

　そして、まるで脈みやく絡らくのないことに──空から一体の竜りゆうが降ってきた。

　絵の具全色をぶちまけて、かき混ぜたような色合いの、巨きよ大だいな残留体だった。

　ソイツが、飛行が可能になる程に巨大化した涙晶の羽を持つ、《羽はね憑つき》と呼ばれる残留体だと──僕が知るのは、随ずい分ぶんと後になる。

　残留体の再生能力、及および個々の強さは有する涙晶に依よる。涙晶が大きければ大きい程、再生能力と肉体創造はその精度と威い力りよくを増し──強力かつ獰どう猛もうになっていく。

　故ゆえに《羽憑き》は残留体の中で絶対的に最強の存在である────と、それに気付くには、まだ一三歳かそこらの僕はあまりに幼すぎた。

　幼すぎて、弱すぎて、愚おろかすぎた。

　突とつ如じよ、文字通り降ってきた《羽憑き》は、その濁にごった双そう眸ぼうで僕を一いち瞥べつした。涙色の片羽を威い風ふう堂どう々どうと羽ばたかせ、乱らん泥でい色の四し肢しで威い圧あつ的に地を揺ゆらす。

　僕は立ち尽つくして、ただぼぅっと、竜のようだなと思った。

　この襲しゆう撃げき事件が『濁だく竜りゆう事件』と名付けられるのを知るのも、また後の話。

《羽憑き》濁竜が、海面に頂を構える純白の花瞳エルダーアイリスより、隔壁の解除された都市に飛んで侵しん入にゆうしてきたのだと知るのも──またまた後の話。

　そして濁竜は。まるでそれが当然の義務だというように、僕を攻こう撃げきしてきた。

　なんの力も持たない、まだ武装研究員ですらない僕は、そこで当然死ぬはずだった。そりゃそうである。熟練の武装研究員ですら手を焼く《羽憑き》に、どうやってただの中学生が立ち向かうというのか。当然、僕は短い生しよう涯がいを散らせる──はずだった。

　姉さんが横合いから飛びだしてきて、僕を庇かばってくれなかったら。

　今でも、よく覚えている。

　突とつ然ぜんの乱入者は、場ば違ちがいな程に小さな短たん剣けんで、振り下ろされた竜の前まえ脚あしを防いだ。生じるその一瞬の隙すきに、乱入者はもう片手に握にぎった漆しつ黒こくの拳けん銃じゆうを構え、その引き金を絞しぼる。光の膨ぼう張ちようと、拡散──圧あつ倒とう的てきな光の軌き跡せきが竜を灼やき、乱入者の黒くろ髪かみを白く照らした。

『舞姫』風峰ハルは、とてつもなく強くて、そして美しかった。

　姉さんが尻しり餅もちをついた僕を振り返る。ほっと安あん堵どした笑顔で、大だい丈じよう夫ぶですか、と唇くちびるが囁いた。僕はゆっくりと首を縦に振ろうとして──姉さんの背後を見て、凍こおりついた。

　濁竜は、まだ絶命しておらず。

　加えて、その竜鱗がすぅっと周囲に溶とけていき──姿を透とう明めいに変えていった。

　透ス過テ個ル体ス。連中を初めて見たのは、このときだ。

　姉さんがはっと身を翻ひるがえしたときには、もう遅い。風がふっと舞まったと思った次には、姉さんはいとも簡単に吹っ飛ばされ、床ゆかに転がっていた。

　あっという間に。僕の眼前には、おそらくそこにいるであろう、不可視の竜と────床に転がる黒い銃しか、もう残されていなかった。

　そこからの記き憶おくは、かなり曖あい昧まいだ。

　僕は思わず黒い銃を──姉さんの駆動銃ランゲージを拾い上げた。考えもなにもなく、ただ姉さんの真ま似ねをするように、構える。

　初めて触さわる銃の感かん触しよくは、僕の全すべてを拒きよ絶ぜつするかのように冷たく、硬かった。

　そこで気が付けばよかったのに。

　駆動銃ランゲージは思考に質量を付ふ与よする特とく殊しゆな銃だ。その想像には万が一の齟そ齬ごがあってはいけない。矛む盾じゆんなき思考ができない人間が──素人しろうとが扱あつかってはいけない銃なのに。

　ただ、この目の前の怪かい物ぶつをなんとかしなくちゃと、あろうことか錯さく乱らんした状態で。

　僕は、引き金を引いてしまった。

　バチッ、と銃口から涙色の火花が散った。思考昇華パラダイムシフトの前兆──ではない。

　──バチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッバチッ──

　成功するはずが、なかった。

　未完成の想像は未完成であろうと物質として創造される──それが、思考昇華パラダイムシフトだ。

　光が、爆ばく発はつした。思考昇華パラダイムシフトの暴発──幾本の雷らい撃げきが四方に散る。その内の一本が、姿を消した濁竜の頭部──そこから生える涙晶の羽を穿うがった。勢いよく砕くだけ散った羽は、幾つもの涙色の軌跡を描き──どすっ、とその欠片かけらの一つが、僕の頭に突つき刺ささった。

　急速に薄うすれゆく意識の中で、ふと、僕は疑問に思った。

　どうして、光の爆発に最も近い、僕はまだこうして生きているのか。

　そうしてふと気付けば、いつの間にか、姉さんが僕を抱だきしめていた。

　まるで、咄嗟に光の暴発から僕を守るような形で。僕はどこか機械的な動作で姉さんを揺する。反応がない。それに、揺する手が熱い。見てみると、掌てのひらが真っ赤だった。

　なにぶん古い記憶だから、当てにはできないんだけど。

　僕はそのとき、多分、絶ぜつ叫きようしたんだと思う。

　ぬるり、と姉さんの背中が真っ赤に染まっていたから────。




「姉さんを撃うったのは僕なんだよ」

　僕は未いまだに震ふるえる右手を夕陽に透すかした。

「姉さんは一命を取り留めた。けど、身体からだの内外に傷を負ってさ。疲つかれやすい身体──いわゆる、虚きよ弱じやく体質っていうのかな。事件後、姉さんはそういう身体になってた」

　走るだけでも身体に負担がかかり、吐と血けつしてしまうような肉体。かつての『舞姫』として戦うことはもう絶対にできない──武装研究員としては致ち命めい的てきなハンデを負った。

　それが──三年前に、姉さんが武装研究員を辞めた理由。

「……とうやくんは？　頭に入っちゃった涙晶は、大丈夫だったの？」

　質問は、隣となりに座り聞き役に徹てつしてくれていたほのみから貰もらった。

　ここまで僕の懺ざん悔げ話に付き合ってくれたのだから──いくらでも答えよう。

「問題だらけだったよ。頭の中に異物があるわけだしね」

　事件の後、僕は約半年、病院に入院する羽目になった。

　最初は涙晶を頭部から摘てき出しゆつする手術のために。けれど、頭ず蓋がい骨こつに半分以上陥かん没ぼつした異物は容易には抜ぬけず、しかし幸いにも放ほうっておいて死に至るものではなかったため──僕は突き刺さった涙晶を除くのではなく、利用する方向で治ち療りようを受けることにした。

「涙晶は思考に反応して想像に質量を与あたえる──でもって、人間は常つね日ひ頃ごろから物を考えている生き物だから。脳内には涙晶に反応する思考が巡りに巡っているってわけ。少しでも僕があやふやな想像を巡らせるだけで、あやふやな物質が体内に創造されるくらいにね」

「体内……？」

「ほのみも見たでしょ？　さっきの回かい廊ろうで、僕の身体が破は裂れつしたの。あれが、そう」

　過去の宿敵──濁竜ではないせによ、透ス過テ個ル体スと鉢はち合あわせ、僕は息が出来ない程に混乱した。頭の中に沸ふつ騰とうしたイメージは、否いや応おうなしに思考昇華パラダイムシフトの対象となり、体内に物質として創造される。無論、人体はそんな異物──物質とも呼べない未完成なものを受け入れられるようには出来ていないため、結果として全身が拒きよ否ひ反応を起こしたわけだ。

　下手に輪りん郭かくの伴ともなう想像をしたら、間かん髪はつ入れずに節々が破裂する──そんな身体。

「でも、その厄やつ介かい極きわまりない体質も、こと戦いにおいてはすごく便利なんだ」

　入院中。僕は延々と医学関連の書を読み漁あさった。特に人体の構造と成分を。人間の体内がどのようにして出来ているのかを、徹てつ底てい的てきに知識として頭に叩たたき込んだ。

　全ては、己おのれの肉体を思考昇華パラダイムシフトで創造するために。

「肉体の……再生？」

「うん、正解」

　呑のみ込みが早いほのみに笑いかけて、僕は再生したばかりの手の甲こうを見つめる。

　肉体を創造することにより、傷を癒いやす再生能力。

　残留体によって全てを奪うばわれた僕が獲かく得とくした──皮肉にも残留体と同じ力だ。

「身体の傷が治せるのなら、ある程度の無茶は通るからさ。自損覚かく悟ごで特とつ攻こうしたり、防ぼう御ぎよに腕うで一本を犠ぎ牲せいにしたり──そういうことが、僕にはできるようになった。たとえどれだけ歳としが若くても、戦力として数えることができるなら、研究所はなにも言わない。学生の僕に武装研究員が務まるのも、そういう理り屈くつなんだ」

　痛いことは痛いけどね、と僕は苦く笑しよう気味に締しめ括くくった。

　もう夕暮れだ。すっかり冷たくなった腰こしを上げる──寸前に。

　くい、とほのみに袖そで口ぐちを引かれた。唇が吐と息いきを漏もらすようにして、僕に問い掛かける。

「だから……武装研究員になったの？」

「──姉さんが武装研究員を辞めたのは、僕のせいだから」

　武装研究員になってからの二年間、僕はずっと己にそう言い聞かせてきた。

　血ち反へ吐どを吐はく想おもいで残留体と戦って、実際に血反吐を吐いたときとか。『舞姫』風峰ハルと風峰橙矢を比べる、周囲の視線を感じたときとか。そういうときに。

　自分を奮ふるい立たせて、必死にがむしゃらにやってきた──姉さんの後を、継つぐために。

　姉さんを傷つけてしまった罪悪感から──逃のがれるために。

「……ま、それが全部、無む駄だだってこともわかってるんだけどね」

　僕はそっと肩かたをすくめた。

　え、とほのみが声を漏らした気もしたけど、気のせいだろう。

「姉さんは勿もち論ろん、誰だれも僕に武装研究員になれだなんて言ってないからさ。姉さんは僕のしたことを笑って許してくれた。けど、僕が研究所に入るって言ったら猛もう反はん対たいされた。それを押し切って美陽さんの下に入って、こうして二年間、やってきたけど」

　ふと、気付いた。いや、多分、最初から気付いていたんだと思う。

「一家の収入を稼かせぐためってことなら、姉さんが花屋を始めた時点で、もう意味はなくなってるし。残留体が憎にくいから武装研究員でいるっていうのも、多分後付けの理由で」

　だから、僕には、武装研究員を続ける理由がない。

　そもそもの、歩んできた二年間の意味が、ない。

「わかってはいるんだけどね。この二年間、自分がしてきたことがどれだけ無駄で、滑こつ稽けいじみてるのかってことは。でも、こうする他ほかには──」




「そんなことないよ！」




　一瞬。誰が、なにを、叫さけんだのかわからなかった。

　頭を思いっきり殴なぐられたような大だい音おん声じよう。音源はすぐ近く──探さぐるまでもない。

　疑いようもなく、それはほのみの大声だった。

「……ほ、のみ？」

　ほのみが頬ほおを真っ赤に染め、柳りゆう眉びを吊つり上げていた。一心不乱に僕を見つめるその双眸は、純じゆん粋すいな怒いかりを湛たたえている。僕は混乱する。なにを。なにに怒おこっている──？

「無駄じゃないよ！」

　ほのみは身を乗り出して、僕の襟えり首くびを掴つかまん勢いで、訴うつたえ続ける。

　どうしてこんなにも真しん剣けんになっているのかわからない──僕に。

「無駄なんかじゃないんだよ！　とうやくんのしてきたこと、全部！」

　その叫びに。何故か、かっと頭が熱くなった。

「──無駄なんだよ！」

　気付いたら、僕は怒ど鳴なり返していた。

「この二年間っ、僕がしてきたことは全部無駄なんだよ！　誰からも望まれてなくてっ、周りに迷めい惑わくかけるだけだってっ、姉さんを心配させるだけだって本当はわかってるんだよ！　でも、仕方ないじゃないかっ！　姉さんを傷つけた僕が、一人のうのうと生きられるわけないだろっ？　姉さんがっ、みんなが僕を許してくれても、僕が僕を許せないんだよ！　罪悪感とか色んなものに押しつぶされそうになるんだよっ！　だから──っ」

「だから、無駄なんかじゃない！」

　ぴしゃり、と。

　ほのみの叫びが僕の後こう悔かいを、断ち切った。

「だってとうやくん、かっこいいもん！」

　しかし──後に続く言葉の意味が、丸っきり不明だった。

「……はい？」

「ハルお姉ちゃんのことがあって！　すごく大変だったのに、それでも武装研究員なんていう大変なお仕事について！　自分が悪いって感じちゃう心と必死に戦ってっ、それでも戦い続けたとうやくんはっ、んとっ、とにかくすっごくかっこいいの！」

　断言──されてしまった。

　耳まで真っ赤にして一いつ生しよう懸けん命めい力説する、ほのみに断言されてしまった。

「……そ、」

「そんなことないって言わないで！」

　うぐ。先回りされてしまった。

「………………………かっこいいの、僕が？」

　ある意味、降参する想いで。僕は首をすくめながら、恐おそる恐る訊きいてみた。

「かっこいいよ！」

　即そく答とうだった。僕の頬が急速に熱くなる。うわ。どうしよ。見れば、ほのみも下した唇くちびるを噛かみしめて、顔を林りん檎ごみたいにしている。うわぁ。

　多分、怒りとか憤ふん怒ぬとかとは別の──羞しゆう恥ちとかの感情が由来の、赤面。だと思う。

「え、と…………そりゃ、どう、も？」

「ん……ど、どういたしまして？」

　何故か二人でお礼を言い合い、僕たちはお互たがいから目をそらす。すぐにちらと視線を戻もどすと、ばっちり見事なまでにほのみと目が合ってしまった。そのまま、硬こう直ちよく。

　しばしの沈ちん黙もくの果てに──僕たちは。

「「ぷっ」」

　二人同時に吹ふき出した。屋上の静せい寂じやくが笑いの波に押し流される。

「ぷっ……はは……ほのみって、やっぱり……くく、天然だよね」

　僕が文字通り腹を抱かかえて笑うと、ほのみは赤く染まる頬をみるみる膨ふくらませた。

「し、失礼なこと言わないでよ！　とうやくんには負けるからね！」

「ど、どうかなぁ……だって、あの流れでいきなりかっこいいだなんて、言う？」

「んー！　悪いっ？　しょうがないのっ、ほんとにかっこいいと思ったんだから！」

「うん、そりゃありがと……って、痛い痛い！　そんなに叩かないで！」

　にやにや笑っていたら、もーっ、とほのみから抗こう議ぎの拳こぶしを貰ってしまった。いや、これが痛いのなんの。少女の拳とは思えない威い力りよくである。ごめんごめんっ、と僕はわりと本気で泣きを入れ、ぽかぽか数発でなんとか許しをいただいた。

　ふーふー、とほのみは威い嚇かくする猫ねこの如ごとく荒あらく息を吐いてから、

「んぅ。しっかり言うとね。あたしは、とうやくんのおかげで今ここにいるんだよ？」

「……？　どういう意味？」

　ほのみの表情が思いの外真剣だったので、僕は姿勢を正した。

「もし、とうやくんが武装研究員なんてやってられっかー、って辞やめてたら、あたしはとうやくんに拾ってもらえなかったから。とうやくんが来てくれなかったら、あたしはあの屋上でずーっとお母さんを待ち続けてたと思う」

「……そう、かな」

　きっと他の研究員がほのみを保護していた──なんて突つっ込みは、無ぶ粋すいすぎる。

　僕だって、僕以外がほのみを迷子として拾う光景なんて、見たくない。ほのみと過ごしたこの一週間がなくなるような、そんな始まりは断じて認めない────て、あ。

「……そっか。無駄じゃ、ないのか」

　この一週間を。ほのみと出で逢あってから過ごした日々を大切に思っている以上。

　その前に武装研究員として突っ走ってきた二年間は──きっと。

「ねえ……ほのみ。僕がやってきたことって、無駄じゃないのかな？」

「ん！　さっきからそう言ってるってばっ」

　ほのみの笑え顔がおは実に晴れ晴れとしている。ものすごく、眩まぶしい笑顔。

　そっか。そうなんだ。僕は、僕が今、こんなに嬉うれしいわけを──悟さとった。

　三年前、僕は姉さんを傷つけた。僕はその罪悪感に耐たえられなくて、必要のない楔くさびを四し肢しに打ち込んで、武装研究員という茨いばらの道を自らの意志で歩み始めた。それを────

　かわいそうに、と慰なぐさめられることはあっても。

　そんなことする必要ない、と窘たしなめられることはあっても。

　お前のせいだ、と責められることはあっても。

「ん？　どうしたの、とうやくん？」

　かっこいい──と、そう認めてもらえたのは、初めてだったから。

「あ、そだ。せっかくだから……」

　ふと、ほのみが頭の上に電球を灯ともらせた。内心、ちょっとした感かん涙るいの嵐あらしに包まれる僕をよそに、緋ひ色いろの髪かみの少女は立ち上がり、僕の正面に回る。

「んと、いつかとは、立ち位置が逆になっちゃうけど」

　夕ゆう陽ひを背に、ほのみは照れくさそうな顔で、僕にその小さな手を差し出して。

　こてん、と僕のよく知る彼女の得意の仕草で、首を傾かしげた。

「あたしを拾ってくれてありがとう、とうやくん。すっごく心強かったですっ。んと、これからもよろしく……ね！」

　────不意打ちのようなその真まっ直すぐな言葉に、不覚にも。

　僕は、ほんの少しだけ、泣いてしまった。








　第四章　その羽はそよ風に揺ゆれて　─Innocent Smile─




　人間、衝しよう撃げき的な出来事があると、往々にして直前まで悩なやんでいた問題を忘れてしまうものである。世間一いつ般ぱんでは、これをショック療りよう法ほうとか呼んでいるらしい。

　そのおかげかどうかは知らないけれど、昨日、ほのみとの屋上での一件があったばかりの僕の心は、静かな泰たい山ざんを行く渓けい流りゆうの如く、すごぶる平へい穏おんだった。

「純白の花瞳エルダーアイリスに逃にげこんだ、例の涙るい晶しよう泥どろ棒ぼうへの対処が決まったよ」

　とはいえ、朝一番、特査の扉とびらを開け放った美み陽よさんのその台詞せりふは、僕の頭からすっぽり抜ぬけ落ちていた問題を想起させるのには、あまりに十分だったのだけど。

「……あーあーあー、そういえば！」

「いたな、そんなこそ泥」

　ネスティをお供に僕の駆動銃ランゲージを整備していたノボルが、パチンと指を鳴らした。その仕草に目を向けると、ばっちり目が合ってしまった。やぁ、といった風ふ情ぜいでお互いにぎこちなく笑い合う。……気まずい。思い出すのは昨日の医務室だ。

　今ならあのときのノボルの言葉の意味が理解できる。でも、それをノボルに伝えるきっかけが掴めない。なまじ長く付き合ってきた親友なだけあって、ある程度気まずくとも普ふ段だん通りにも過ごせちゃうし。言い訳だ。言い訳なのはわかっているんだけど……うぅ、どうしよう。

　ええと。そうだ。それより涙晶泥棒である。すっかりどころかまるで忘れていた。

「……ど、泥棒さん？」

　ほのみが膝ひざ元もとに載のせたネスティを撫なでる手を止めた。その表情は強こわ張ばっている。今思い出した……と顔に書いていそうなくらい、気まずそうな顔。

「うん、透ス過テ個ル体スの襲しゆう撃げきがあったからね。忘れていても仕方ないよ」

　我らが室長の口ぶりは、僕たちの反応を予想していたと言わんばかりである。

「だから、まずは結論だけ伝えるね」

　そこで、美陽さんは珍めずらしく歯切れ悪く言葉を句切った。

「……潜せん水すい都市『鶺せき鴒れい』は涙晶泥棒の救出を諦あきらめる──以上だよ」

　しん……、と室内が言いようのない静寂に包まれる。救出を……諦める？

「え、と。美陽さん、それってどういうこと」

　ですか、と代表して僕が口火を切ると、美陽さんは悩ましげな様子で髪先を弄いじった。

「今朝、上層部が決定を下したんだ。特立研究機構は、純白の花瞳エルダーアイリス内部で行方ゆくえ不明となった涙晶泥棒の調査から一いつ切さいの手を引く──率直に言えば、見捨てる、ということだね」

「見捨て──って、おいおいおい、マジかよ姐あね御ご？」

　ノボルの青い顔に対し、マジだよ、と面おも白しろくなさそうに首しゆ肯こうする美陽さん。

　その表情からして、その決定は我らが室長の望むものではないのだろうけど、しかし。

「でも、なんだってそんなすぐに……」

「すぐに決定しなくてはいけない理由があるからさ。だいだいやじるし、今日が潜水都市にとって何の日か、覚えているよね？」

「今日、って……あ」

　頭の奥底から記き憶おくの欠片かけらが浮ふ上じようした。僕は思った言葉をそのまま口にする。

「潜水都市が浮上する日って、そういえば今日でしたっけ……」

「そう。同時に『鶺鴒』が純白の花瞳エルダーアイリスとの接続を解除する日──でもあるね」

　世界中に点在する潜水都市は、一定の周期に基もとづいて海に潜もぐる。それは純白の花瞳エルダーアイリス──涙晶の宝庫と繋つながるためであり、その接続期間はきっかり三〇日だ。潜水都市同士で結ばれたこの日数は、涙晶という人類の営みに必ひつ須すの物資が絡からむために、絶対に破れない。

　そして──僕らの住まう潜水都市『鶺鴒』は、今日の昼間には浮上してしまう。

「じゃあ、僕らが手出ししたくても、もう塔とうには入れないってことですか……」

「残念ながら。ただ、次に純白の花瞳エルダーアイリスと接続する都市に、涙晶泥棒の捜そう索さくを要よう請せいするつもりらしいから──救出作戦は引き継つがれるよ。……しかし、透ス過テ個ル体スに襲撃されそれどころではなかったとはいえ、自分の手で救出できなかったのは、やはり心残りかな」

　そう言って、美陽さんは一つため息を零こぼした。諦てい観かんの色を多分に含ふくんだ、吐と息いき。

　心残り。確かに、心残りかもしれない。この一週間、追いに追い続けた涙晶泥棒を結局捕つかまえられなかったのは……うん、純じゆん粋すいに悔くやしい。

　あと──あの雨あま合羽ガツパが残ざん留りゆう体たいの住すみ処かの中で無事なのかどうかも、気になるし。

「まあ、この件に関してはこれ以上干かん渉しようできないからね。自分たちは、一刻も早く涙晶泥棒が救出されることを願おう。……ほのみん、お茶をお願いできるかな？」

「あ、はいっ。今すぐ！」

　ぼぅっとしていたほのみは、弾はじかれたように立ち上がった。

　今日から、ほのみは特査のお茶くみ係になっていた。それも自主的に志願して。本人曰いわく、あたしは素人しろうとだから、調査以外のことで役に立ちたい、らしい。回かい廊ろうで難なん癖くせを付けてきた武ぶ装そう研けん究きゆう員いんの言葉を気にしてのことだろうけれど、お茶を淹いれる本人は至って楽しそうなので、僕ら特査の面々は有り難がたくいただいている。

　程ほどなくして、人数分の湯飲みが盆ぼんに載り、現れた。飲む。ずずぅ……ふぅ、温かい。

「ところで、話は変わるのだけど」

　猫ねこ舌じたの美陽さんはちびちびとお茶を舐なめるようにして飲みながら、

「残留体と人の間に、差異はあると思うかい？」

「……はい？」

　脈みやく絡らくがないにも程がある。危あやうく湯飲みを手から滑すべらせかけた。美陽さんは微笑ほほえみ、

「ふふ、言ったろう？　話は変わるのだけど、と──まあ、昨日の、透ス過テ個ル体スの強きよう襲しゆうの件で少し思うところがあってね。参考までに君たちの意見を聞きたいのさ」

　湯飲みを置いて、細い指先で顎あごを撫でた。真しん剣けんに悩む際の、仕草。

「どうだろう、残留体と人間の間に、差異はあると思うかい？」

「あるんじゃねぇんすか？」

　真っ先に返答したのは、熱さなど気にせずお茶をがぶ飲みするノボルである。

「差異っつぅーのがどれくらいの差を指すのかはわかんねぇけど、そもそも肉体の造りからして違ちがうし。残留体は涙晶を使った思考昇華パラダイムシフト製の身体からだで、オレたち人間は遠い昔の猿えん人じんから歴史を辿たどって受け継いできた身体。二つは土台も強度も違う。この時点で、差異なんてありまくりじゃないっすかね？」

「ふむ、確かに。しかしハチ。それは、逆にこうとも言えると思わないかい？　残留体には思考する脳があり、そして脳から命令を受けて反応し、動く肉体がある──とね。それは人間と言って差し支えないのではないかな？」

「あー……？　っと……そ、そうなんすかねー……？」

　ノボルが狐きつねに抓つままれたような顔をする。うぅん、ちょっとそれは──。

「美陽さん、無理なくないですか？」

「そうかな。思考昇華パラダイムシフトを引き起こせる以上、残留体の脳は人間と同等、またはそれ以上の想像や思考を、涙晶の羽に与あたえている──とは言えないかい？」

　そう問い掛かける美陽さんの表情は、至って真剣だ。う、……うぅん。思わず唸うなってしまう。残留体が、人間と同等の思考を巡めぐらす──ねぇ。考えてもみなかった。

　我らが室長はピンと人差し指を真上に立て、

「昨日の透ス過テ個ル体スが良い例さ。残留体には本来、集団で行動するような仲間意識はないと言われている。あるのは捕ほ食しよくの意識のみで、敵味方関係なく攻こう撃げきするような獰どう猛もうさだ」

　けれど、と次いで中指も立てる。

「連中は姿を消し、集団で我々に奇き襲しゆうを仕掛けてきた。それも一いつ斉せいに、忍しのび寄る形で──これは従来の残留体とは明らかに違う行動だよ。彼らは思考を巡らせ、たた単純に特攻するのではなく、自分たちが最も油断する瞬しゆん間かんを突ついてきたのさ」

　純白の花瞳エルダーアイリスに突とつ入にゆうする前の、心理的に緩ゆるんでいた僕たちを、狙ねらった。

　それは、確かに──獰猛さではなく、狡こう猾かつさだ。

「加えて、残留体は個体によって思考昇華パラダイムシフトに違いが見られる。知っての通り、思考昇華パラダイムシフトは精せい緻ちな想像を要求するからね。身体の透とう明めい化は極きわめて高度な思考昇華パラダイムシフトだ──それを可能とする透ス過テ個ル体スは、逆説的にある程度の想像力を保持していると言えるはずだよ」

　これが根こん拠きよの三つ目だね、と美陽さんが薬指をも立てた。

　えっと……つまり、頭の良い残留体ほど強力な思考昇華パラダイムシフトが使える──と。

　美陽さんは伸のばした三本の指を掌てのひらに綺き麗れいに収めた。

「詰つまるところね。残留体は、個体によっては『人間に近い知能』を持ち得る可能性もあるのではないか──と、自分は推測しているのさ」

「人間に……近い」

「うん、人間に。残留体は強力になるにつれ人型に近づく、という説があるのを知っているかい？　この場合、強力の定義は『再生能力の高さ』だ。そして、再生能力の高い個体は巨きよ大だいな涙晶を羽として持っている。いわゆる《羽はね憑つき》だね──と、この話はしても？」

「あ、はい。構いませんよ」

　僕はちらと横目でほのみを見た。目が合った。緋ひ色いろ髪がみの少女がにへらっと微笑む。

　少し前までなら、《羽憑き》という言葉一つだけで、胸に嫌いやなむかむかの一つでも渦うず巻まいたのだろうけど──今はもう、大分楽になった。

「では、続けるよ。過去、純白の花瞳エルダーアイリスで遭そう遇ぐうした《羽憑き》の情報を総合すると、七割以上の残留体が人型ないし二足歩行の形を取っているのさ。《羽憑き》に拘かかわらず記憶に新しいところでいくと、一週間前に培ばい養よう器を脱だつ走そうした個体もそうだね」

　ああ。そういえば、あの影かげ法ぼう師し。やたら再生速度が速かったけれど、確かに影法師も人型っちゃあ人型である。人に似て人間とは程遠い──化け物だ。

「ってことは、いつかは人間そっくりの残留体も出てきたり……とか？」

「かもしれない。そして、いつかは人間と同じ存在になるかもしれない──とか、ね」

　あくまで推論だけれどね、と美陽さんは子供っぽく微笑んだ。

「この推論もいつかは学会で発表できると嬉うれしいのだけれど……と、おっと」

　ふと、腕うで時計に目を走らせる我らが室長。ふむ、と一つ頷うなずいてから、

「少々話し込んでしまったね。だいだいやじるし、時間はまだ平気かい？」

「え、あ、そうですね。もう、そろそろかな」

　壁かべにかかる大時計が示す時刻は、お昼ちょっと前である。隣となりを見れば、ほのみがどこかうずうずとした様子で拳こぶしを握にぎっている。うん。ちょっと早いけれど、せっかくだし。

　僕は美陽さんとノボルに向き直った。

「じゃあ、行ってきますけど……本当に僕たちだけでいいんですか？」

「勿もち論ろんさ。気き遣づかいは無用だよ。自分は明日あしたにでも同どう伴はんさせてもらうから」

「右に同じくー。オレも今日は仕事入ってっしな。今度、暇ひまなとき一いつ緒しよにいこーぜ」

　ほのみちゃんと二人っきりなのは羨うらやましいけどな、とノボルは意地悪そうな顔で付け加えた。ここらのノリは、多少ぎすぎすしていても変わらない。そうかい、と僕は不敵に笑い、内心ではひじょーに緊きん張ちようする。

　二人っきりという言葉に、思いの外、反応してしまうのだ。

「さ。だいだいやじるし、ほのみん」

　美陽さんは、晴れやかな微び笑しようで僕とほのみを送り出してくれた。

「年にたった二回の祭り──豊ほう穣じよう祭さいだ。有意義に楽しんでおいで」




　たまには息いき抜ぬきしておいで、とは美陽さんの提案だった。

　ここ最近、涙るい晶しよう泥どろ棒ぼうやら透ス過テ個ル体スやらと、忙いそがしさに目を回していた僕たち特別派は遣けん調査室は、潜せん水すい都市の『潜水』から『浮上』への移行により、一時的ではあるも調査の任が解かれた。それはつまり、特査の全員にしばらくは暇ができたということであり。美陽さんの提案から、僕とほのみは一足先に研究所を後にして、街へ繰くり出していた。

　そこで、潜水都市『鶺せき鴒れい』で最も派手かつ賑にぎやかな祭り──豊穣祭である。

　他ほかの都市はどうか知らないけれど、ここ『鶺鴒』では一か月の潜水を終えた日──すなわち海面へ浮上する今日からしばらく、街一帯での祭りを開かい催さいする決まりだった。海を移動する閉へい鎖さ的な都市の住民にとって、唯ゆい一いつの大規模な娯ご楽らくである豊穣祭は、初日であろうと終日であろうと賑わい大混雑するのが恒こう例れいでもある。

「人──多いよっ？」

　だからまあ、記き憶おく喪そう失しつのほのみが人混みに驚おどろくのも、無理はないのかなぁ。

「豊穣祭だからねぇ。はぐれないように気をつけてね、ほのみ」

　行き交かう人の波に呑のまれぬよう、僕は傍かたわらのほのみに寄り添そった。元迷子のほのみをこんなところで迷子にしてしまっては洒落しやれにならない。目を離はなさぬように──と、そこで。

「ん！　んと、じゃぁ、その、は、はぐれないようにっ」

　がばっ、とほのみが片手を突き出してきた。いつかの雨合羽を彷ほう彿ふつさせる、見事な貫ぬき手ての形である。しかし、その頬ほおはほんのり朱しゆに染まり、目はぎゅっと瞑つぶられている。

　はて、なんで。………………………………………………………………あ。

「えっと、もしかして手を繋つなごうってこと？」

　わざわざ声に出さなくてもよかったかもしれない。ほのみの耳が熟うれた梅の如ごとく赤くなっていく。今が旬しゆんなのかもしれない。……いや、ちょっと待て僕。意味不明だ。

　それだけ余よ裕ゆうがないのは自覚しているけれど──僕ってこんなに照れ屋だったのか。

「あー……じゃあ、どうぞ」

「ん、と……よ、よろしくお願いしやす」

　ほのみの言葉遣づかいが変に乱れているのは、うん、まぁ……なんとなく察しがつく。

　僕はほのみの手を握った。冷たい。うわ……指、細っ。掌も……柔やわらかっ。

「ぉ、おぉぉぉぉ……」

　見れば、ほのみがなにやら唸っていた。繋いだ僕の手をまじまじと注視している。もしかして、あちらも同じような感想なのか。脇わき腹ばらを妙みようなむずむず感が駆かけ上る。

「ねぇ、ほのみ。僕たちって、最初に出で逢あったときにも手、繋いだよね？」

「う、ん……あたし、とうやくんの手、ぶんぶん振ふってた、けど。んぅ……なんでかな、今繋ぐと、こんなに恥はずかしいよ？」

　うぅん、と僕らは二人して唸る。繋ぐ手からは目を放せない。……いやまぁ、なんとなく、答えは既すでに出ている気もするけれど。いや、あくまで気だっ、気！

「ま、まぁ！　……その、祭り、いこっか」

「ん、そうする！」

　いつも以上に快活な返事が得られたところで、意見合がつ致ちだ。

　僕が先導する形でほのみの手を引いて歩く。速すぎず、遅おそすぎずの歩調を維い持じして。姉さんに手を引かれた経験はあれど、いざ自分が引く側になると妙なこそばゆさを感じる。時折、お互たがい握った手にきゅっと力を入れるのが、文字通り手に取るようにわかるし。

　なんだろ、これ。すごく楽しい。

「ほのみ、どこか行きたい場所、ある？」

「んー……色んな所回ってみたいけど、とうやくんと一緒ならどこでもいいよ」

　うぐ。手を繋いでいても直球表現は健在らしい。天然ほのみん、今日も強し。

　僕は熱い頬を風に当てつつ、少し背せ伸のびして辺りを見み渡わたす。

「それじゃあ……あっちの通りのほう、見てみよっか」

「見てみる見てみるっ」

　装そう飾しよくが煌きらめく都市を行くと、色々なものに目が映る。普ふ段だんは何気なく見過ごす街灯も、ちょっとした花飾かざりを付けるだけでたちまち人目を惹ひいていた。見上げれば、子供が手でも離したのだろう、赤色の風船が紺こん碧ぺきの空を漂ただよっている。ゆらゆらと。

　ほのみは持ち前の好こう奇き心しんを存分に熱視線として賑わう通りに向ける。

「ほーじょーさい……『宝ほう茸じよう菜さい』って、最初は珍めずらしい食べ物かなって思ってたよ」

「ほのみらしい勘かん違ちがいだねぇ……まあ、豊穣祭は、今年も涙晶が沢たく山さん取れましたー、っていう豊作を祝うものだから。年に二度しか潜水しない都市だと珍しい行事ではあるね」

「とうやくんも前に来たことあるの？」

「一応、毎年は。潜水都市きってのお祭りだから、ほとんどの人が参加してると思うよ」

「へぇ……んー。あたしも、記憶がなくなる前は来たことあったのかも」

　ほのみが零こぼした言葉だった。記憶がなくなる前──か。

　依い然ぜんとしてほのみの記憶、及および母親の手て掛がかりは一つとして掴つかめていない。美陽さんが色々と調査の手を尽つくしているとは、前に聞いた。けれども、僕はなにもしていない。してあげられていない。こうやって祭りの道案内を務めるのがせいぜいだ。

　もっと。もっとなにか、ほのみにしてあげられることは──ないのだろうか。

　ほのみが僕を認めてくれたように、僕も、なにかほのみの力に──なれないのか。

「この景色が、あたしの記憶になっていくのかな……」

　ふと、緋ひ色いろの髪のつむじが揺ゆれていた。僕ははたと気付く。

「豊穣祭に見覚えある？」

「んーん、全然。記憶を思い出す気配は微み塵じんもありませんっ」

　微塵も、と指で小さな隙すき間まをつくるほのみの笑え顔がおは、曇くもり一つない快晴だ。……記憶がない寂さびしさを誤ご魔ま化かしている、とかの類の笑みじゃあなさそうだけど。

　ほのみは立ち止まらずに行き過ぎる人々をどこか優やさしい目で眺ながめながら、

「微塵もないけど──いいかなって。お母さんと会いたい気持ちが薄うすれたわけじゃないけど、でも、こうやってとうやくんと一緒にお祭りに来られるなら、記憶が戻もどらなくてもいいかなって──ううん、違うかな。もう思い出したくない。あたしは」

　ずっとこのままがいい、とそう呟つぶやく横顔は。

　僕の見間違いかもしれないけれど──ほんの少しだけ、何故か不安そうに見えて。

「……だったら、」

　だから、言葉は自然と口をついていた。

「来年も一緒に来よう。来年だけじゃなくて、再来年も、再々来年も。一緒に」

　来よう、と僕は言った。ほのみが立ち止まり、僕に振り向く。その顔は真っ赤だった。……え、僕、恥ずかしいこと言った？　わわっ、とほのみも慌あわててるし。

「……う」

「う？」

「嬉うれし恥はずかしありがとっ」

　ほのみがぷいとそっぽを向いた。耳の先がぴくぴくと動いている。……あー、照れ隠かくしなんだろうな。すごく微笑ほほえましいのだけど、そんな反応されるとこっちも照れる。

　どこかくすぐったい気分のまま、僕は自分でもよくわからないまま口を開こうとして、

「え……橙とう矢や？」

　喧けん噪そうの合間に聞き覚えのある澄すんだ声が響ひびいた。振り返る。

　そこにいたのは、声から予想がついていたけれど、案の定、つばさだった。久しぶりに見る私服姿の腐くされ縁えんは、珍しく目を丸くしている。

「びっくりした。こんな所に橙矢がいるなんて。あ。おはよ、ほのみ」

　おはよっ、と元気よく声を出したわりには、ほのみの目はどこか泳いでいる。見れば、つばさの視線もどことなく落ち着かない。やがて、その視線は僕の手元で止まった。

「……二人は、デート？」

　は、と僕が疑問の声を出したのも致いたし方ないと思う。繋いだほのみの手がぴくんと震ふるえて、より強く握りかえしてきた。つばさの目は明後日あさつての方向を向いている。

「女の子と一緒に手を繋いで、しかもお昼前から祭りに来てるんだし。違うの？」

「え。でも、つばさとは一昨日おとといも遊びにいったと思うけど」

「それは。そうだけど……そうなんだけど！…………手は繋いでないし……」

　つばさの頬がむぅと軽く膨ふくれていた。ごにょごにょとした後半は全然聞き取れない。珍しい。これは……拗すねている、と思う。確かに、ほのみがいるのだからつばさも誘さそうのが道理だったかも。二人とも仲良いし。僕は今やふぐのような頬のつばさに声をかけ、

「つばさ。それなら今からでも、」

「いい。なんでもない。用事あるからもういくね。ばい、ほのみ」

　しまった。つばさが人の合間を縫ぬって足早に去っていく。僕としては、どこかいつもより控ひかえめな笑顔で手を振るほのみに合わせて、腐れ縁の背中に手を振ることしかできない。

「……もしかして、学校の友達と来てたのかな」

　今の断り方だとなんとなくそんな気がする。ふと、繋いだ手がぎゅっと握られ、僕は視線を傍らに戻した。見れば、ほのみがどこか申し訳なさそうに僕を見上げている。

　……？　ほのみは、言葉を探すように口をゆっくりと開くも、一度、迷うみたいに躊躇ためらったあと、すぅっと息を一つ吸い込んで、

「今日は……目め一いつ杯ぱいっ、楽しむからね！」

　どこか吹ふっ切れたように笑ってみせた。……そっか。うん、そうだ。つばさと一緒に回れなかったのは残念だけれど、それはまた明日、声をかけてみよう。

　今は今だ。今を楽しむのに、僕がほのみに笑顔を返さない理由はない。

「うん、そうしよっか……っと」

　──がくんっ──。

　地面が大きく揺れた。とはいえ、足あし下もとを崩くずされる程ほどの衝しよう撃げきではなく、その揺れも一過性のもので、すぐに収まった。ただし、後に続く微び細さいな駆く動どう音を残して。

「ん……この音って」

　ほのみがその胸に宿る好奇心のまま、辺りに耳を澄ませた。しかし、

「……誰だれかのお腹が鳴った音？」

「その結論はちょっと残念かなぁ……」

　えっへへ、とほのみがにこやかに笑う。あ。さてはこの子、天然じゃあなく意図的にボケたな。最近わかってきたけれど、ほのみって性格言動行動が意外とお茶目である。

　しかしまぁ、この揺れが腸の動きだと勘違いされたまま終わるわけにもいくまい。

「今のは都市が浮ふ上じようしてるときの揺れだよ。多分、もうすぐなんだろうけど……」

　僕が告げるのと同時に、すぐ傍そばの街灯スピーカーから放送が流れた。『後数分で海面へ浮上します。しばらく揺れますが、ご了りよう承しようください』……らしい。

　そう、あと数分で──都市は深海を抜け、太陽の光降り注ぐ海面に浮上する。

「んー……んっ？　もしかしてあたし、初の青空を拝むことに？」

「お、だね。そうだ、せっかくだから見晴らしの良い場所で見よっか」

　んっ、と素す直なおな声が賛同する。そうと決まれば、まずはお昼の確保だ。ほのみの初青空観かん賞しようは例の屋上で行うとして、やはり手軽に食べられるものをお供にしたい。

　目的地に向かうべく、僕たちはどちらともなく繋いだ手を揺らした──そのときに。

　明らかに桁けたの違う轟ごう音おんが、耳じ朶だを打った。

「っ、うわっ」

　仰ぎよう天てんの声は僕とほのみの二人分だ。お互い、咄とつ嗟さに握にぎった手を離はなしてしまう。ああ、勿もつ体たいない……そう思えるだけの時間と余裕は、次の瞬しゆん間かんに消え失うせる。

　身を引き裂さくような甲かん高だかい悲鳴が──人混みの遥はるか彼方かなたから響いた。

　どよめきが刹せつ那なの合間に人の波を伝でん播ぱして大通り全体に広がる。祭りを楽しんでいた大勢の客が次々と足を止めていた。ここからじゃ、騒さわぎの中心は見られない──けれど。

　上空に噴き出る黒こく煙えんを見れば、おおよその事態は把は握あくできた。

「……火事？」

　ぽつりとした呟きはほのみから。そうだ、黒煙なのだから火事なのだろう。……それにしては火の気の熱を感じないな。いや、疑問に思っている暇ひまもない。

　こんなとき、不安の波は紋もんが恐きよう慌こうの洪こう水ずいへ変わるのに、さほど時はかからないのだから。

「ほのみ、こっちに！」

　返事を待たずに僕はほのみの手を引っ張った。そのまま走る。わわっ、とほのみが驚おどろくも、残念ながら説明する余裕はない。既に周囲は、我先にと逃にげ惑まどう人たちで大混雑である。下手に立ち止まると人の大おお津つ波なみにぺちゃんこにされる。……ええい、走りにくい！

　おかげで──建物と建物の隙間に駆かけ込んだ頃ころには、息が切れていた。

「ふぅ……よし、ここまでくれば大だい丈じよう夫ぶかな。ほのみ、平気？」

　ふひぃ、とほのみから返答があった。見る限り、とくに怪け我がはなさそう。よかった。

　にしても、大変な目にあった。僕は大通りの喧噪を遠巻きに眺める。

「なんだったんだろ、今の……ん？」

　妙みようなむず痒がゆさに気付いた。見れば、ポケットの中身が振しん動どうしていた──と、思ったら途と切ぎれる。かと思ったら、またも無音の振動で着信を告げる。二度にわたっての応答要求。

　僕は鳴り止やまぬ携けい帯たい電でん話わを取り出す。着信表示は美陽さん。通話ボタンを押し、

「はい、もしも──」

『だいだいやじるしっ？　今どこにいるのっ？』

　耳元に当てた瞬間、大だい音おん声じようが鼓こ膜まくを叩たたいた。うひゃっ、うるさっ。

　思わず携帯を少し耳から離したら、さらなる一いつ喝かつが飛んできた。

『どこに──っ、まさかなにかあったのかい!?』

「え、ちょっと。ど、どうかしたんですか？」

　美陽さんがここまで声を荒あららげることも珍しい。しかも、焦あせり気味の早口でなんて。

『……無事、なようだね』

　ふぅ、と通話の主は明らかな安あん堵どの吐と息いきを零した。心底、胸を撫なで下ろすようなその様子に、僕は返答しつつもある一つの事こと柄がらに思い立った。

「無事は無事ですけど……あ、もしかして、さっきの火事のこと言ってるんですか？」

『火事？　火事が起きているのかい？　そうか、もう二次的な被ひ害がいが……』

　と、硬かたく険しい独り言のような呟きが返ってきて、

『だいだいやじるし。今すぐそこを離れて』

　そんなことを言われた日には、さすがに困こん惑わくする。

「は、離れろって……えっと、そんなにまずいものなんですか、今の火事」

『違う。それは二次的なものなんだ。状じよう況きようは限りなく──、─切──っくして──』

　突とつ然ぜん、美陽さんの声が途切れた。耳みみ障ざわりな雑音が受話器から弾はじける。

「あの、美陽さん？」

『一いつ旦たん、研究所に戻って──今、残ざん留りゆう体たいが──都──襲しゆう撃げきし───だ。原因も被害──況きようも解──ない──こちら──────混乱──ど、市街────安全な──ら」

「すみません、よく聞こえないです！」

　こちらの声は届いていないのか、聞こえはどんどん悪化していき、

『何────なっ──かの原───不──れど、──もしか、──て────ッ』

　ぷつんっ、と遂ついには回線が切れた。つーつー……耳に無機質な電子音が突つき刺ささる。

「とうやくん、今のみよみよさん？」

「あ、ああ、うん……」

　ほのみが不安げに眉まゆを寄せるので、僕は曖あい昧まいに頷うなずいた。知らぬ間に携帯電話を固く握りしめていた。胸がやたらとざわつく。正体不明の不安が……渦うず巻まき始める。

　通話が切れたのは電波の問題。そう片付けるのは──容易たやすいけれど。

「──いこう、ほのみ」

　美陽さんの忠告を聞かずしてなんとする。僕は再度、ほのみの手を取った。……？

　ふと、嫌いやな風が頬ほおを撫でた。ねっとり絡からみつくような熱風。ここは路地裏なのに──。

　なにかの息いき遣づかいが聴きこえた気がして、僕ははっと振ふり返った。

　そこには誰もいなかった──人は誰も、いなかった。

「なっ……」

　いやに見覚えのある、虚こ空くうに潜ひそむ『歪ゆがみ』なら、確かにそこにいた。

　ただの虚空に色しき彩さいが宿る。光を乱反射させて変化するソイツは、巨きよ大だいな羽を生やし、隆りゆう々りゆうたる四し肢しで地を掴つかんだ。亡ぼう霊れいのように僕の前に現れる、その化け物は。

「……うそ、だろ」

　通話が切れる直前。もしかして、と美陽さんは言っていた。

　その言葉の続きは、こうだったんじゃないだろうか。

「──濁だく竜りゆう!?」

　回かい廊ろうにいた透ス過テ個ル体スのうち、既すでに何体かは都市へと侵しん入にゆうを果たしていた────と。

　歪いびつな片羽を雄お々おしく広げて、一体の竜が狂くるおしく空へと咆ほう哮こうした。




　────落ち着け。

　僕は己おのれに言い聞かせた。錯さく乱らんしかける思考を、理性の力で無理矢理押さえつける。コイツは三年前の濁竜とは別物だ。姉さんのときとは違ちがう。だから発ほつ作さを起こすな、僕。身体からだを破は裂れつさせている暇があったら、早急に考えるべき事柄を思考しろ。

　眼前の敵を見み据すえろ。今まさに尻尾しつぽを振るった、巨大な竜────を!?

　視し認にんしたときにはもう遅おそかった。唸うなる風音。僕は咄嗟に胸の前で両りよう腕うでを交差する。と、刹那、濁竜の尾おが腕にのめり込み、一瞬の浮ふ遊ゆう感かんの末──横の壁かべに叩きつけられた。

「か──はっ」

　絶息する。背中から四肢にかけて激痛が奔はしり、身体の力が否いや応おうなく抜ぬけた。

「とうやくんっ──!?」

「く……るな！」

　悲鳴を上げ駆け寄るほのみを、僕は擦かすれ声で制止した。びくんっと肩かたを震ふるわせるほのみに、大丈夫だよ、と笑いかける気力と余よ裕ゆうは、さすがになかったのだけど。

　それでも、よろよろと起き上がり──唐とう突とつに次が来た。

　視界に映る竜の前まえ脚あし。僕は体勢を顧かえりみず横合いに跳とんだ。けれども、不十分。万全とは言い難がたい四肢は十分には動いてくれず、下手な回かい避ひの代だい償しようとして鉤かぎ爪づめに肩を抉えぐられた。

「っ……っっ！」

　悲鳴を噛かみ殺し、無様にも地べたに転がった。ま……ずい。一方的過ぎる。腰こし元もとの駆動銃ランゲージを抜く暇すらないなんて──っ、せめてほのみだけでもこの場から離さないと。

　濁竜が地を踏ふみ鳴らして迫せまってくる。幸いにもほのみではなく、僕を獲え物ものとして選んでくれたらしい……いや、呑のん気きに冗じよう談だん言ってる場合じゃない。

　今からでも遅くはない。僕はそこにいるであろう、少女に声をかけ──損そこなった。




　ほのみが僕に背を向け、両腕を力いっぱいに広げていたから。




　まるで通せんぼするような形。それの。それの意味するところは──。

「っ……っ、っ、……っっ」

　声を震わせ、ほのみが濁竜と対たい峙じしていた。まるでどころか、まさしく僕を庇かばって。

　胸に冷たいものがするっと落ちる。頭が真っ白になって、僕は叫さけんだ。

「なにしてんのっ、ほのみっっ、逃げ」

「──大丈夫だから！」

　きっと気き丈じように濁竜を睨にらみあげて──ほのみは、そう言い放った。

「今度はあたしの番だからっ。あたしがとうやくんを守るからっ、だから！」

　──何故か。その震える背中が、どうしようもなく悲しそうに見えて。

「とうやくんを──傷つけるなぁっ！」

　ほのみが叫び。濁竜は煩わずらわしそうに前脚を振り上げた。

　鈍にぶく光る鉤爪が、ほのみを直撃する────否いな。

　直撃した、だけだった。

「……え」

　ほのみの華きや奢しやな肩に濁竜の爪が食い込んでいる。暴力的な圧力に骨が軋きしむのが、嫌な音と共に如によ実じつに伝わってくる──なのに、緋ひ色いろの髪かみの少女は、微び動どうだにしない。こともなげに、まるでそれが当たり前かのように、そこに立ち続けている。

　行動と結果が繋つながらない。正常なのに──どこか、異常で、歪な光景。

「……ん。やっぱり」

　そっか、と風に乗ってそんな声が聞こえた気がして。




　涙なみだ色の羽が、そよ風に揺ゆれていた。




　淡あわい光の粒りゆう子しが舞まう。その羽は豊ほう潤じゆんな光を湛たたえ、雄々しく、されど美しく宙に伸のびていた。あまりに強きよう烈れつな神こう々ごうしさ──目を離すことすら罪だと思えてくる、その羽は。

　残留体の証あかしたる、涙るい晶しようの羽は。

　濁竜よりか遥かに大きく広がる、《羽はね憑つき》の片羽は。

　緋色の髪を宙に舞まわせ、かき分けて──気付けば。
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　ほのみの後頭部より、その羽は出現していた。




　……言葉が出ない合間は、果たしてどれくらいの長さだったのか。

　緋色の髪の少女が歩くように動いた。

　とん、と柔やわらかな靴くつ音おとを鳴らし、その身を宙に躍おどらせる。目を瞠みはる跳ちよう躍やく力──否、羽による浮ふ力りよくで跳んだ彼女の目の前には、竜の頭があった。

　ほのみは軽く右手を振り上げる。その手の形は貫ぬき手て。白くて細い指が揃そろえられ──一いつ閃せんされた。きん、と空気が凍こおるような断絶音の後、濁竜の羽が粉々に散る。命の源を断たれた竜は、僅わずかな硬こう直ちよくの後、その身を無色の灰へと変え──蒸発した。

　ほのみの手刀が、羽を根本から斬きった。

　──そう、僕が悟さとったときには、少女は既に地に降り立っていた。

　たった、三歩半の距きよ離り。

　歩み寄れば抱だきしめることだってできる距離で、僕はほのみをただ見上げた。

「……んっ……っ」

　──そのとき。僕は、どんな顔をしていたんだろう。

「そう、だよ……ねっ」

　ほのみがくしゃりと顔を歪めた。ひっく、と喉のどが震える。堪こらえられた嗚お咽えつの代わりに一ひと粒つぶの雫しずくが頬を伝った。なのにそれでも、少女は懸けん命めいに笑えみをつくろうとしている。

　────とうやくん、すごく辛つらそうだよ？　なのに、んと、どうして笑ってるの？

　僕は。どうして、ほのみにこんな顔をさせている。

　ごめんね、とほのみが言った。半歩、僕から離はなれる。たった半歩なのに、遠い。足が重い。身体に力が入らない。心に力が入らない。どうして……動けないんだよ。

　ほのみが、こんなにも泣いて微笑ほほえんでいるのに──。




「今までありがと、とうやくん。……ばいばい」




　その言葉を、最後に。

　羽が巻き起こした強烈な風圧を残して、ほのみは僕の前から姿を消した。

　僕が意識を失ったのは、多分、そのすぐ後だったと思う。




　最初に感じたのは、痛いほどの沈ちん黙もくだった。

　泥どろ沼ぬまから這はい上がるように鈍く、僕は覚かく醒せいした。薄うす暗ぐらい天てん井じようが目に入る。後頭部に、なにか沈しずみ込むような柔らかい感かん触しよくがある。背中にも同じような──ああ、僕、ベッドに寝ねかせられているのか。消毒液のような微かすかな臭においが鼻を突いた。

　医薬品の臭い。柔らかいベッド。……見覚えがある。ここ、研究所の医務室だ。それも個室。規模が桁けた外はずれの研究所内部にある、数多くの医務室のうちの、一つだろう。

「……目が覚めたかい？」

　声は傍かたわらから発せられた。首を巡めぐらすと、亜あ麻ま色いろの髪が視界の端はしに映った。

「……美陽、さん」

「無理に起き上がらないほうがいい。肩の傷に障さわるよ」

　ベッド脇わきの椅い子すに腰こし掛かけていた美陽さんは、そう言って僕を制した。言われて見れば、制服の下の右肩に過か剰じようなまでに包帯が巻かれている。……おとなしく、頭を寝かせた。

「……僕、どれくらい寝てました？」

「君が医務室に運びこまれてからの計算でいくと、約六時間だね」

　六時間……。窓の外が暗いわけだ。蛍けい光こう灯とうの薄うす明あかりだけがこの部屋の頼たよりである。

　美陽さんを見上げる形になって、僕は初めてその異常に気付いた。

「うん？　これかい」

　僕の視線に気付いたように、美陽さんは己おのれの右腕を──白い包帯に吊つるされた腕を揺らしてみせた。恥はずかしそうな苦く笑しようと一いつ緒しよに。

「少しばかり骨を折ってしまってね。しばらくは使い物になりそうにない」

「……そうですか」

　腕うで利ききの武装研究員が骨折した──その意味を、僕はしばし考えてから、

「……なにが、起きたんですか？」

「複数の残ざん留りゆう体たいが、同時多発的に都市へ襲しゆう撃げきを仕掛けてきたんだよ」

　僕の質問を予想していたのか、美陽さんは間かん髪はつ入れずに答えてくれた。

「より正確を期すなら、今日の昼頃ごろ、都市にどこからともなく一いつ斉せいに湧わき出てきた残留体が、一いつ般ぱん市民に攻こう撃げきを加え、都市の施し設せつを破は壊かいして回った──ということになる」

　まあ、僕にとっても──その答えは、ある程度わかっていたものだったけれど。

「透ス過テ個ル体スの仕し業わざ……ですよね」

「うん。回廊で全すべて仕留めたと思っていたのだけど──詰つめが甘かったらしい」

「あのとき取り逃にがした残留体が、都市に入ったってことですか……」

　透ス過テ個ル体スの特とく徴ちようは、文字通り、姿を周囲に溶とけ込ませる点にある。その性質は驚きよう異いの一言だ。回かい廊ろうで戦った残留体のうち、何体かは僕たちに気付かれることなく回廊を抜ぬけ、研究所から都市へと侵しん入にゆうを果たす──そんな芸当すら可能にする、性質。

「いや、それだけではないだろうね」

　説明が付かないから、と美陽さんは緩ゆるく首を振ふった。

「都市で確かく認にんされた残留体の数は、優に二〇を超こえている。回廊で討うち漏もらした数にしては多すぎるよ。これは自分の見解だけれども、おそらく彼らは、随ずい分ぶんと前から都市に潜せん伏ぷくしていたのではないかな」

「潜伏……」

　なんともまぁ、獰どう猛もうな残留体に似合わない言葉だこと。

「回廊の扉とびらを開くタイミングなら、いくらでもあるから──純白の花瞳エルダーアイリスと繋がっていたこの一か月、自分たちが回廊を開く度たびに、入れ違ちがう形で透ス過テ個ル体スを都市に招き入れていたのだとすれば、今の壊かい滅めつ的な状じよう況きようも理解はできるよ。……納なつ得とくはできないけれどね」

　悔くやしさを滲にじませた呟つぶやきは、美陽さんの心境そのものなんだろう。

　しかし、今の台詞せりふの中に気になるものを見つけてしまった。

「あの、美陽さん。あんまり進んで訊ききたくはないんですけど……都市の被ひ害がいって、どうなってます？」

「壊滅的ではあれど、かろうじて壊滅はしていない、と言ったところかな。都市における主要施設は大方破壊されたよ。発電所もやられてね、一度は都市中が停電に陥おちいったのだけれど、非常電源で持ち直し一時的に復旧。ただしこれもそう長くはもちそうにない」

　さらにね、と我らが室長は二の句を継ついで、

「涙晶の盗とう難なん事件を覚えているかい？　その影えい響きようで現在、都市中の涙晶が慢まん性せい的に不足しているんだ。おかげで、通信を始めとした施設間の連れん携けいがすこぶる上う手まくいっていなくてね、他ほかの施設に関しても似たような被害状況だよ」

「悪いこと重なり過ぎじゃないですか……」

　道理で部屋が薄暗いと思った……。美陽さんとの通話が切れた原因もそれか。

　っていうか、なにしてくれてるんだよ、あの雨あま合羽ガツパ。

「……で、そのどこら辺に救いがあるんでしょうか」

「住民たちが既すでに避ひ難なんを終えている点にさ。人がいれさえすれば、物はまた創つくれる」

　前向きに笑う美陽さんであったけれど、すぐにふぅとため息を零こぼした。

「──ただ、都市機能が麻ま痺ひしていることに変わりはないからね。こちらの反撃で今は沈ちん静せい化している残留体も、いつ動くかはまるで解らない。その上、相手は不可視だ。武装研究員が交代で都市を巡じゆん回かいしてはいるけれど、こちらも負傷者が──自分も含ふくめて無視できない程ほどに多い。総力戦になったとしても、状況は常に後手後手だよ」

「……もしかして、その骨折って、残留体と戦ったときの？」

　無言の首しゆ肯こうが返ってきた。言葉にしないのは、きっと悔しいからなんだと思う。

　我らが室長は、『舞まい姫ひめ』と謳うたわれた姉さんが最も可愛かわいがっていた後こう輩はいだ。その実力は折り紙付き。にも拘かかわらず、骨折と引き替かえに沈静化が精せい一いつ杯ぱいとなると。

　ようやく理解が及およぶ。これは──本当に、未み曾ぞ有うの事態なんだ。

「……だいだいやじるしは、なにがあったんだい？」

　不意に、美陽さんの声が頭上より降ってきた。

「路地裏に倒たおれていた、と通報してくれた住民が言っていた。怪け我がを負った状態だと聞いた時は肝きもが冷えたよ──『再生』が使えない程に、または追いつかない程に、君は危機的な状況下に身を晒さらしていたのかと思ってね」

　僕は答えられない。答えない。答えたく……ない。

　しかし、質問は途と切ぎれない。

「一緒にいたほのみんは──どうしたんだい？」

「……ほのみ、は」

　ほのみ。僕の名付けた名前が、記き憶おくの破は片へんを掴つかみ取る。

　濁だく竜りゆう。両手をひろげるほのみ。涙なみだ色の羽。涙。涙。涙……ほのみの、涙。

　────……ばいばい。

「っ…………」

「──そんな辛そうな顔をする君に、これを伝えるのは憚はばかられるけれど」

　顔を背そむけても、背中を向けても、届く声からは背けなかった。

「残留体の目撃情報の中に共通するものがあった。……『緋ひ色いろの髪かみの少女が複数の残留体を先導する』──そんな場面が幾いくつも目撃されているんだよ。研究所はこの少女を《羽はね憑つき》と認定、《堕だ天てん使し》と便べん宜ぎ上じようの名めい称しようをつけた」

「────」

　理解が──及ばない──。

　緋色の髪？　少女？　残留体？　先導？　堕天使？　なんですか、それは。

　理解どころか納得もできていないのに、美陽さんの言葉は続く。

「残留体が集団性を身に付けている、と自分が言ったのを覚えているかな。今回の都市襲撃はそれに近いのさ──あまりに計画性が高い。準備が周しゆう到とうすぎるんだよ。まるで、人間に近い戦略を思考できる個体が、残留体全体を指揮しているのかと疑うくらいに」

「……違う」

　口にしてから気付いた。僕は──なにを否定しているんだ？

「……だいだいやじるし、自分が出した推論を言わせてもらうね」

　言わなくていい。言わなくていいですよ、美陽さん。僕は顔を背けている。だから美陽さんの表情は見えない。けれども、今、美陽さんが息を溜ためた気配は伝わってきた。




「ほのみんは残留体だよ」




　心臓を、ぎゅっと鷲わし掴づかみにされたような気分だった。

「目撃情報を統合した限り、彼女はかなり巨きよ大だいな羽を保有している。その大きさから判断するに、過去のどの残留体よりも強力だと推測が立つんだ。また、飛行した姿を見た人もいることから、それが《羽憑き》である裏付けにもなるね」

　違う、と僕は呻うめいた。なにを、と僕自身が問い返した。なにが、違う？

　わからない──わからないまま、美陽さんの言葉は容よう赦しやなく僕に投げかけられる。

「残留体は強力になるにつれ人型に近づく。人に限りなく漸ぜん近きんした個体は、人と似た思考を持ち、人と似た考えをして、人と似た──いや、人と同様の人格を得る」

「それは……美陽さんの推論じゃないですか」

「そうだね。けれども、君は涙るい晶しようの羽を生やすほのみんを見た──それもまた事実だよ」

「違う……ほのみは」

「彼女は残留体だ──それを認めなければ話は先に進まない。進めない」

「違ちがうっ！」

「違わないよ。──だいだいやじるし、聞いて」

　白い手がそっと僕の頬ほおを挟はさんだ。冷たい感かん触しよく。顔が美陽さんの方向に向けられる。

　もう、目は背けられない。逃げを許さない凜り々りしい眼まな差ざしが僕を射い貫ぬく。

「今、身を潜ひそめている残留体の駆く除じよ班が組まれようとしている。これ以上の被害は都市を壊滅させかねない──駆除は、全武装研究員を導入した大規模な作戦になると思う」

　駆除──駆除って、なんだよ。

「対象は都市に侵入した全ての残留体。──無論、緋色の髪の少女も含めて、だよ」

「……ほのみを……駆除──するって、言いたいんですか……美陽さん」

　そうだよ、との簡潔な答えに、僕は息を詰まらせた。

　残ざん酷こくなまでに悲しい光が、美陽さんの双そう眸ぼうに湛たたえられている。

「作戦の決行は明朝。時間は一晩ある」

　白い指先が僕の頬を撫なでるようにするりと抜けていった。美陽さんはそのまま立ち上がると、包帯に吊された腕うでを揺ゆらしながら、扉まで歩いていく。コツ、と靴くつ音おとが止まった。

「君がどうするか。君自身がどうしたいか。それまでに答えを決めておいて」

　そんな問い掛かけを残して。

　美陽さんは一度も振り向くことなく部屋を去っていった。完全防音の個室はすぐさま静せい寂じやくを取り戻もどす。自分の息いき遣づかいさえ聞こえる空間で──僕は小さく呟いた。

　ほのみ。ほのみ……ほのみ。




　外は真っ暗だった。

　海面への浮ふ上じようを終えた都市は、自然の夜空の下、真まっ暗くら闇やみに包まれている。街中の灯あかりは電力確保のためか極力減らされ、地上を照らすのは月明かりと星の瞬またたきのみ。夜の帳とばりが下りた都市は、真冬の寒さも相まって見るからに寂さびしい。

　ましてや、人ひと気けのない独りぼっちの屋上なんて──寂せき寥りようの極きわみである。

「……星がよく見えるなー」

　手すりに背を預け、僕は夜空を見上げた。久しぶりの空は、透とう明めい感かん溢あふれる黒色で塗ぬり潰つぶされていた。ちりばめられた星群が星座を描えがくも、生あい憎にく、僕は天文学には疎うといも疎い。

　こんなに綺き麗れいな空を見ても──なにがなんだか、よくわからない。

「ほのみと出で逢あったのも……ここだったっけ」

　古びた給水塔とうに向けた独り言は、夜闇にすぅっと溶ける。ここには誰だれもいない。いるはずがない。一いつ般ぱん市民は既に退たい避ひを終え、武装研究員は残ざん留りゆう体たいの駆除に向けて、今いま頃ごろ作戦会議の真っ最中だろう。皆みんなが皆、都市を脅おびやかす化け物を倒そうと、一いつ致ち団結しているはず。

　残留体を先導する、緋色の髪の少女──堕天使と呼ばれた彼女を、駆除するために。

「……ほのみは…………残留体だ」

　そんなこと──もうとっくに理解している。

　美陽さんにはああ言ったけれど、僕自身、本当はわかっていた。濁竜の爪つめを生身で受けきり、《羽憑き》の羽を貫ぬき手てで一刀両断するあの身体能力は、運動神経が良いとかそんなので説明がつく領域を超えている。ほのみは残留体。そこに間違いはない。

　だから、美陽さんの推論は──きっと正しいのだろう。

「……残留体は強力になるにつれ人型に近づく、か」

　美陽さん曰いわく、ほのみは残留体史上、最強の《羽憑き》らしい。

　けれども、僕と一いつ緒しよに日々を過ごしてきたほのみの実態は──ただの女の子だ。

　その姿、考え、仕草は人となんら変わりない。空腹を覚えれば腹が鳴る。興味のあるものには我を忘れ熱中する。天然でよくボケる上に、意図的にだってボケる。総ボケ少女はいつも元気で明るくて、しかしときには心を痛めてその頬に涙を流す。

　強くて弱い──年相応の、少女なのだ。

「記き憶おく喪そう失しつも……多分、そういうことなんだろうな」

　記憶喪失は、おそらく残ほ留の体みが人に近づきすぎた代だい償しようだ。

　これは仮説も仮説だけれど──ほのみは、人に近すぎる存在に昇しよう華かしたため、残留体としてではなく、人としての自我を得たんじゃないだろうか。人型に近づきすぎた《羽憑き》ほのみは、己おのれが残留体であることを忘れ、自分は人であると認にん識しきした。それはある意味、自然な流れだ──僕だって、生まれてから死ぬまで自分が人間であると疑わない。

　そう考えれば、辻つじ褄つまが合う。

　ほのみには、最初から記憶なんてなかったんだ。

　誕生直後の赤子には当然、記憶が存在しない。それと同じなのだと思う。少女としての自我を形成したほのみは、それまでの自分が残留体であったが故ゆえに、その自我に対応する年ねん齢れいまで歩んできた記憶が、最初から丸々ないのだとすれば。人格や思考形態は年相応の少女であれど、記憶だけは生まれ落ちた赤子と同じ──空っぽだ。

　空から。後天的なものではなく──先天的な記憶の欠落と言える。

「……そうなると、迷子っていうのも違う意味合いになってくるのか」

　今や想おもい出深い給水塔を眺ながめれば、あの日の光景は鮮あざやかに思い出せる。

　これに至ってはもう、推測どころかただの想像でしかないのだけど。

　ほのみは元々、都市に潜せん伏ぷくする残留体だったのでは、と思う。都市を襲しゆう撃げきする連中の一味として、純白の花瞳エルダーアイリスから送り込まれた。けれども、人として目覚めたほのみはその役目を忘れ、そしてあの日、僕はそんなほのみを迷子として見つけた。

　残留体ではなく、ただの迷子の少女と──僕は出逢ったんだ。

「まあ、お母さんうんぬんの発言は謎なぞのままだし……確認のしようもないけど」

　ほのみは、もうここにはいないのだから。思考すべきは、あの質問。

「……明朝っていつ頃ごろなんだろ」

　真っ暗な空を見上げる。この黒が白に変わる頃が、明朝だろうか。

　それまでに、僕は──美陽さんの問い掛けに、答えを出さなくてはいけない。

「……ん？」

　ぶるるっ、と制服の懐ふところが震ふるえた。突とつ如じよ、脇わき腹ばらが痙つった……などではなく、携けい帯たいの着信である。都市が切せつ迫ぱくしたこの状況下、かけてくる相手は自然と絞しぼられる。振しん動どうの元を取り出すと、あまりに意外な名前が液えき晶しように表示されていた。とりあえず、ボタンを押す。

「もしもし？」

『っ……やっと、出た……』

　通話に応じた途と端たん、はっと息を呑のんだような反応が返ってきた。はぁぁぁぁ……と、細く長いため息のような声がスピーカー越ごしに耳じ朶だを打つ。あれ。この声って──

「もしかして、つばさ？」

『もしかしてなくてもそう！　あぁもうっ、何その意外そうな声っ？』

　い、いや。てっきり、美陽さんあたりかと思っていたので、つい。

　僕はちょっと早口気味に言った。

「えっと、どうかしたの？　僕になにか用事？」

『……あ、あのね。用事って、今の状じよう況きようでそれ言う？』

　呆あきれと不ふ機き嫌げんが混じり合った嘆たん息そくを返された。

『街中に姿の見えない……残留体、だっけ？　それが溢あふれて大パニックで。私もせっせと避ひ難なんしたけど、向かった先の避難所によく知る腐くされ縁えんの顔が見えなくて。あのとき意地張ってお祭り回るの断るんじゃなかったって後こう悔かいして……急いでそいつの携帯にかけても全然繋つながらなくて、それから何度も電話したこの状況で、それを言う？』

　懇こん切せつ丁てい寧ねいな説明に、僕はようやく思い至る。

「つばさ……心配してくれてたの？」

『当たり前。した。ものすっっっごく心配したよ』

　怒ど気きすら孕はらんでいそうな声なんですけど……。

『……ホント、無事でよかった』

　とはいえ、その後に漏もらされた声は少しばかり湿しめっていたのだけど。…………。

「……心配かけて、ごめん」

『いいよ。別に。無事ならそれで』

　電話の向こうで微笑ほほえむ気配がした。そうだった。もう十年になる腐れ縁の少女は──

『橙矢こそ、なにかあったの？』

　黙だまり込んだ僕に、そんな声を掛けてくれるくらいに優やさしいのだ。

　僕はなんだか苦く笑しようしてしまい、緩ゆるく首を横に振ふった。

「ううん、なにも」

『嘘うそ。そんな沈しずんだ声で言っても説得力ないよ』

　間かん髪はつ入れず、即そく一刀両断されてしまい、

『当ててみよっか。……ほのみと喧けん嘩かでもした？』

　なんてことを言ってくるのだから、心の底から驚おどろいた。純じゆん粋すいに驚きよう愕がくである。

「……な、なんで？」

『わかったのかって？　わかるよ。最近の橙矢、ずっとほのみと一緒だから。今の橙矢が声でわかるくらい落ち込むとすれば、一番近くにいるほのみのことかなって思ったの』

　友人の近況を知っているだけで、悩なやみまで言い当てるつばさは何者なんだろう……。

　でも、最近──か。その言葉は存外、僕の心の芯しんを揺らしてきた。ほのみとは、もう随ずい分ぶん長いこと一緒にいるような気がしていたけれど……そっか。

　まだ、一週間とちょっとしか経たっていなかったんだっけ。

『それで？　私でよかったら相談に乗るけど』

「…………喧嘩じゃぁ……ないと思うんだけどさ」

　弓きゆう道どう少女のその面めん倒どう見みの良さに、僕はつい甘えてしまった。いや、甘えたかった。

　未いまだに整理がつかない心情を──吐と露ろしたかった。

「その、ほのみのことで……ちょっと色々と起きたんだ。ほんの数時間前に、すごく色んなことが。僕はそのとき、ほのみと一緒にいたんだけど」

　すぅ、と息を吸って、僕は胸のもやもやを吐はき出した。

「なにもできなかったんだ」

『……なにも？』

「うん、なにも。ほのみが大変なときに、混乱しっぱなしで、僕はほのみになにもしてあげられなかった──それだけじゃなくて、ひどいことも……した」

　────そう、だよ……ねっ。

　ぐっと下した唇くちびるを噛かみしめる。思い出すのは、ほのみの去り際ぎわの泣き笑い顔。そうだよね、とほのみは言った。残留体である自分を前にして声が出ない僕に、そう言って。ほのみは泣いていた。すごく辛つらそうなのに、それでも笑みを浮うかべて。

　地べたに這はいつくばっていた僕が──そんな顔をさせたんだ。

『……橙矢はそれを後悔してるの？』

　つばさの指し摘てきは、僕の胸に渦うず巻まく感情の──その一部を明確に浮き彫ぼりにする。

　そっか。そうだ。僕は……後悔してるのか。

「……かもしれない」

　そう、と簡潔な相あい槌づちが耳元に響ひびいた。

　沈ちん黙もくが少しだけ流れる。やがて、つばさは囁ささやくように言った。

『……ねえ、橙矢。橙矢って、最近変わったよね』

　脈みやく絡らくもなしにそんな話題を振ってくる。僕はおうむ返しで聞き返す。

「…………変わった？」

『変わったよ。自分じゃ気付いてない？』

　長年の腐れ縁は悪戯いたずらっぽく、けれど温かそうにくすくす笑ってから、

『橙矢、笑うことが多くなった』

「……僕、前からそんなに笑ってなかった？」

『ううん、そうじゃなくって。なんていうか……心の底から笑う感じが増えたと思う。今までも笑ってたけど、もっと──見てて気持ちの良い笑顔っていうの？　世の中の全部を楽しんでやるぞー、っていうそんな笑い方。ちょっと前までの橙矢は、そういう風に笑ってるように見えなかったから」

「…………それは」

　そうかもしれない。三年前に姉さんのことがあって以来、僕は望んで自らに楔くさびを打ち込んだ。罪悪感を抱いだかずにはいられない、姉さんを傷つけた僕が楽しく笑っていいはずがない──そんな思考を止めることはできなかった。できるはずがないと、思っていた。

　ほのみと──出で逢あうまでは。もっと言えば、あの屋上で話すまでは。

『ほのみが来てからだと思うよ、橙矢の笑顔がほぐれたのって。ま、その分だらしなくてゆるゆるな顔も増えた気がするけど』

「はは……そりゃまあ、どうも」

　つばさの笑い声に僕もつられて笑った。多分、力の抜ぬけた表情で。

　それは、いつも無む邪じや気きに笑ってところ構わずボケまくる──少女の影えい響きようである。

『だからさ。悩む必要も、暇ひまも、ないんじゃない？』

　つばさの声は電話越ごしなのに晴れ晴れと聞こえた。

『橙矢は変わった。その橙矢にとって、ほのみがどういう存在なのかを考えれば、答えなんて一発で出ると思うよ』

「……どう、いう」

　存在。僕にとってのほのみは──明るくて元気で。好こう奇き心しん旺おう盛せいで照れ屋で。僕の走ってきた二年間を、ただ逃にげてただけのみっともない足あ掻がきを、かっこいいと言ってくれて。

　そんな少女がどんな存在かなんて────ああ、そうだ。聞くまでもない。

「僕は……ほのみに謝りたい」

　ほのみは残留体。《羽憑き》の中で最も強いとされる、人に限りなく近い残留体だ。

　────たったそれだけで？

　僕はなにを悩んでいたんだ。ほのみが残留体だから、じゃあなんだ。答えろ、僕。

　ほのみのことを嫌きらいにでもなるのか？　否いな、なるはずがない。

　ほのみと過ごした楽しい時間が豹ひよう変へんでもするのか？　否、ありえない。

　ほのみと僕の関係が丸っきり違うものになるとでも？　否、否否否──皆かい無むである。

「ひどいことして、なにもできなかったけど……それでも、僕は、ほのみに謝って、仲直りがしたいんだ」

　ほのみが一人の女の子であることに、なにも変わりはないのだから。

『そ。…………でも悔くやしいな』

　つばさの口調がふと寂さびしいものに変わった。僕は思わず聞き返してしまう。

「悔しいって……なんのこと？」

『いや、ね。私じゃ橙矢を心の底から笑わせてあげられなかったな、って』

　思っちゃった、と妙みように茶化すような口ぶりだった。……うん？

『橙矢のことは誰だれよりも詳くわしい、なんて勝手な自負もあったんだ。でもまだまだだなあって。ほのみはやっぱりすごいなあ、とか。敵かなわないなあって……』

　ほのみ？　どうして、ほのみが出てくる──？　いや、それよりも。

『橙矢が辛そうなときに話を聞いてあげることもできなくて。傍そばにいても笑わせてあげられなかった。誰よりもずっと近くにいるつもりだったのに……──っ、ごめん。変なこと言った。私らしくないよね。あぁだめ。忘れてくれると嬉うれし──』

「ちょっ、ちょっと待ってつばさ」

　なにやら電話越しの声が湿っぽくなってきたので、僕は慌あわてて言葉を遮さえぎった。

　なんで。なんで──そんな、なにもしていないみたいなことを言うんだ？　僕は、

「僕、つばさがいたから生きているんだけど」

　ぇ、と携帯から呆ほうけた声が漏れた。

　僕が生きているのはつばさのおかげだ。僕としては当たり前すぎて──そっか。

　ちゃんと口にしていなかった。それを、今ここで言葉にすれば、きっと。

「つばさ。中学の冬から今まで、つばさには色々と支えてもらった。あの頃ころは僕、姉さんの事件でかなり参っていたから、学校でつばさと話している間は本当に安心できたんだ」

　中学最後の冬、僕はそれまで所属していた弓道部を辞やめた。

　濁だく竜りゆう事件の後こう遺い症しようで入院するから、というのは名目上の理由だ。本当は、僕が誰とも顔を合わせたくなかった。姉さんを傷つけたくせにのうのうと生きてなんていられない──武装研究員になる決意と共に退院してからも、僕は誰からも構われたくなくて、周囲と壁かべをつくっていた。学校でも家でも、どこでも。当時の僕はひどく荒あれていて、一日の大半を過ごす学校でどんどん孤こ立りつしていったのも不思議じゃなかったと思う。

　そんな僕に、つばさは毎日、声をかけてくれていた。

「きちんと言葉では言ってなかったら、改めて言うね」

　今でもよく覚えている。決して愛あい想そが良いとは言えない僕に、つばさは根気強く話しかけてくれた。学校でも家でも、それこそどこでも。武装研究員になるため、相当無茶な訓練を重ねた時期もあったけれど、最後の一線──死を超こえそうになると、つばさの心配そうな顔が頭に浮かんで、気付けば思いとどまれていた。

　それがどれだけ、僕の助けになってくれていたのか。

「ありがとう。つばさ」

　その気持ちを──今、はっきりと伝えたいから。

「つばさのおかげで、僕は今、生きています」

　僕が話している間、電話越しのつばさはずっと沈黙していた。今も変わらず無言だ。……あれ？　反応ない？　だから、と僕は言葉を継ついで、ええと、と次の句を探さがした。

「つばさがいたから、僕は今まで生きてこられた、んだけど……」

『……そ。っか』

　もう遠えん慮りよしなくていいんだ。

　そう、電話越しでつばさが呟つぶやいたような気がした。

『……橙矢は、私に感謝してくれているんだ』

「？　それは、勿もち論ろん」

　感謝してもし尽つくせないくらいだ。文字通りの命の恩人である。それがなくても幼い頃からなにかと助けてもらっているのだから、正直、一生かけても恩を返せない気がする。
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　まぁそれでも、一生をかけて返していこうと思うのだけど。

『じゃあ……今度、また一いつ緒しよに弓、引かない？』

　突とつ然ぜんの提案はつばさからだった。その声が微かすかに震ふるえている。さっきの湿った雰ふん囲い気きとはどこか違ちがう。どちらかといえば、舞まい上がる感情を必死に抑おさえているみたいな──。

「弓？　弓って……弓道？」

『別に部に復帰してっていうわけじゃないよ。休みの日とか、平日の昼休みにでもいいから、その、一緒に……二人っきりで弓でも引こうって言っているの』

「でも、僕、しばらく弓道なんてやってないよ？」

　武装研究員になって以来、僕の弓道用具一式は埃ほこりを被かぶっているのだけど。

『私がまた教えてあげるから。橙矢は筋が良いから大だい丈じよう夫ぶ。……それとも、嫌いや？』

　耳元で囁かれた声ががつんと僕の頭を殴なぐった。くらくらと揺ゆれるような錯さつ覚かくに陥おちいる。なんだろ、これ。うん、と疑問に思う暇もなく僕は答えを返していた。

『やったっ』

　滅めつ多たに聞かないような上じよう機き嫌げんな声が返ってくると、うん。頷うなずいてよかったと思う。

　こほん、と仕切り直すような咳せき払ばらい。つばさが涼すずしげに微び笑しようしたような、気がした。

『橙矢ならきっとほのみと仲直りできるよ。頑がん張ばって』

「うん。色々ありがと、つばさ」

　腐くされ縁えんの励はげましほど心強いものはない。それから僕たちは一言二言交かわしてから。

『……今の、デートの約束だからね』

「──えっ？」

　声を掛かけても遅おそかった。無む味み乾かん燥そうな機械音がつーつーと鳴り響く。液えき晶しように表示される通話時間は、六：一二。短い。けれども、決意を固めるには十二分だった。

　それに、大事な約束も──できたことだし。

「……全部終わったら、また弓の練習しよっと」

　僕はもう一度空を仰あおぎ見る。変わらぬ真っ黒な空は、しかしつい五分ほど前とはまるで別物に見えた。星の瞬またたきはどこかより輝かがやいて見えるし、星座は今度天文学の本でも買おうと決心させるくらい魅み力りよく的だし、空に浮かぶ幾いくつもの斑はん点てんは……え。斑、点は？

　遠目に見えるあの斑点は──なんだ？

「…………っ」

　咄とつ嗟さに目を擦こすった。空を映すこの眼めが狂くるったのか。いや、見間違いじゃぁない。その複数の斑点たちは、まるで巨きよ大だいな鳥が羽ばたくような安定した軌き道どうで、こちらに一直線に──飛んできている。ばっさばっさ、と羽音が聞こえそうな勢いで。

　おいおい、ちょっと待って……あの斑点って、もしかしなくても────

「……《羽はね憑つき》!?」

　確かに──五分前とは、えらく違う空模様だった。




　こうなってしまっては、もう答えを出すうんぬん以前の問題である。

　慌てて屋上を後にしてから数分。全力疾しつ走そうするには研究所の敷しき地ちは広大すぎる、と今いま更さらながら思い知らされた。おかげで、目的の部屋に辿たどり着く頃には息も切れ切れである。

「美陽さんっ、今、空に残ざん留りゆう体たいが──！」

　僕は特別派は遣けん調査室の扉とびらを乱暴に開け放った。転がり込むような勢いで室内へ──。

「あら。橙矢ちゃん？」

　入った途と端たん、状じよう況きようとは打って変わり、穏おだやかなのほほん声に出で迎むかえられた。

「そんなに息を切らして大丈夫ですか？」

「え……ああ、うん。ただ走ってきただけだから別に平気だけど……」

「んふふ、そうですか。橙矢ちゃんは強い子ですねぇ」

　い……いやいやいや。んふふ、じゃないってば──姉さん。

「ささ、座ってくださいな、橙矢ちゃん」

　元武装研究員現花屋の店長たる我が姉が、何故か調査室の椅い子すに腰こし掛かけていた。腰にかかる黒くろ髪かみをそっと払はらい、立ち尽くすままの僕を向かいの椅子に手招きする。……座るか。

　僕は息を整える。深呼吸ついでに心も平らに伸のばしとこう。へーじょーしん……。

「すー……はー……。で、姉さんがここにいるのは、なんで？」

　一番の疑問を正面から投げ掛けると、我が姉は頬ほおを緩ゆるめやんわり微笑んだ。

「美陽ちゃんにお呼ばれされました。現在の都市は極きわめて危険な状況にありますから──引退した身ですけど、オブザーバーとして知ち恵えを絞しぼっているんですよ～」

「オブザーバー……相談役ってこと？」

　はいー、と間延びした返答が一つ。……なる、ほど。この緊急事態だ。藁わらにもすがりたい研究所が、かつての武装研究員──現役時代に屈くつ指しの実力と経験を誇ほこった『舞まい姫ひめ』に助言を請こうても不思議はない。この場合、すがった藁は黄金の稲いな穂ほなわけだし。

　でも、今は一いつ般ぱん人である姉さんを頼たよるまでに状況は切せつ迫ぱくしてて──って、あぁっ！

「思い出した！　そうだよっ、さっき空に残留体が──」

「ええ、わかっています」

　まくし立てる僕に対して、姉さんの態度は実に落ち着いたものである。微笑みまで携たずさえるものだから、僕としては焦あせりを収める他ほかない。

「ええ、と……知ってるの？」

「はい。少し前に都市外がい郭かくの観測所から連れん絡らくを受けましたから。複数の《羽憑き》が都市上空を飛行する姿が観測されている──と。どうも、都市の隔かく壁へきが破られてしまったらしいですね。ちなみに、美陽ちゃんは《羽憑き》の対策会議で席を外していて、私は部屋の留守を任されている身なんですよー」

　なんだろう、姉さんのおっとり口調とシリアスな中身が全然噛かみ合わないな……。まあその平然さは羨うらやましくもある──僕なんて状況に緊きん張ちようしっぱなしだ。

「でも、姉さん。呑のん気きに対策を練ってる暇ひまなんてあるの？　《羽憑き》の連中、さっき見たときは結構近くまで来てたと思うんだけど……」

「それがですねー。どうも《羽憑き》は空を飛び回っているだけ──らしくて。同じ道筋ルートを延々とぐるぐる回っていて……実際、まだ《羽憑き》による被ひ害がい報告は入ってきていません。都市の空を徘はい徊かいしながらも、内部には侵しん攻こうはしてきていないんです」

「え、そうなの？　連中が侵攻をためらってる……？」

「ためらっているわけではないと思いますよー」

　まだまだ若手の域を出ない僕の疑問に、元熟練武装研究員たる我が姉は答えた。

「もしかすると──私たちを探しているのかもしれませんから」

「……偵てい察さつ、か」

　んふふ、と姉さんは唇くちびるをにゅっと曲げた。正解──と、表情が告げている。

　残留体は確かに脅きよう威いだ。けれども、連中にとっては、僕たち武装研究員も十分脅威になり得る。両者の力は拮きつ抗こうしているのだ。戦いが一いつ旦たん落ち着いた今、残留体としては、敵──武装研究員の本ほん拠きよ地ちを特定してから、改めて攻こう撃げきを仕掛けてきたいのだろう。

　奇き襲しゆうに偵察。知能──戦略をもってして攻せめ込むのか、今時の残留体は。

「それよりも」

　姉さんはふっと眉まゆを曇くもらせ、僕の右みぎ肩かた──制服の下で包帯ぐるぐるの肩を注視した。

「美陽ちゃんから聞きました。……平気ですか？」

「うん。怪け我がは怪我だけど、『再生』すればどうってことないし」

　僕は快調を示すために肩を回してみせる。と、奔はしる鈍どん痛つう。う……まだ痛い。

　脂あぶら汗あせを隠かくして空笑う僕に、姉さんは、そうじゃなくて、と首を振ふった。

「ほのみちゃんのことです」

「…………美陽さんから、聞いたの？」

　我が姉は静かに首しゆ肯こうした。まあ、それは予想していたといえば、していたのだけど。

「ほのみちゃんが残留体であること。過去、稀まれに見る強力な《羽憑き》であること。そして、今回の襲しゆう撃げきに関かかわりがあること──全すべて、聞いています」

「……にしては。姉さん、あんまり驚おどろいてない？」

　不思議なことに、姉さんの表情や口調に僕を気き遣づかう色はあれど、そこに混乱や呆ぼう然ぜんといった感情は微み塵じんも混じっていないように見えるのだ。……はて。

「ええ。なんとなくそんな気がしてましたから」

　姉さんは簡潔にそう言って……って──え、

「ええええええええええええええええええっっ？」

「橙矢ちゃん、声が大きいですよ？　ご近所迷めい惑わくです」

　肺活量を目め一いつ杯ぱい使った僕の絶ぜつ叫きように、姉さんは非難がましそうな顔で耳に手を添そえた。

「い、いやいやいやっ。ご近所迷惑っていうか、そんなことより……っ」

「いいえ、橙矢ちゃん。もしも、隣りん室しつの調査室や研究室の方たちが仮か眠みん中だったら大変なんですよ？　皆みなさんびっくりして心臓バクバクです。橙矢ちゃんだって、朝に無理矢理起こされるのは嫌でしょう？　だから、夜中に大声を上げちゃだめです」

「う……ご、ごめんなさい」

　母代わりの姉に真っ向から叱しかられると、弟としてはもう脊せき髄ずい反射で謝る他ない。

　自分がされて嫌なことを他人にしちゃいけません──風かざ峰みね家の教育方針である。

「……で、姉さんってば、知ってたの？」

　改めて、僕は小声で訊たずねる。姉さんは苦笑しつつちょっと困った風に頷いた。

「知っていた──というより、なんとなくそう思っていただけです」

「なんとなくって……でも、驚いてないってことは、そう思う根こん拠きよがあったんでしょ？」

「そう言われましても……本当に根拠なんてありませんよ？　ただ、ほのみちゃんの雰ふん囲い気きが少し他の女の子と『違ちがう』気がして……記き憶おく喪そう失しつにしては想おもい出以外に知らないことが多いのも、不思議でしたし……それと、美陽ちゃんが前に話してくれた、残留体の進化説を思い出して、ああもしかしたら、って考えたんです」

　それはもう十分な根拠だよ姉さん……。

「あ。いわゆる、女の勘かんです」

「絶対に違うと思う」

　まぁ、『勘』ではあるのだろうけど。幾いく度ども残留体と戦い、残留体を知りに知り尽つくした『舞姫』──姉さんであるからこその、その洞どう察さつ力だ。

「だから、私は驚きはしましたけど、そんなに驚いていません。……橙矢ちゃんは？」

　姉さんはふっと透すき通る双そう眸ぼうを僕に向けた。僕は正直に答える。

「──……すごく驚いた。驚いて、混乱した。でも──今は違う」

　つい先さき程ほど──腐れ縁の少女が、僕のもやもやを吹ふき飛ばしてくれたから。

　僕は胸むな突つき八はつ丁ちよう、姉さんを真まっ直すぐ見つめた。

「姉さん。僕、ほのみのところにいくよ」

　返答はない。けれどもわかる。姉さんは静かに──僕の決意を聞いてくれている。

　これはけじめだ、と思う。

「──僕さ、ずっと逃にげてたんだ」

　三年前のあの日、姉さんを撃うって傷つけてしまったときから、ずっと逃げていた。

　背負わなくてよかったのかもしれない罪悪感を勝手に背負って、走る必要のない二年間をただ走ってきた。武装研究員として戦えば、少しでも姉さんにしたことを償つぐなえるんじゃないか、と。でもそれは、あの日に僕がしたことを、ただ僕が見たくなかっただけで。

　姉さんを傷つけた弱い自分を見たくなくて──ただ、逃げていただけだった。

「でも、それを……かっこいいって、言ってくれる女の子がいたんだ」

　────かっこいいよ！

　その言葉に、僕は心の底から救われた。

　自分のしてきた足あ掻がきを認めてくれた──それが、どれだけ嬉うれしかったか。無む駄だじゃないと悟さとらせてくれた瞬しゆん間かん、どれほど泣きそうになったか。

　あのとき、僕は気付いたんだ。知ったんだ。

「わかったんだ。今の僕は、やっぱりその前の僕がいたから、ここにいるんだって」

　姉さんを傷つけて。罪悪感を感じて。もしも武装研究員にならなかったら。

　ノボルと出で逢あうこともなく、僕は悪友と呼べる友人を得られなかった。

　美陽さんと出逢うこともなく、僕は柔じゆう軟なんかつ鋭するどい思考を学ぶことはなかった。

　ほのみと出逢うこともなく、僕は自分の走ってきた道筋を後こう悔かいしたままだった。

　そして──とても大切なことに、気付けないままで終わっていた。

「姉さん。僕は、言うべき言葉を間違えてた」

　姉さんを傷つけた後、僕は幾度も繰くり返し『ごめんなさい』と謝った。病室で、家で、夢の中で。ひたすらに謝罪を口にしなければ、心が押し潰つぶされて死にそうだったから。

　でも、違った。僕が言うべきは、『ごめんなさい』だけじゃあ、なかった。

　後悔するのではなく認めるために。姉さん、と僕は言った。




「ごめんなさい──ありがとう。あのとき、僕を守ってくれて」




　…………はい。

　と、姉さんはちょっと寂さびしそうに、目の縁ふちに涙なみだを浮うかべながら──微び笑しようした。

「……んふふ。橙矢ちゃんってば、そんな男前なことも言えるようになったんですねぇ」

「あはは、どうだろ……色々な人に鍛きたえてもらったからだよ」

　姉さんは目め尻じりを拭ぬぐいながら、もう一度笑った。今度は嬉しそうに。

「ほのみちゃんには本当に感謝ですね。今度、ご馳ち走そうをつくってあげないと」

　手伝ってくれますか、と姉さん。勿もち論ろん、と僕は返した。

　料理はちょっとしか手伝えないけれど──もう一度、みんなで食しよく卓たくを囲むためにも。

「ほのみを探し出すよ、絶対に」

　言ってから、少し言い淀よどむのを自覚しつつ、思い切って付け足した。

「たとえ研究所の方針に逆らうことになっても……研究所を、辞めることになっても」

「……橙矢ちゃん」

　僕たちは見つめ合い──唐とう突とつに、にゅふふ、と姉さんがいつも以上に頬を緩めた。え。僕が不思議に思うのも束の間、我が姉は後ろの閉じた扉とびらにちらりと目をやって、

「気合いはたっぷりみたいです。……ね？」

　美陽ちゃん。そう、弾はずむような声で問い掛けた、途と端たん。

「──ええ、自分は素す敵てきな後こう輩はいを持てて幸せですよ」

　部屋の扉を開けて、美陽さんが颯さつ爽そうと現れた。え。は。……美陽さん？

「って、美陽さんっ？　はっ、今の発言聞かれたっ？」

「何を焦あせっているんだい、だいだいやじるし？」

　硬かたい足音を響ひびかせて、我らが室長が歩いてくる。その頬ほおに浮かぶのは、どこか不敵な笑えみ。思わず身を固くする僕を、美陽さんは容よう赦しやなくその双眸に映し出す。

「先程、自分は君にこう問い掛けたね。君がどうするか。君自身がどうしたいか、と」

　そして、今一度、医務室でした問い掛けを──繰り返した。

「聞こう。武装研究員風峰橙矢は、研究所が全力を挙げてこれより行う作戦──つまり、残ざん留りゆう体たいの駆く除じよを放ほう棄きし《羽はね憑つき》ほのみんを探しにいく。それが、君の答えなんだね？」

「……はい」

　声に出した答えは宣せん誓せいだ。今まで散々お世話になった美陽さんに対して、あまりに不義理で恩知らずな行動だと自分でもわかっている──けれども、僕は。

「ほのみともう一度会って、話がしたいんです」

「解った。自分も付き合うよ」

　たとえ美陽さんと決別することになっても、僕は────って。

「……え？」

「何て呆ほうけた顔をしているのさ、君は」

　ふふ、と美陽さんは悪戯いたずらっぽく笑った。

「まさか、自分が《羽憑き》たるほのみんを駆除するとでも思っていたのかい？」

　思考が渋じゆう滞たいする。そう思っていた──いや、というより、その返答じゃあまるで。

「……違うんですか？」

「当然さ。自分が友人であるほのみんをどうこうするとでも？」

　あり得ないよ。そう、我らが室長はばっさり切り捨てた。……えーっと。はて。

「あの、美陽さん……さっき医務室で、全然違うこと言ってませんでしたっけ？」

「おや。研究所が残留体の駆除作戦をしているとは言ったけれど、何も自分もそこに加わるとは言っていないよ？　確かにほのみんは残留体で、武装研究員の役目は彼らの駆除にある。しかし、相手が親愛なる友人となれば、その前提は綺き麗れいに崩ほう壊かいするのさ。何があってもほのみんを探し出す──そのためなら、自分は職務違い反はんさえ犯おかす覚かく悟ごだよ」

　開いた口が塞ふさがらないとは──このことか。良い意味でこの慣用句を使ったのは初めてである。声も出ない。ただ、微笑む美陽さんを直視するだけで精せい一いつ杯ぱいだった──。

「あー……なんか盛り上がってっとこ、悪いけどよ」

　野暮にも──否いな、最高にも聞き覚えのありすぎるその声が、部屋に響くまでは。

　開け放たれた扉に背を預ける形で、そこにいたのは……これまた見覚えのある、同どう僚りよう。

「オレを忘れてくれんなよ？　地味に寂しいじゃねぇか」

「ノボル……」

　よっ、とノボルが片手を軽く上げた。ボサボサ茶ちや髪ぱつに着き崩くずした白の制服、それと使い込まれた工具箱。そしてその足あし下もとで主あるじを真ま似ねするかように小さなアームを上げている、ネスティ。それらの組み合わせが、たった数時間ぶりなのに随ずい分ぶんと懐なつかしく感じる。

　もう二年の付き合いになる悪友兼けん同僚は、姉さんと美陽さん、そして僕に視線を順じゆん繰ぐりに向けると、まだなにも言っていないのにも拘かかわらず、うし、と一言呟つぶやいてから、

「やるか。時間、あんまねぇんだろ？　おっぱじめんなら手早くいこうぜ」

「……いいの？」

　僕たちを手伝ったら確実に研究所からお咎とがめがあるよ──と、忠告の意味を込こめての言葉だったのだけど。それはきっと、同僚も理解しているだろうに。

「おいおい、なに初歩的なこと聞いてんだっつーの」

　ノボルはそれが当然であるかのように白い歯を輝かがやかせた。

「可愛かわい子ちゃんのために行動すんのに、理由なんていらねぇだろ？」

「……はは、そうだね」

　なんともまぁ、ノボルらしく軟なん派ぱで──気持ちの良い発想だこと。

「──さてさて。状じよう況きようと役者、両者共々綺麗に揃そろったね」

　我らが室長は僕たちをぐるりと見回した。そして猫ねこ目めをきゅっと細める。笑うように。

「自分たち特別派は遣けん調査室が何をすべきか、もう皆みんな重々承知しているだろうけど、室長の自分があえて宣言させてもらうよ」

　僕も、ノボルも、姉さんも、この部屋にいる誰だれもかも──

「これより、我らが同僚たるほのみんの捜そう索さくを開始する。さあ、有意義にいこうね」

　異存は、ない。








　第五章　純白の花瞳エルダーアイリス　─Re: Paradigm Shift─




「さしあたっての問題は、ほのみんの居所がまったくもって解らないことだ」

　ほのみ捜索が決まったとはいえ、まず大きな問題が立ちはだかった。

　研究員がやってきた場合に備え、扉に鍵かぎを掛けてある。意見を交こう換かんし合うために僕、美み陽よさん、ノボル、姉さんの座るパイス椅い子すで円をつくっている。

　背もたれに背を預け、美陽さんは骨折していない方の手で顎あごを撫なでた。

「だいだいやじるし。ほのみんが去っていった方向に見当はつくかい？」

「いや、すぐに気絶したんでまったく。でも、すごい勢いで飛んでいったから、都市のどこかに隠かくれている……とかじゃあないと思うんですけど」

「そうなりますと、ほのみちゃんはお空の上でしょうか」

　実に牧歌的な表現を口にする姉さんも、その表情は普ふ段だんより二割増しで鋭い。

　美陽さんは敬愛する先せん輩ぱいの言葉を引き継つぐ形で、ふむ、と呟いた。

「どうでしょう。ほのみんに飛行能力があるとはいえ、常に空に浮いているとは考えにくいですから。どこかで文字通り羽を休めているかもしれません」

「……なぁ、橙とう矢やっち」

　ノボルが手元のネスティをとんとんと指で叩たたき、おもむろに口を開いた。

「なんか手て掛がかり的なもんはねぇのか？　考えたんだけどよ。ほのみちゃんさ、例えば行きたそうにしてた場所とか、案外そういう所に飛んでいったんじゃね？」

「……ほのみの行きたそうな場所、か」

　思考を巡めぐらす。この一週間ちょっとの間、ほのみが興味を示したものは多々あった。豊ほう穣じよう祭さいでは、瞳に映るもの全すべてに好こう奇き心しん溢あふれる視線を浴びせていたくらいだし。絞しぼり込むには漠ばく然ぜんとしすぎている。となれば、あとは言動──最近の言葉で印象的だったのは……。

　ふと、頭の隅すみで思考が火花を散らした。あのとき。路地裏。

　ごめんね、とほのみは去り際ぎわに言った。今ならその言葉の意味がわかる。残ざん留りゆう体たいであってごめん──きっと、僕が姉さんの事件で残留体を憎にくんでいたから、そう言ったんだ。そして、ほのみは飛び去った。それが、僕と一いつ緒しよにはいられないという意思表示なら──

　僕──都市から離はなれた場所が、ほのみの行き先だとするならば。

「……純白の花瞳エルダーアイリスだ」

　確信を伴ともなった一言は、みんなの視線をこちらに集めた。ええと。

「ほのみは、多分ここからなるべく離れようとしたはずなんです。でも、都市を出たら周りは一面海だし、陸地はないから──羽休めもできて、その上、ほのみも知っていてここから遠い場所となると……純白の花瞳エルダーアイリスじゃないかなって」

「……なるほど。可能性はあるね」

　しばし黙もつ考こうしたあと、美陽さんは僕の考えに首しゆ肯こうを返してくれた。

「都市が深海から浮ふ上じようした今、この『鶺せき鴒れい』は純白の花瞳エルダーアイリスに近づく術を持たないからね。あの塔とうは海面に頭を出しているし、空を飛ぶほのみんならそこに降り立つこともできるはず。失しつ踪そう先には、これ以上なく相応ふさわしいかな。……ハル先輩はどうお考えに？」

　かつての調査室の後輩から意見を求められ、姉さんはやんわり微笑ほほえんだ。

「行ってみる価値はあると思います。どのみち、ほのみちゃんが都市内部にいたとして、私たちだけの力で街中を探し回るのは厳しいですから。純白の花瞳エルダーアイリスにいなかった場合は観測所を乗っ取りまして、ほのみちゃんの足取りを掴つかませるとしましょう」

　落ち着いた様子で己おのれの考えを語る、元凄すご腕うで武ぶ装そう研けん究きゆう員いん。さすがは『舞まい姫ひめ』。頼たよりになる……後半、さらりと怖こわいことを言っていた気もするけれど。

　では、と美陽さんは姉さんの後押しを受けて、一つ頷うなずいた。

「場所の当たりはついたね。あとは、どうやって塔まで向かうかだけれど」

「おう。『足』の確保なら、オレに心当たりがあんぜ」

　ノボルがとんとんと足下を鳴らした。足──純白の花瞳エルダーアイリスまで向かう、移動手段？

「研究所の隅っこのほうに、波止場があったろ。さすがに潜せん水すい艦かんとかは無理だが、短たん艇ていくらいの『足』ならオレが準備できっからな。橙矢っちをエルダーまで送り出せるぜ」

「短艇……海を渡わたるのか。うん、名案だね。それでいこう」

　美陽さんとノボルがなにやら二人で意い思し疎そ通つうしていた。僕にはわからない──けれど、口を挟はさむ気もない。後で説明してくれるだろうし、話の腰こしを折る真似はしたくない。

「よし。これで、あらかたの行動方針は決まったかな」

　我らが室長は手を叩いた。ぐるりと二人の後こう輩はいと一人の先輩の顔を見回す。

　行動開始の──合図だ。

「手分けして動こう。だいだいやじるしはハチと共に波止場に向かって。移動に関する詳しよう細さいはハチからしてくれるかな。それと、そろそろ残留体駆除の作戦が準備される頃ころだから、途と中ちゆうで職員と鉢はち合あわせないよう気を配ってね。足止めされたら面めん倒どうだよ」

「わかりました」「了りようの解かいだぜ」

「それから、ハル先輩は自分と一緒に来てもらえますか？」

「はーい、いいですよ」

　美陽さんと姉さんが早さつ速そく立ち上がった。僕はちょっと疑問に思って、

「どこにいくんですか？」

「この腕うででは、君と一緒に行っても何かと足手まといになるだけだろうからね」

　美陽さんは白い包帯に巻かれた片腕を揺ゆらした。

「ほのみんが万が一、都市内部にいたときのために、出で遅おくれないよう所内の通つう信しん網もうに目を光らせておく。何か情報が入ったら君に連れん絡らくさせてもらうよ」

　情報収集か。……あ、そうだ。

「美陽さん、それなら一つ頼たのんでもいいですか？」

「おや。君が頼み事とは珍めずらしいね。いいよ、何でも言って」

　美陽さんは豪ごう気きに頷いた。僕は素す直なおに頼み事を口にする。

「残留体を先導していたっていう、例の緋ひ色いろの髪かみの《羽はね憑つき》──堕だ天てん使し、でしたっけ。それの目もく撃げき情報を、もうちょっと詳くわしく調べてくれますか？」




「そういや橙矢っち。最後のありゃどういう意味だったんだ？」

　波打つ音に混じって、ノボルの声が耳に届いた。

　特別派遣調査室で二人と別れたあと。僕とノボルは予定通り、大規模研究所の隅にある波止場に足を運んでいた。道中、制服の白い裾すそが見える度たびに通路の角に隠れ、さながら隠おん密みつ行動のノリでここまでやってきたのである。

「最後のって、なにが？」

　真冬の海風に身を震ふるわせながらも、僕は声を大にして聞き返す。潜せん水すい都市は、潜水浮ふ上じよう中を問わず、水圧対策のための不可視の隔かく壁へきに覆おおわれているのだけど、この波止場だけは別だ。隔壁には船せん舶ぱくが出入りする『穴』が空き、そこから寒風が刺さすような凍こごえを伴って入り込んでくる。この寒さのおかげで無人なのだから、そこは感謝すべきかもだけど。

　でもやっぱり寒いと両りよう肩かたを抱だいていると、どこかくぐもった同どう僚りようの声が返ってきた。

「だからよ、姐あね御ごに最後頼んでたろ。緋色の髪の《羽憑き》を調べてくれって。やっぱ、ほのみちゃんの情報が少しでも欲ほしかったのか？」

「うーん……そういうわけじゃないんだけどね」

　曖あい昧まいな返答になってしまう。当たらずも遠からず──そんな感じなのだ。

「関係あるっちゃあ関係あるし。でも直接的にはないし」

「煮にえ切らねぇなぁ。あれか、一昔前のクイズ番組みたいに、『正解は──でぇろでぇろでぇろでぇろっ』ってタメを入れるみたく、答えしぶってんのか？」

「結構似てたね、今の口くち真ま似ね……」

　まあ、でぇろでぇろはさておき。

「別にしぶってるわけじゃないんだ。僕もまだ確証がないからさ──まだ、想像の域を出ない。間ま違ちがった情報は言いたくないし、はっきりと解ってからノボルにも伝えるよ」

「ふぅん。ま、いいけどよ。そのうち教えてくりゃぁ、っと」

　調整完かん了りようっと──真っ白な短艇の船体の中から、ノボルが顔をにょっと突つき出した。

「水上スクーターの整備、終わったぜ」

　お疲つかれさま、と僕は純じゆん粋すいに感心して、目の前の海面に浮うかぶ短艇を見つめた。先さき程ほど、近くの倉庫から男二人掛かりで引っ張り出してきた代しろ物ものである。屋根なしの小型船せん艇てい──ノボル曰いわく、旧式らしいのだけど、年季の入った船体表面はどこか頼もしさを感じる。

「ノボルって、駆動銃ランゲージ以外にもこういう船の整備もできたんだね」

「整備っつても、最低限の調律メンテだけっつーかな。もちっと入念に面倒見るにはまだまだ力不足だぜ。やっぱオレは駆動銃ランゲージ弄いじってるほうが性しように合ってるわ」

　調律師だしな、と短く付け足された一言は短いながらも、力強い響ひびきを誇ほこっていた。

　武装研究員の生命線である駆動銃ランゲージを預かってくれている、調律師。

　僕は──そんな大切な親友をないがしろにしていたのだと、今いま更さらながらに悟さとる。

「……あのさ、ノボル」

　んー、とノボルはここまで連れてきたネスティの表面をなぞっている。その様子はいつもと変わらないようでいて──どこか少しだけぎこちない。多分、ノボルは努めてあのことを気にしないでくれようとしている。きっと、僕が迷わないように。

　でも。この緊きん急きゆう事態だからこそ──うやむやにはしたくない。

　僕は大きく息を吸って。けれども吐はき出した声は情けないくらいに小さかった。

「……僕たち、喧けん嘩かしてた……よね？」

「……………………あー」

　してた、な。

　そう呟つぶやいたノボルは、どこかバツの悪そうな顔で空を見上げた。僕もつられて同僚の視線を追う。不可視の隔壁越ごしの夜空が、星々を惜おしみなくちりばめている。

　静せい寂じやくがよく似合う景色。でも、僕は今からこれを──壊こわす。

「──ごめんっ！」

　僕は思いっきりノボルに頭を下げた。目の前の同僚が息を呑のんだ、気配。

「あのとき、医務室で馬ば鹿かなこと言ってごめん。死なないなんて大きな口を叩いて結局は心配かけた。再生できるからってあぐらかいて、戦い方をまったく考えてなかった」

　なにより──僕は、地面をきつく睨にらんだ。

「……死んでもいいと思って、戦ってた」

　死を覚かく悟ごしたことは何度かある。でも、死に恐きよう怖ふを覚えたことは一度もなかった。死んでもいい──姉さんのためになら。そんな風にも思って。

　僕はずっと──死から目を逸そらして引き金を絞り続けてきた。

「でも僕は今、死にたくないと思っている」

　これは、宣言するまでもないことなのかもしれないけれど。

　生きて一緒に過ごしたい人たちが出来て、初めて死にたくないと思えたから。

　調律師の──ノボルの駆動銃ランゲージに込こめる想おもいを、無む駄だにしたくないと思ったから。

「だから……今まで無茶な戦い方して、心配かけてきて、ごめん！」

「──おう。許す！」

　発せられた言葉は、とても簡潔だった。

「……え？」

　そっと顔を上げると、ノボルの豪ごう快かいなまでの笑顔が待っていた。へへっ、と腕わん白ぱく小こ僧ぞうのような笑い方。見慣れた──でも最近は見ていなかった、親友の笑み。

「つか、あんときはこっちもきつく言い過ぎた。──悪かったな、橙矢っち」

　ううん、と僕は首を緩ゆるく横に振ふった。間違いを正して怒おこってくれる友人がどれだけ貴重か、改めて実感している。……照れくさいから本人には言わないけど。

　ノボルと自然に目が合う。にっ──と、ようやく笑いあえた。

「ふー。すっきりしたぜ。これでやぁっと橙矢っちと普ふ通つうにやっていける」

「……やっぱり、ノボルも気まずかった？」

「そりゃまぁな。いっつも馬鹿やってる相手と話せねぇのはかなりきついわ。話しかけようにもきっかけ掴めねぇし、ほのみちゃんといちゃいちゃしてて隙すきねぇし」

「いっ……いちゃいちゃは……してないと、思う、けど……」

「顔赤くしてどんどん勢いなくしてちゃ、説得力なくねぇか？」

　久々の砕くだけたやり取りは新しん鮮せんだ。……話題の選せん択たくにはちょっと困りものだけど。

「その反応が橙矢っちらしいけどな……ああ、そだ」

　突とつ然ぜん、ぶっきらぼうに手が差し出された。ん、とノボルが顎あごの動きで促うながしてくる。

「駆動銃それ、貸してみ。速そつ攻こうで仕上げるからよ。行く前にもっぺん見てやる」

　断る理由はどこにもない。指先は細いのに皮は見るからに硬かたい、調律師の掌てのひら。今まで何度も預けてきたその信しん頼らいできる場所に、僕は相棒たる黒の駆動銃ランゲージを載せた。

「じゃあ、お願い」

「おう、任せろ」

　ノボルはスクーターの甲かん板ぱんに腰こし掛かけると、いつも引っ提さげている工具箱を脇わきに置いた。そのさらに横にネスティが飛び乗る。へっ、と鼻を鳴らしたノボルは、膝ひざ上うえの整備用プレートに駆動銃ランゲージを載せると、勝手知ったるといった風に手元の工具を鳴らしていく。

　その光景は、思えばずっと傍そばにあった。かちかちと響く整備の音とは付き合いも長い。単調なリズムのそれを聞いていると、だんだん心が落ち着いてくるのだから不思議だ。

「……うし」

　ノボルの呟きが調律の終わりを知らせた。よっ、とノボルが勢いよくスクーターから飛び降りる。ネスティもそれに倣ならって飛び降り、ノボルが慌あわてて抱き止めた。ふぅ。

　いつも通りの一人と一体。この光景もまた、ずっと見続けてきたものだった。

「相変わらず仕事が早いね」

「おう。早くて手て堅がたいのがノボルさんの信条だからな」

　言いながらノボルは何やら腰元のポーチを漁あさっている。ややあって取り出されたのは──涙るい晶しようカートリッジ。ただし見慣れた型式のものじゃない。やたら塗と装そうが綺き麗れいで、それを扱あつかうノボルの手つきもいつもより数段、丁てい寧ねいな気がする。

　目だけで問い掛けると、ノボルはへへっと鼻頭をこすった。

「秘蔵品だよ。オレの知る限り、最高性能を誇る涙晶カートリッジだぜ。エネルギーの消費効率は従来のほぼ二倍。橙矢っちの花はな吹雪ふぶきなら、最大で十二発は撃うてる」

「じゅ、じゅうにっ……？」

　僕は思わず唖あ然ぜんとしてしまう。十二発。普段のカートリッジだとおおよそ六発が限界だったはず。美陽さんですらこれほどの代物は持っていない。多分、滅め茶ちや苦く茶ちや、高価。

　けれどもノボルは気にした様子もなく、ぐしゃぐしゃと茶ちや髪ぱつをかき回した。

「まぁ……その、なんだ。橙矢っちに死んでほしくねぇっていうのは、オレの勝手なわがままだ。橙矢っちの超ちよう近接戦法じゃ、駆動銃ランゲージのエネルギー消費も馬鹿になんねぇ。それを注意しろって言って、それだけっつーのはなんかしっくりこなくてよ」

　そう言って、高級カートリッジを詰つめた僕の駆動銃ランゲージを、ぐいと差し出してくる。

「餞せん別べつ代わりだ。今の状じよう況きようは何が起きてもおかしくねぇ。油断は大敵だ。オレはオレにできる限りのサポートをする。だからお前は──死ぬな」

「……うん」

　たった三文字の言葉は、途と方ほうもなく重い。かつての僕なら頷うなずけなかったと思う。駆動銃ランゲージを持つのであれば、それはとっくに済ませておく覚悟だったのかもしれない。

　でも、覚悟は──きっといつだって持てるものだと思うから。

　僕は、その超高性能カートリッジを、しっかりと受け取った。

「約束する。駆動銃ランゲージを使って、使って使って使い尽つくして、絶対に生き残る」

「おうよ。それでこそ橙矢っちだぜ」

　なんだそりゃ。思わず笑いが零こぼれる。自分で言っておきながらノボルも笑いを堪こらえているのだから、なんだか格好がつかない。おまけに、なんとなく照れくさい。

　まあでも。これも、僕たちらしいっていえば──らしいのかな？

「うっし。そんじゃま」

　始めますか、とノボルが呟いた矢先、短たん艇ていが突とつ如じよ唸うなった。待ちくたびれたと抗こう議ぎするかのようなけたたましい駆く動どう音。げ。まさかの故障……ではないらしい。

　ノボルがいつの間にやら短艇のエンジンキーを回している。

「橙矢っち。もうわかってっと思うが、こいつで純白の花瞳エルダーアイリスまでいってこい」

　こいつ──真っ白な小型船艇を軽く叩たたくノボルに、でも、と僕は言葉を返した。

「僕、水上スクーターなんて扱ったことないよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。純白の花瞳エルダーアイリスの座標は、スクーターの画面上に入れておいたからよ。迷うこたねぇし、ハンドルをしっかり握にぎっててきとーにアクセル踏ふんでりゃなんとかなる」

「……なんだろう、今ので逆に不安になったよ」

　初心者にはあまりに大おお雑ざつ把ぱすぎる説明じゃあないだろうか。

「心配すんなって。橙矢っちならやれる。根こん拠きよはねぇけど、できる」

　悪友がにっと白い歯を見せた。僕は苦く笑しようしてスクーターの縁ふちに足を掛ける。揺ゆれる機械の胴どう体たいに滑すべり込むようにして座った。機関部の振しん動どうが身体からだに直接伝わってくる。右みぎ肩かたはもう痛まない──ここに来る途と中ちゆうに、再生済みだ。

　僕は再度、ノボルに首を向けた。同どう僚りようは変わらず笑っていた。

「いってこい、橙矢っち」

「いってくる、ノボル」

　そんな風に、面おも白しろくもなく切り返して。

　僕はハンドルをしっかり握っててきとーにアクセルを踏んだ。




　真冬の海上はとんでもなく寒かった。

　短艇は勢いよく海を奔はしる。快速順調……が、海を切った際の水みず飛沫しぶきが髪かみやら顔やら服やらに牙きばを剥むき、あっという間に体温を奪うばっていくのだから、目的地が目視できた頃ころには僕は歯の根をがちがち鳴らす羽目になっていた。雨あま合羽ガツパでも着てくればよかったな……。

「…………すごい」

　まあ、そんな後こう悔かいの気持ちは──船を減速させ、海面からちょこんと顔を出す塔とうの頂上に寄り添そうように停てい泊はくさせ、その内部へと一歩足を踏み出した途と端たん、頭からすっぽり抜ぬけ落ちるが如ごとく、忘れ去っていたのだけど。

　忘失するほどに──純白の花畑は、綺麗だった。

「ここが……純白の花瞳エルダーアイリス」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつ、という言葉を僕は今、身をもって体感している。

　視界一面に飛び込む、白い花、花、花──。塔の頂上には真っ白な花々が咲さき誇ほこっていた。純白の花瞳エルダーアイリスの語源──姿形も異なる花々は、しかし共通して皆みんな一様に真っ白だ。

　綺麗やら素す晴ばらしいやらの感想以前に……純じゆん粋すいに、ただただ圧あつ倒とうされる。

　月光に照らされる花々は、本当に甘かん美びで、綺麗で──でも。

「……いた」

　その花畑の中央に、僕はもっと綺麗なものを見つけた。月明かりで輝かがやく花々とは違ちがい、唯ゆい一いつ自発的に光を振りまくそれは、身の凍こおるほど透とう明めいな涙なみだ色に輝いている。

　その光に反射され──緋ひ色いろの髪が一ひと房ふさ、闇やみ夜よに浮うかび上がる。幻げん想そう的な長ちよう髪はつの持ち主はこちらに背を向けただ一心に空を見上げていた。

　緋色の髪をかき分け伸のびる──涙るい晶しようの羽を、海風と戯たわむれさせながら。

　僕はもう一歩、踏み出した。かさ、と花が潰つぶれる音。それに合わせ、少女が肩を少し強こわ張ばらせた。もう一歩、近づく。少女の震ふるえは次し第だいに大きくなる。もう一歩──。

「……ごめんね」

　そんな声が風に乗って届いたのは、僕が三歩目を踏み出した直後だった。

　少女──ほのみはこちらに振り返ると、背中で腕うでを束ねた。

「ごめんね。勝手にいなくなったりしちゃって」

「……いや」

　しばしの間を置いて、僕は首を横に緩く振った。

「こっちこそ、ごめん。すぐに追いかけてこられなくて」

「んーん。……でも、とうやくんがこんな所にまで来てくれるなんて」

　ちょっと驚おどろきました、とほのみは茶化したように言って、首を傾かしげる。

　それは、いつも通りの──普段通りの、彼女の仕草だ。

「……あのさ、」

「空って」

　その呟つぶやきは、僕の言葉を封ふうじるように遮さえぎった。

「本当の空って、こんなに綺麗だったんだね」

　夜空に向かって、ほのみは両手を目め一いつ杯ぱいに広げる。まるで空に散る全すべての星々を抱だきしめるような仕草で、けれども夜はどこまでも続いていて、その手には到とう底てい収まりきらない。

「あの月も、星も、雲も……この海も。世界の全部が、すごく綺麗に見える」

　でも、とほのみはその手をそっと下ろした。

「それは、あたしが残ざん留りゆう体たいだから──なにも知らないから、だよね」

　そう言って己おのれの羽を撫なでる仕草は、とても穏おだやかなものだった。

　とうやくん、とほのみが言った。うん、と僕は言葉を返す。

　どこか嬉うれしそうに、ほのみはいつものように元気よく微笑ほほえんだ。

「ちゃんとお礼、言ってなかったから──ありがとう、あたしを拾ってくれて。色んなところに連れていってくれて、本当に楽しかったよ。みよみよさんにノボルくん、つばさちゃんにハルお姉ちゃん。とうやくんに会ってなかったら、みんなとも会えなかった」

　それが全部──過去形だということには、気付いていたけれども。

「ううん。……僕こそ、ごめん」

　僕はほのみの瞳から決して目を逸そらさない。

「ほのみが濁だく竜りゆうから僕を守ってくれたときに、なにもできなくて、ごめん。ほのみが大変だってわかってたのに、声を返せなくて──本当に、ごめん」

「あっ、とうやくんが謝ることじゃないよ？」

　わわっ、とほのみが慌てた様子で両手を振ふった。すぅ……と僕は一つ息を吸って、

「ほのみ。僕と一緒に、家に帰ろう」

「んん？　できないよっ」

　はっきりとした否定が、笑顔のほのみが出した答えだった。

　……笑顔、だって？

「あたしの生まれた場所はここだから。迷子のお家は、ここ──やっと見つけたんだよ、あたしのお家。こんなに綺麗な花か壇だんもあるし、んー、すごいよね、ここ」

「帰ろう、ほのみ。美陽さんも、ノボルも、つばさだって待ってる。姉さんなんか、ご馳ち走そうつくるって張り切ってたからさ。それに、こんな所にいたら風か邪ぜひくよ」

「んー、大丈夫だよ？　あたしは元気が取り柄えだから、風邪になんて負けないしっ。雨が降っても塔の中に入ればぬくぬく温かいと思うんだー」

「ほのみ、本当にそう思ってる？」

「もっちろんっ」

　ほのみは屈くつ託たくのない笑顔を咲かせた。満開の──無む垢くで、元気な……わけあるかっ。

　もう、見ていられなかった。




「じゃあ、どうして泣いてるのさ？」




　────ほのみは泣いていた。

　僕を振り返ったときから、ほのみはずっと泣いていた。泣きながら笑っていた。いつも通りの仕草をしても、普段の口調で喋しやべっても、頬ほおを伝う涙が止まることはなかった。しゃくりあげるのを堪えても、肩の震えを必死に押さえても、涙を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　ほのみは、いつも通りなんかじゃ──ない。

「……泣いてないよ？」

　ほのみは目め尻じりに浮かぶ水すい滴てきを気にせず笑った。

「もぅ、泣いてなんかないってばっ」

「ううん、泣いてる。ねえ、ほのみ。悲しいから涙が流れるんじゃないの？　ほのみはここにいたいなんて思っていない──ここにいたくないから泣いてる、違う？」

　僕は一歩、ほのみとの距きよ離りを詰つめる。びくっ、とほのみが俯うつむいた。伏ふせた睫まつ毛げが震えているのを見て、僕は、ほのみがちっとも笑っていなかったことを、悟さとる。

「……ち、ちがっ、あた、あたしはっ」

　少女はぶんぶん髪を振って、首を振って、けれども、否定の言葉はすぐに耐たえきれなくなった嗚お咽えつに呑のみ込まれる。喉のどを震ふるわせ、言葉を封じ、ほのみは──

「……かな、しいっ、よ」

　ぽつり、と降り出す雨のような本音を喉から絞しぼり出した。

「悲しい……悲しいよっ、こんなのやだよ……！」

　もう──ほのみの顔に笑顔はなかった。

　剥き出しの感情が、その頬に止め処どない大雨を降らす。

「こんな羽いらないっ、こんな羽欲ほしくなかったっ。やだよ、こんなの……、こんなことなら……っ、自分のことなんて知りたくなかった！　なんにも知らないでっ、ずっと……っ、ずっとずっととうやくんと一いつ緒しよにいたかった！　あたしは……っ、とうやくんの嫌きらいな残留体なんかに──なりたくなんてなかった！」

　その悲しみが、苦しみが、辛つらさが、慟どう哭こくが、胸に痛いほど伝わってきて。

「あたしは……っ、あたしはっ、あたしはっっ」

　ほのみは、嗚咽混じりに叫さけんだ。




「ただの女の子としてとうやくんと出で逢あいたかった！」




　──似ている。そう思った。

　突とつ然ぜんの事態に混乱して、認められなくて、自分で自分を傷つけてしまう。ある日、帰る家をふっとなくしたような、そんな喪そう失しつ感かんに囚とらわれて、でも誰だれにも頼たよれなくて、一人でただ泣くしかなかった、姉さんを傷つけたあの日の僕と──似ている。

　ほのみに救われる前の僕と──そっくりそのまま、泣き尽つくす少女の姿が重なる。

「……ほのみは」

　どんなに言葉を尽くしても、ほのみが残留体である事実は変わらない。僕とは根本から違う存在なのかもしれない。けれども、ほのみはほのみだ。ただの女の子だ。

　だから、僕は精せい一いつ杯ぱい、心の底から叫ぼうと思う。

　この言葉が──ほのみの心に、届きますようにと。




「ほのみは、可愛かわいい！」




　張り上げた大声は、少女の肩を弾はじいたように揺ゆらし、顔を上げさせた。

「ほのみは可愛い！　めちゃくちゃ可愛い！　残留体であろうと可愛い！」

　届いてくれ──そう、僕は叫び続ける。

「……か、可愛くなんてないよ！」

　ほのみがきっと僕を睨にらみつけた。しかし、僕はむしろ不敵に笑ってみせる。

「いーや、可愛いね！　艶つや々つやした柔やわらかい髪もっ、健康的なほっぺたもっ、くりくりした瞳ひとみもっ、小こ柄がらで結構スタイルいいところも可愛いっ」

「んっ……違うよっ、全然違うっ、可愛くないっ」

　叫べ──伝えろ。この気持ちを、ほのみに届かせろ。

「明るくて元気でっ、優やさしいところも可愛い！　色んなものに興味があるのもっ、ちょっとどころかかなり天然なところもっ、ぜーんぶっ、可愛い！」

「んぅぅぅ……とっ、とうやくんっ！」

　ほのみが真っ赤になって僕に詰め寄ってくる。けれども、僕は止めない。

「最初に会ったときだって、眠ねむってるほのみの顔を見てどきどきした！　一緒に暮らすことになってもっとどきどきした！　特査で調査する間もどきどきしっぱなしだった！　豊ほう穣じよう祭さいで手を繋つないだときなんか頭沸ふつ騰とう寸前まで熱くなった！」

「わ……わわぁぁぁっ、ちょ、ちょっと待ってとうやくんっ」

　僕の口を塞ふさごうと伸のばしてくるほのみの手をかいくぐり──僕は、叫んだ。

「ほのみは世界で一番可愛い！　残留体でもなんでもないっ、ほのみが可愛いんだ！」

「わっ、わかったっ。わかったからもういいよっ、もういいからぁっ」

　ぎゅっ、と、柔らかい感かん触しよくが胴どう体たいにしがみついてきた。背中に手を回されがっちり拘こう束そくされる。緋色の毛先が顎あご先をさする。僕はくすぐったさに身を捩よじりつつも──。

「ほのみは……可愛いんだよ？」

　ほのみの頭をゆっくり撫でる。んっ、と緋色のつむじが頷うなずいた。何度も何度も、繰くり返し頷く。冷たいはずのびしょ濡ぬれ制服の懐ふところが、じんわりした温もりに染まっていく。

「……とうや、くん」

　抱だきついたほのみは俯いたまま。しかし密着しているためか声はよく通って聞こえた。

「あたし、残留体だよ？」

「だね。でも、ほのみは可愛いからさ。それでいいんだよ」

「とうやくんは、残留体が嫌い？」

「昔はね。でも、今は違ちがう。僕が憎にくんでいたのは、あのとき姉さんを守れなかった僕自身で、残留体じゃないってわかったから。残留体はただのきっかけ。だから違うよ」

「あたしは……あたし、は」

　くい、とほのみが顔を上げた。至し近きん距きよ離りで目が合う。桜色の唇くちびるが言葉を紡つむいだ。

「一緒に、いてもいいの？」

「もちろん。というより、僕が一緒にいたい。もしも、ほのみもそう思ってくれるなら」

　嬉しいよ、と笑ってみせる。ほのみの顔が耳どころか首まで赤くなり──一度、再びぎゅーっと顔を僕に押しつけてきてから、それをがばっと上げ、僕を一心に見つめてくる。

　穴が空きそうなほど見つめてから──ほのみは、どこかぼぅっと呟いた。

「……一緒に、いたいよ。ずっと……一緒に」

「うん。じゃあ、そうしよう。ずっと、一緒にね」

　僕はもう一度、ほのみの頭を撫でる。優しく労いたわるように。すると、緋ひ色いろの髪かみの少女はどこか拗すねたように、でも嬉しそうな顔でそっぽを向き、唇を尖とがらせ、ぼそっと囁ささやいた。

「……とうやくん、やっぱり天然っ」

「うーん、なんだかそれでもいい気がしてきたかも」

「女たらしっ」

「そ、それはちょっと困るかなー……」

　僕は苦く笑しようする。ほのみが蕩とろけるように頬を緩ゆるめた。……はは。なんだろ、この幸福感。

　本当は、ずっとこうしていたい──そんな気分、だけれども。

「ねえ、ほのみ」

　抱きしめ合ったまま、僕はほのみの顔を覗のぞきこんだ。

「一つ、聞きたいんだ。都市でのこと。ほのみはここに来る前に、残留体を先導……引き連れるような形で、街を回った？」

「ん……？　んーん。あたし、空を飛んでから一直線でここまで来たよ？」

　不思議そうな顔で首を傾かしげるほのみ。それとは対照的に、僕は頭の隅すみで考えていた疑問が紐ひも解とかれるのを感じた。都市で目もく撃げきされた緋色の少女。堕だ天てん使し。あまりに用よう意い周しゆう到とうな残留体の奇き襲しゆう作戦。これで……一つ、疑問が解けた。

　残留体を先導した《羽はね憑つき》──堕天使は、やっぱり、ほのみじゃない。

　そして。いつだって──嫌いやな予感というのは、的中するものだ。

　不意に、首筋に──妙みようなぴりぴりを感じた。ぞくっとするような……それは。

　僕は咄とつ嗟さにほのみを背に庇かばう。刹せつ那な、前方の花畑に──『なにか』が着ちやく弾だんした。轟ごう音おんと共に土つち煙けむりが一いつ瞬しゆんで舞まう。足あし下もとが小さく揺れ、純白の花弁が爆ばく心しん地ちより吹ふき荒あれた。

　僕の腕うでを掴つかむ少女の力がぐっと強まり──だから、僕はほのみの手を握にぎりかえした。

　視界を曇くもらせる煙に差す、一筋の光。それがソイツの形けい貌ぼうを浮うかび上がらせる。二本の脚あし、二本の腕。細い首に、長い髪。一本の──涙なみだ色いろに輝かがやく、羽。

　煙は、やがて晴れる。そこに現れたのは…………一人の少女だった。

　────やっぱり、僕の予想は正しかったのか。

「お前が……堕天使……っ！」

　ほのみそっくりの、緋色の髪を持つ《羽憑き》が歪いびつな片羽を広げ、そこにいた。




　全身が緊きん張ちようしたのは、突とつ如じよ《羽憑き》が眼前に現れたから──ではない。

　緋色の髪。巨きよ大だいな涙色の片羽。それらは事前情報で知っている。

　けれども、堕天使が人形の如ごとき秀しゆう麗れいで無表情な顔立ちを持ち、身をすっぽり覆おおい隠かくす雨あま合羽ガツパを羽織っているとまでは──さすがに予期していなかった。

　見覚えがあるどころの話じゃぁない。こいつは……この《羽憑き》は────。

「お前……あのときの涙るい晶しよう泥どろ棒ぼう!?」

　あり得ない。そう内心で否定する声は、でもそうだ、と頭の冷静な部分に諭さとされた。

　学校。僕の腹を貫ぬき手てで貫つらぬいた、あの人間離ばなれした身体能力。

　研究所。涙晶泥棒が選んだ逃とう亡ぼう先は、残留体の住すみ処かたる純白の花瞳エルダーアイリス。

　そして、都市中で多発した──涙晶盗とう難なんの意味。

　全すべてが、繋がる。雨合羽は《羽憑き》であり、襲しゆう撃げき後の都市をより機能停止に陥おとしいれるため、事前に街から涙晶を奪うばい取っていたのだとすれば。涙晶泥棒は純白の花瞳エルダーアイリスに逃にげ込んだのではなくて、奇襲作戦の工作が終わったため、住処に帰ったのだとすれば。

　それは──合点のいく話なんじゃないか？

「……あ」

　声を漏もらしたのは、背に庇うほのみだ。一歩前に出て、唖あ然ぜんとした表情でその震ふるえる唇を動かし、ぽつりと、ある名前を口にした。

「……お母さん……？」

　────んー……あたし、お母さんを待ってるんです。

　ずっと疑問に思っていた。記き憶おく喪そう失しつ──最初から記憶のなかったほのみが、何な故ぜ『お母さんを待っている』と主張していたのか。今ならわかる。それは残ざん滓しだ。残ざん留りゆう体たいとしての役割を忘ぼう却きやくした少女の、記憶の残滓。ほのみは、都市に潜せん伏ぷくした己おのれに命令を下す、残留体の親玉を──『お母さん』という形で記憶していたのだとすれば。

　そうか。こいつが──この《羽憑き》堕天使が、ほのみの母親。

『────、』

　静止の均きん衡こうを破ったのは堕天使だった。雨合羽の裾すそを風に揺らし。ほのみと瓜うり二ふたつの髪を持つ《羽憑き》は、自身と鏡合わせの少女に──そっと手を差し出した。

　──一緒にきなさい。

　そんな意味だろうと僕が悟さとった理由は、堕天使の表情だ。整いすぎた顔に浮かぶのは変わらぬ無表情。けれども、その瞳に敵意の色はまるでなかった。

　まるで、迷子の子供を母親が家に連れて帰るような──そんな温かい歓かん迎げいに。

「……ごめんなさい」

　ほのみはゆっくりと首を横に振ふった。少しだけ嬉うれしそうに、でも寂さびしそうに微笑ほほえんで。

「あたしは、とうやくんと一いつ緒しよにいたいから。残留体でも、人間でなくても、人としてとうやくんの傍そばにいたいから──だから、ごめんなさい」

　少女は深く、頭を下げた。

「あたしは、お母さんと一緒にはいけません」

『────』

　それに対し、堕天使は不思議そうに首を傾げただけだった。そこに困こん惑わくの色はない。無感情な双そう眸ぼうがついと僕に向けられる。道みち端ばたの石ころを見る目……ではない。譬たとえるならそれは、まるで捕ほ食しよく者が被ひ食しよく者を見るような目──だった、って、え。

《羽憑き》が、その雄お々おしい片羽で空に舞まい上がった。

　突とつ発ぱつ的な風圧が花畑を舐なめ、僕は土煙から顔を庇う。それがいけなかった。次に目を開けたその瞬間。堕天使は、刹那の合間にすぐ傍まで迫せまっていて。

　既き視し感かんさえ抱くその貫手が、僕の胸むな板いたに突つき立てられ──

「──やめて」

　その白い手首を掴んだのは、ほのみだった。

　沈ちん黙もくは刹那の間に途と切ぎれた。堕天使が大きく羽ばたいて後ろに跳とぶと、純白の花片が滅め茶ちや苦く茶ちやに舞い散る。降り注ぐ花片の隙すき間まで、二人の《羽憑き》の視線が交差した。

　それは──もしかしたら、紛まぎれもない敵対の瞬間だったのかもしれない。

　きゅっと手が握られるひんやりとした感触。ほのみが僕をちらと見上げて微笑んだ。

「とうやくん……いくよ？」

　言葉の意味はわからない。けれども僕は目で頷いた──その直後。

　景色が、加速した。

　強きよう烈れつな圧あつ迫ぱくが胸を叩たたく。浮ふ遊ゆう感かんが身を包んだ。純白の花畑が、真っ黒な海が、みるみる遠ざかる。鼓こ膜まくを殴なぐりつける爆ばく音おんじみた風音。耳元で聴きこえる吐と息いき。胸元に僕をきつく抱き寄せるほのみの両腕──っ、ここまで描びよう写しやして、ようやく状じよう況きようが呑のみ込めた。

　ほのみが、僕を抱かかえて、空を飛ひ翔しようしている。

「動くよっ、しっかり掴つかまってて！」

　急激な加速が全身を襲おそった。頬ほおにぎゅっと押しつけられる柔らかい感触を気にする暇ひまはない。急速旋せん回かいの理由は、ほどなくして視界の端はしに黒い影かげとして映った。遥はるか真下。徐じよ々じよに大きくなる黒点は、やがて羽を躍やく動どうさせる堕天使の姿を現した。

　まずい。そう、本能的に悟った。

　堕天使が片手を掲かかげ、涙色の羽を輝かせた。二秒に満たない動作は、無数の『羽』を堕天使の周囲に創つくり出す。思考昇華パラダイムシフト──理想的な物質を創造する力は、羽の一枚一枚に紫し電でんの光を宿らせる。迎げい撃げきのための圧あつ倒とう的てきな光量──それをもってして。

　百ひやく雷らいは、放たれた。

「──ほのみっ、下っ！」

　警告は功を奏した。ほのみが宙で綺き麗れいに一回転した刹那、僕らのすぐ横を光が奔はしる。枝分かれしたような鋭えい角かく的な雷光が、僕らを追い越こして──遥か遠くの夜空で弾はじける。轟音が続けて鳴り響ひびいた。間かん一いつ髪ぱつ。けれども──それで、終わりのはずがなかった。

　百雷は──百の雷かみなりを、放つ。

「っ──んっ、んん───っ！」

　繚りよう乱らんする紫電の羽の隙間を縫ぬうように、ほのみが小刻みに身を旋回させた。

　右、右、左、上、下、直進、後退、後退、宙返り、左、右、下──息も吐つかない、回かい避ひのためだけの空中舞ぶ踏とう。抱きかかえられている僕ですら、飛行にかかる慣性と速力に吐きそうになるのに、ほのみは少しも速度を緩めずに、真っ向から風を切っていく。下した唇くちびるを噛かみしめ、ひたすら前を見み据すえるその横顔は──不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど、綺麗だった。

　そして、綺麗なものほど──儚はかなくて、脆もろい。

「ぐっ……」

　幾いく本ほんもの雷撃が爆音を奏かなで続ける。もう、音が音として聞こえない。聴ちよう覚かくが麻ま痺ひしかけている。壊こわれかけた鼓膜を手で押さえ、僕ははっとして下を覗き込んだ。

　無数の帯電する羽を周囲に漂ただよわせる堕天使が──もうすぐそこまで迫っている。

「──このっ！」

　咄嗟にホルスターに手が伸のび、駆動銃ランゲージを抜き放ったと同時に引き金を絞しぼった。真下を狙ねらった銃じゆう口こうから白熱の軌き跡せきが伸び、堕天使ごと夜空を白く照らした。

　直撃。そう、確かに直撃──したはず、なのに。

「──なんでっ!?」

　堕天使が灼しやく熱ねつの花はな吹雪ふぶきを飛び抜けてきた。待て。何故、なんでだ。なんで生きてる。涙晶の羽ごと花吹雪で呑み込んだはずなのに──！

　見れば。堕天使の焼け爛ただれた頬が、瞬またたきの合間に綺麗な白磁色に戻もどっていく。

「……再、生っ？」

　──失念していた。こいつは《羽憑き》で、残留体の特性は『再生』なんだ。

　摂せつ氏し二千度の炎ほのおに包まれてなお、平然とする──その、圧倒的な再生能力が、理由か。

『────、──』

　雷撃の爆音と飛行の風音が鳴り響く中、堕だ天てん使しの瞳ひとみが僕を射い貫ぬいた。なんの感情も映さないその双眸。それに映され、僕は身体が竦すくむのをはっきりと自覚する。磨みがき上げられた鏡のような瞳が、雷の反射光により色しき彩さいを変え──そして。

　その光がまるで、人を好んでいたぶるような残ざん虐ぎやくな色に見えた。

「──うぁっ」

　がくん……と、ほのみが大きく揺ゆれた。少女の顔が苦く悶もんに歪ゆがむ。涙の滲にじむ瞳の先──感電したように硬こう直ちよくした左ひだり肩かたは、真っ赤を超こえ真っ黒に炭化していた。

「ほのみっ、当たったの!?」

「だ……い、じょぶっ！」

　目の眩くらむ光量を放つ涙色の火花が、少女の肩を一瞬で覆う。光は瞬きの間に晴れ、痛々しい傷口は真っ白な雪ゆき肌はだへと再生していた。ほら、とほのみは気き丈じように微び笑しようする。しかしすぐに顔を引き締しめ、羽を強く鳴動させた。加速する──でも。

　再び、その背中に雷撃が直撃しては、もう羽ばたきはできなかった。

　ほのみが呻うめいた。首が落ち四し肢しの力が抜ける。羽は動かない。──落ちるっ？

「……っ、ほのみっ、ほのみっ──しっかりして！」

　自由落下に支配されながらも、僕はほのみに呼びかけた。かつて、回かい廊ろうで思考昇華パラダイムシフトの暴走を起こした僕を、泥どろ沼ぬまから引き上げくれたように、名前を呼び続け──果たして。

　ほのみは薄うつすらと目を開けた。ぎょっとした顔で衝しよう突とつ寸前の海面を見つめ、

「ん──んんっ！」

　痙けい攣れんする羽を躍動させ、滑かつ空くう体勢を取った。波が頬を撫なでる。紫電の影えい響きようか全身を不自然に強こわ張ばらせるほのみは、ふらふらと羽ばたきながらも、滑かつ翔しようを続け、唯ゆい一いつの陸地──塔とうの頂上、純白の花畑に倒たおれこむように飛び込んだ。

　当然、僕も投げ出される。でも、それ以前にほのみが──っ。

　首筋に覚えのある悪お寒かんが奔った。直感的に空を見上げる。雷撃の余よ韻いんが照らす夜空、その一点。堕天使がこちらを目指して垂直一直線に降下してくる──だったらなんだ。

　これ以上──ほのみを好きにさせてたまるか！

「吹ふっ飛べっ！」

　駆動銃ランゲージ──その引き金を絞った瞬間、白き奔ほん流りゆうが視界を灼やいた。真上に向けて放った光熱の花吹雪は、堕天使の姿を完かん膚ぷ無なきまでに呑み尽つくす。

　圧倒的なまでの熱量に──《羽はね憑つき》は。

「……っっっ!?」

　光が晴れた途と端たん、僕に飛びかかってきた。両手で首元を絞しめられる。かはっ、と意図せず息が漏れた。苦しい……息が、続かない……視界が黒く塗ぬり潰つぶされていく……でも。

　僕は、両手でしっかりと握にぎりしめた駆動銃ランゲージを、堕天使に突きつけた。

「こ、れで……どう、だ？」

　この距きよ離りからの花吹雪なら──さすがに、再生しきれないはず。

　微かすかに目を瞠みはった堕天使に向けて、僕はせめてもの片笑みを浮うかべた。

　真っ白な光の奔流が銃口から溢あふれる。至し近きん距離からの光熱の花吹雪。目ま映ばゆい光量に覆おおわれた堕天使は、けれども僕を真ま似ねしたかのように頬を歪めていた。

　ぞくっとした──その次には、口から絶ぜつ叫きようが突いた。

「ぐっっ……ぅぁぁあああっ！」

　百雷が全身を貫つらぬいた。無数の羽から光が跳はね、真っ白な花吹雪を塗り潰す。冗じよう談だんでなく体中が灼かれる感覚。意識が暗くら闇やみに引きずり込まれる──前に、僕は歯を食い縛しばった。

「くっ……そぉおっ！」

　絶対に引き金から指は外さない。同時に脳のう裏りで『再生』を思い描えがいた。

　まだ撃うてる──まだ、再な生おせる！

「ぅぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　光と雷が衝突した余波が、世界を白く染め上げた。

　輝かがやく花片が堕天使の肌はだを舐める。鋭するどく奔る雷が僕の肩を撃ち抜ぬく。前者は瞬きの合間に綺麗な白磁色に戻り、後者は時間をかけて黒炭が真しん紅くに変わる程度だ。もう銃を握る手以外の感かん触しよくは残っていない。でもまた、指先は痛む。痛んでくれる。

　痛みを覚える以上──僕はまだ、生きている！

　痛覚だけを頼たよりに指先で引き金をもう一度強く、引き絞った。瞼まぶたを灼き尽くさんばかりの光がもう一筋、奔る。堕天使が再び、否いな、何度目かの灼熱に呑まれ──

　そして、再生の輝きを力強く放った。

「……ぅ、ぁ」

　──本当に、押し切れるのか？

　不意に、絶望が頭を過よぎった。視界が黒く染まり、四肢が冷たい感触に蝕むしばまれていく。ふわっと身体からだが浮くと、意識が底抜けた暗闇に吸い込まれそうになる。くそ……。

　死ぬのが、怖こわい。

「……死んでっ……たまるかぁっ……！」




　──大だい丈じよう夫ぶだよ──




　手元が優やさしく包まれた。確かな人の温もり。瞼を薄らと持ち上げると、小さな手が僕の手に重ねられていた。きゅっと僕の指先に添そえられたその指は、ひんやりと冷たく懐なつかしい感触だった。緋ひ色いろの髪かみがふわっと宙を舞まう。

　細くて柔やわらかい指先が、引き金から離はなれかかった僕の指先を、そっと押し戻した。

　……ああ。まだ、撃てる。

　真っ白な世界のどこかから、確かにその声は僕に届いたのだから。

「大丈夫──とうやくんなら、きっと撃てるよ」

　僕は、引き金を絞った。




　灼き、灼き、灼き、灼き、灼き、消す。

　光が晴れたとき、そこに堕天使の姿はなかった。

　緩ゆるやかな波の音が耳じ朶だを打った。波風が足あし下もとを吹き抜け、真っ白な花弁を勢いよく宙に舞わせる。満天の星空の下、純白の光が辺り一面に降り注いでいた。

　……ああ、そっか。
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「終わったよ……ほのみ」

　僕と堕天使には再生能力に絶望的なまでの差があった。白熱と雷が唸うなる一いつ騎き打うちでそれは覆くつがえしようがない事実だ。いくら光熱の花吹雪をもってして火力を互ご角かくにしても、僕の身体は何度灼き消えてもおかしくなかった。なのに僕は生きている。そう、まるで。

「……ほのみ？」

　誰だれかが僕を庇かばって、足りない再生能力を肩かた代がわりしてくれていたかのようで。

「…………え？」

　たとえ《羽憑き》であろうとも、再生する暇ひまも与あたえずに灼熱を浴びせ続ければ、いずれは肉体が悲鳴を上げる。断だん末まつ魔ますら炎に呑のまれ、完全に消しよう却きやくするまで焼しよう却きやくされる。

　再生能力の高い個体に対しては、物量で押すのが基本──そう、今いま頃ごろ、気がついた。

「…………ぁ」

　それが、僕を堕天使の雷撃から守ってくれていた──最強の《羽憑き》たる彼女を。

「……あ、……あ」

　僕をずっと抱だきしめてくれていた──ほのみすら。

　灼いてしまったのだと。

「ほ……ほのみっっっ」

　崩くずれかけた膝ひざを無理矢理動かして、僕は倒れ込むように前へと進んだ。

　僕に手を伸ばすようにして──ふらっと仰あお向むけに倒れていく、少女の傍そばへ。

　純白の花々に伏ふせたほのみを、抱きかかえようとして──

「熱っ……！」

　僕は反射的に手を離した。触ふれた瞬しゆん間かん、掌てのひらからじゅっと音が鳴った。嫌いやな臭においが鼻をつく中、僕はもう一度ほのみを起こそうとして──絶句する。

「…………とうや、くん？」

　薄らと目ま蓋ぶたを持ち上げたほのみは、もうほとんど原形を残していなかった。

　四肢は灼き尽くされ、灰となって風に攫さらわれる。瀕ひん死しの肉体は、かろうじて人の形を保っている。唯一、頭部だけは頬ほおが煤すすけるくらいで済んでいるも、それは身体機能の中ちゆう枢すうたる脳を守るために、そこに有ありっ丈たけの再生能力を使った結果に過ぎない。

　涙るい晶しようの羽は──残ざん留りゆう体たいの生命線であるそれは、跡あと形かたもなく粉々に砕くだけ散っている。

「……ん……そ、か……」

　声を継つげない僕を見て、ほのみが頬を痙攣させた。笑えみの形をつくろうとして。

　もう、微笑ほほえむだけの力も残されていないのだと──僕は悟さとって。だから、叫さけんだ。

「こんなときにまで笑わなくていいんだよ！」

「ん……げんきが……取り柄え、だから……」

　ほのみは笑うことをやめない。焼け焦こげた頬を水すい滴てきで濡ぬらしても、笑う。

　まるで、笑えば笑うだけ──幸せになれるのだと、告げるように。

「ねえ……とうやくん」

　ひゅぅ、とほのみは擦かすれた息を吐はき出した。

「あたし、は……嬉うれし、かった……から……とうやくんが、来て、くれて……」

「喋しやべらないでっ」

「可愛かわいいって……言って、もらえて……すっごく、嬉しく、て……ね」

「ほのみっっ、お願いだから！」

「それで……満足…………してる、から」

「僕はほのみを喪うしないたくないんだよっっっ！」

　そんな──ぽろぽろ涙なみだを流して、満足してるだなんて──。

「言わないでよ……ほのみ……ほのみは、こんなので幸せなの……？」

「…………んー、ん」

　もう首も振ふれないのか、ほのみは瞳ひとみの動きだけで否定した。

「もっと……い、っしょに……いたい……よ……？」

「だったらっ、そんな風に笑わないでよ！　自分の本心隠かくしてっ、笑ったっていいことなんてないんだ！　僕はっ、ほのみのいつもの笑顔が好きなんだよ！」

　ほのみが──瞳の色を変える。寂さびしそうに笑みを消し、涙を一ひと粒つぶ、頬に流した。

　それは、きっと──ほのみの、剥むき出しの感情だ。

「……とうや、くん」

「うん！」

「死にたく……ないよ」

「うんっ、わかってるっ！」

「死にたく……死にたく……ない、よ……！」

　ほのみが慟どう哭こくした。僕は皮ひ膚ふが灼けるのを覚かく悟ごでその頭を抱きしめる。悔くやしくて。

　もう、ここに涙るい晶しようはない。再生能力を使い切った羽は、花はな吹雪ふぶきと雷らい撃げきに呑まれ消えた。自己再生は無理だ。助けたくても涙晶がなけば、再生は────でき、な──…い？




　ちょっと、待て。涙晶がなければ──じゃぁ、涙晶があれば再生はできるのか？




「……再、生？」

　僕は手元の駆動銃ランゲージを見下ろした。思考昇華パラダイムシフトを引き起こす大型拳けん銃じゆう。思考に質量を付ふ与よさせる技術──それは、残留体の使う再生能力とも同じ仕組みだ。

　その仕組みを、僕は知っている。熟知している。

　この頭の中にある涙晶で────何度も肉体再生を行っているのだから。

「────っ」

　僕は駆動銃ランゲージを固く握りしめ、銃口を瀕死の少女へと向けた。

「…………とうや……く、ん？」

　ほのみが微かすかに目を見開いた。しかし、もう、外に意識を向けている暇はない。

　肉体は死すとも脳は生きている。脳が死ぬまで、ほのみはこの世界にいる──だから。

「絶対に、助けるから。待ってて、ほのみ」

　思い出せ──思い起こせ。

　ほのみの、髪を、目を、頬を、唇くちびるを、胸を、腕うでを、脚あしを、匂いを、仕草を、笑顔を、むくれ顔を、泣き顔を、涙を、声を、強さを、弱さを、愛いとおしさを。

　自分の好きな女の子くらい──頭に思い描えがいてみせろ。

「ほのみ。僕は、ほのみのことが──」

　────好きだよ。

　光が、弾はじけた。銃口より散った火花が一点に凝ぎよう縮しゆくする。思し惟い同士の衝しよう突とつは、目も眩くらむ膨ぼう大だいな熱量を生み出し、やがてそれを光の雨へと変えた。

　思考昇華パラダイムシフト──光こう芒ぼうは、ほのみへと降り注ぐ。

　崩れかけた肉体に光が宿った。少女の残ざん滓したる灰は、色しき彩さいを得る──灰色は白色に、白色は赤色に、赤色は血に、血は肉に、肉は骨に。ゆっくりと、けれども確実に光は人の形をつくっていき──そして、光の雨が止やんだとき。

「…………んぅ」

　ほのみは、そこにいた。

「……え…………あれ……………とうや、くん？」

　まん丸な瞳を見開くのも。すごく不思議そうに首を傾かしげるのも。バネ仕じ掛かけのように跳とび上がり、世にも綺き麗れいな純白の花畑を見回して、ぱちぱち瞬まばたきをするのも。

「──とうやくんまで天国に来ちゃったのっ？」

　相変わらずの発言も──全部、ほのみのもので。

　……ああ、よかった。

　安あん堵どを感じた途と端たん────僕は、唐とう突とつに意識を失った。

　ややあって、ほのみの慌あわてたような悲鳴を聞いた……気がした。








　エピローグ　Welcome home




「ぶあっくしぃんっ」

　なんとも情けないくしゃみが居間に響ひびいた。

「おや。まだ風か邪ぜが治っていないのかい、だいだいやじるし？」

　対面で火こ燵たつに足を突つっ込む美み陽よさんが、携けい帯たい用の塵ちり紙がみを渡わたしてくれる。僕は洟はなをすすりながらそれを受け取る。ちーん、とひとかみ。

「いや……ちょっと後を引いてる感じで。鼻がむずむずするっていうか」

「そりゃ後も引くだろうよ」

　同じく火燵の恩おん恵けいを受けるノボルは、ネスティを傍かたわらに、僕の駆動銃ランゲージを整備している。

「海水がたっぷり染しみこんだ制服を着たまま、真冬の空の下で寝ねてたんだからな。むしろ三日で熱が下がったくらいで済んでよかったんじゃねぇの？」

「前向きな見方をするとそうなるね……あぁっくしゅっ」

　あの晩。色々あって色々あった三日前に、僕は風邪を引いた。

　ほのみを探しにいく短たん艇ていで海を切った際、海水を全身に浴びたまま放置したのがいけなかった。純白の花畑の上で体力尽つきた僕はそのまま眠ねむり込み、結果、あえなく風邪の餌え食じきとなったのが事の顛てん末まつである。意識を失った僕の代わりに、ほのみが美陽さんたちに僕の携帯で連れん絡らくをしてくれなかったら、短艇で迎むかえに来てもらう前に、僕、案外軽く死んでいたかもしれない。さすがにそんな結末は情けなさ過ぎる。

「堕だ天てん使しと戦う前に上着だけでも着き替がえとけばよかったかなぁ……」

「最終決戦前にそんな悠ゆう長ちようなことやってたら、かなり雰ふん囲い気き台無しじゃね？」

　ノボルが的確に指し摘てきしてくる。まあ、そもそもそんな余よ裕ゆうもなかったしねぇ……。

「なに、そのずるずるの鼻はな汁じるも勲くん章しようだと思えばいいさ」

　そんな格好付かない台詞せりふを口にするのは美陽さんである。

「ほのみんを救った証あかしだよ。しばらくは時間もあるし、ゆっくり休養に努めるといい」

「あー……謹きん慎しんって来週まででしたっけ」

　謹慎一週間と減げん俸ぽう二か月。それが、僕たち特査に下った違い反はん行動の処分だった。正直、退職すら覚悟していた僕には驚きよう愕がくものである。曰いわく、罰ばつ則そくが軽いのは堕天使を倒たおした功績分を差し引いたのと、それと──

「都市に潜せん伏ぷくしていた残ざん留りゆう体たいも無事に一いつ掃そうされたからね。終わり良ければ全すべて良し、と研究所が判断してくれて助かったよ。これで、また君たちと一いつ緒しよに調査ができる」

　そう言って、我らが室長は後こう輩はい想おもいの微び笑しようをたたえると、

「もう一人の同どう僚りよう──ほのみんの容態も安定しているんだよね？」

　僕に視線を寄よ越こしてくる。僕は僕で塵紙でぐずる鼻をかみながら、

「ええ、もう元気いっぱいですよ」

「なによりだね。……最初に君から話を聞いた時は、ここ最近で一番に驚おどろいたよ。まさか瀕ひん死しのほのみんを思考昇華パラダイムシフトで再生させるとは、ね。さすがに予期していなかったかな」

　美陽さんはノボルの手元で弄いじられる僕の駆動銃ランゲージを見つめた。

「自己を再生した経験がある君だからこその芸当なのかい？」

「どうなんでしょうねぇ……あのときは、とにかく必死でしたから。成功するとかしないとか、あんまり考えてなかったっていうのが、本音です」

「君らしいね。それで、ほのみんは結局、残留体の力を失ったのかい？」

「ああ、再生能力はほとんど尽きたみたいですよ。でも……頭の中に、羽の根本っていうか涙晶の欠片かけらは残っているんで、軽い怪け我がくらいなら治せるって本人が言ってました」

「おや。では君とおそろいなわけだ」

　ひゅーおそろーい、とノボルが軽かろやかに口を挟はさむ。ええい、冷やかすなっ。

「──しかし、そうなると今のほのみんは、残留体か人間か、果たしてどちらなのかな」

　美陽さんは顎あごに指を添そえると、そう神しん妙みように呟つぶやいた。

「だいだいやじるしが瀕死のほのみんを再生──いや、身体からだをほぼ一から創造したことによって、彼女は人と同様の肉体を得た。人の人格と人の肉体。後天的な二つの要素は、今やほのみんを形作る全てに等しいよ。この場合、彼女は残留体なのかそれとも──」

「どっちでもいいんじゃないですか？」

　ちょっと長い上に難しくなりそうだったので、僕は声を上乗せさせてもらった。

「そんなにややこしい定義なんて決めなくても、ほのみはほのみですよ。一緒にいて楽しければ、残留体でも人間でもどっちでもいいと思います」

「……そう、だね。いや、これは一本取られた」

　美陽さんが珍めずらしいことに目を瞠みはっていた。

「一緒にいて楽しければそれでいい──素す晴ばらしい言葉だね。今度、紙にでも筆でしたためて調査室の壁かべに貼はっておこう。無論、額がく縁ぶち入りで」

　いや、それはさすがに恥はずかしい。困る。でも美陽さんならやりかねないしなんとかして阻そ止ししなくては、と僕が久しぶりに頭を回転させ始めると──

「さあさあ、ご飯の準備できましたよ～」

　台所の暖の簾れんをくぐって姉さんがやってきた。両手両腕に見るからに豪ごう勢せいな料理を載せ、それらを傍そばのテーブルに置いていく。ものすごい量──なれど、今日には相応ふさわしい量だ。

　姉さんは僕らが手伝う間もなく全ての料理を運び終えると、

「つばさちゃん、ほのみちゃん、もういいですよ～」

　廊ろう下かに顔を出しこの場にいない二人を呼ぶ。すると、廊下の向こうから、

「んっ、ちょっ、ちょっと待ってっ。まだ心の準備ができてなかったり……っ」

「いいからいいから。ほのみってばほら早くっ」

　なにやら賑にぎやかな声が聞こえたのも束つかの間ま、居間に二人の少女が現れた。一人がもう一人に押される形で。押した側のつばさは涼すずしげに微笑ほほえみ、押された側の少女──ほのみは両手をぶんぶん振ふってあたふたと目に見えて慌てている。

　しかし、なれど。今日はほのみが主役なのだから──もっと堂々とすべき、かな？

「んふふ。ではでは、不ふ肖しようこの風かざ峰みねハルが音おん頭どを取りますねー」

　いつも以上に頬ほおを緩ゆるませた姉さんが、せーの、と声を掛かけ。

『ほのみ（ん）（ちゃん）、ようこそ風峰家に～』

　異口同音、皆みんなで声を揃そろえた──瞬しゆん間かん、居間の各所で破は裂れつ音。爆ばく弾だん物が仕掛けられていた……のではなく、あらかじめ用意したクラッカーを僕たちが鳴らしただけだ。それを後押しするかのように、ネスティがきゅいんっきゅいんっと勢いよく電子音を発している。

　そして、歓かん迎げいの中心点。今回の祝しゆく宴えんの主しゆ賓ひん──ほのみはというと、

「んっ、んっ～～～～～～あ、ありがとうございまひゅっ」

　頭を大きく下げ思いっきり舌を噛かんでいた。その相変わらずっぷりに、僕は顔が自然と綻ほころぶのを自覚する。そりゃそうである──だって、今日は。

　姉さんがほのみをぎゅむっと胸に抱だき寄せた。

「今日からほのみちゃんはうちの子ですからねぇ～、うぅぅん～」

　────今日は、ほのみが正式に風峰家の養子になる日。

　そのための歓迎会を、風峰家で開く日。そんな日が盛り上がらないわけない。

　早さつ速そく、料理と合わせて話が弾はずむ。僕の左ひだり隣どなりにはつばさが座っていた。

「そうだ。つばさ、さっきまでほのみとなにしてたの？」

「お化け粧しよう。せっかくの晴れ舞ぶ台たいだし、ほのみってば化粧したことないっていうから」

　すっぴんであの肌はだは反則、とつばさが拗すねたようにごちた。あれで綺麗に見せたら街で振り返らない人はいないとはメイク担当の意見らしい。

　でも、化粧か。ほのみはきっとこれからそういったものに触ふれていくのだと思うと、なんだか感かん慨がい深ぶかい。できればその過程を見守りたいと思うのは、父親的感覚なのかな──。

「ところで、ほのみは学校どうするの？」

　つばさに声をかけられたほのみは、僕の右隣の席だ。頬には小さなご飯はん粒つぶが一つ。姉さんのつくったご馳ち走そうをリスみたく頬に詰つめ込んでいる。

「んぐっ……んん。学校？」

「そ。よく知らないけど、今まで行ったことないんでしょ？」

　そう言うつばさは、ほのみの事情を一いつ切さい訊きこうとしない。ほのみが風峰家の養子になると伝えたときも「そ。……よかった」と噛みしめるように喜んでくれた。本当のことを話そうか迷いもしたのだけれど、今はまだ事態が落ち着いたばかりなのもあって、つばさの気き遣づかいに甘えさせてもらっている。

　でもいつか──つばさに残留体うんぬんを語る日がきっと来ると思う。

「んー……学校、いきたいなぁって思うけど」

　ちらと僕を見上げるほのみの視線は、期待の色に染まっている。そういえば部活動にも興味を示してたっけ。勿もち論ろん、僕としては笑顔で返さない理由はない。

「いけると思うよ。今度、姉さんに相談してみよっか」

「いいのっ？　ありがとっ」

「転入したらぜひ弓きゆう道どう部ぶに寄ってね。みんな、ほのみのこと気に入ってるし。体験入部してくれればしっかりと教えてあげられるから」

「いくいくっ」

　きゃっきゃと騒さわぐ女性陣じん二人。同じクラスになれるといいね、ともう転入後の展望まで見えているらしい。気が早い……とは言えそうにない。僕だってほのみと一緒に登校する場面を思い描えがいているくらいだ。……にしても、弓道か。色々と一段落したことだし、そろそろ物置から弓道用具一式を引っ張りだしてこようかな──。

「あ、そうだ。橙とう矢や。私とのデートの約束、覚えてるよね？」

「ぶっ」

　口につけたお茶が顔に逆噴ふん射しやした。お行ぎよう儀ぎ悪し。というか今のはつばさの聞き方がどんぴしゃすぎると思う……。僕がじと目で睨にらむと、つばさは何故かハンカチを取り出した。

「もう。なにしているんだか。ほら、じっとして。よいしょっと……」

　ふきふきと顔を拭ふかれる。え、いや……うん、よろしくお願いします。……うん？

　つばさの面めん倒どう見みの良さは知っているつもりだけれど、ここまで世話焼きだったっけ、と過去の事例と照らし合わせていると、ふと、右隣の席から視線を感じた。

「……じぃ」

「ど。どうしたの、ほのみ？」

　ほのみが声に出してまで僕をじぃと見つめていた。具体的には顔付近。語ご尾びを伸のばさないあたり、視線一点集中型のじぃだと見受けられる。その理由はすぐに判明した。

「あたしもとうやくんの顔拭くっ」

　と宣言するや否いなや、片手を上げた体勢で沈ちん黙もく。その手にはなにも握にぎられていない。

「は、ハンカチない……」

　ふふんと鼻歌を口ずさむつばさが、何故か上じよう機き嫌げんで僕の顔を拭き続ける。その様子を見て、んーっ、とほのみは悔くやしそうに唸うなると、僕をぽかすか殴なぐってきた。ちょっと微笑ましい。以前のような《羽はね憑つき》パンチではないけれど、これはこれで、く、くすぐったい。

「おや、面おも白しろそうなことをしているね」

　いつの間にか、我らが室長に後ろを取られていた。悪戯いたずら大好きっ子の瞳ひとみが輝かがやく。げ。

「ふむ。なら自分は趣しゆ向こうを変えてこうでもしてみよう」

　するり、と首筋に細い腕うでが回ってきたと思うと、耳元に吐と息いきをかけられた。ひゃぁ。

「おぉ、姐あね御ご色っぽいっすね！　んならオレは左の耳にでも……」

「待て待て待って。食事中、食事中だから……ぎぃゃぁあ！」

　本当に吐息を吹ふきかけられた直後、カシャッという音と光が散った。シャッター音。

「んふふ、皆みなさん楽しそうですねぇ～」

　実に頬を緩めている姉さんが一眼レフを構えていた。ぎゃぁ、今の写真撮とられた！

「ね、姉さん。できれば今のは撮り直してほしいんだけど……」

「そうですねぇ～。せっかくなので私も入りたいですし、もう一枚撮りましょうか」

　シャッターを時限式に切り替かえた姉さんが、いそいそと僕らの背後に回る。「先せん輩ぱい、どうぞ自分の隣となりに。あ、抱だきついてもいいですか？」「いいですよ～。つばさちゃん、もっとこっちに寄ってください」「あ、はい。なら橙矢の隣にもっと……っと」「つ、つばさちゃんっ、どうしてそっちにいくのっ？」「だって寄らなくちゃいけないんだもーん」「だもんなんて言葉、つばさの口から初めて聞いたよ……」「うっし。オレはあえて橙矢っちの頭に寄りかかるぜ！」「お、重いっ。そのあえては重いよっ」「そろそろ撮りますよ～」

　じじじ、と食しよく卓たくの上に設置されたカメラが、ごちゃごちゃする僕らを枠わくに収めようとする。僕が咄とつ嗟さに服装を正していると、誰だれかに服の裾すそを引かれた。

「ねえ、とうやくん」

　ほのみが小声で僕を呼ぶ。続けてくいくいと手招きすらされる。内ない緒しよ話ばなしだろうか。何故か林りん檎ごみたく頬が赤いほのみが僕を見上げていた。うん？　その顔は耳まで赤い。風か邪ぜかなと一いつ瞬しゆん心配になったけれど。その矢先、ほのみは元気良く、軽く飛び跳はね──え？




　ちゅっ、という音が耳元で聞こえた瞬間、僕の頭の芯しんは真っ白になった。




　…………え、え。えー……っと。ちゅ……って。

　頬に残る温かい感かん触しよく。今の状じよう況きようを描びよう写しやしようとして、僕は一気に顔が熱くなった。

「……ほのみ？」

　なんとか絞しぼり出せた僕の囁ささやきに、ほのみは照れくさそうにはにかむ。

　──あぁ。僕も今、こんな風に笑えているといいな。

　顔を真っ赤に染めつつも、真まっ直すぐな気持ちを表現した、その笑顔は。

「とうやくん、大好きっ」

　────最高に、可愛かわいかった。








　あとがき




　皆さん、初めまして。武たけ葉ばコウと申します。

　正しよう真しん正しよう銘めい、後にはもう訪おとずれない、初めて書くあとがきの初めましてです。そう思うと、どこか寂さびしいような気がする一方で、それ以上にやっぱり緊張してきます。




　この物語は、著者紹介でもちょこっと載せましたが、僕がドバイの高校に在学していた頃、高校生活最後の夏休みを目一杯使って書き上げたものです。

　アラブ首しゆ長ちよう国こく連れん邦ぽうの一つで、英語っぽく呼べばどぅばぁい。そこでの日常会話に使う言語は、家族との会話などを除くと、ほぼ英語だったりします。加えて、幼よう少しよう期きに覚えたはずの米寄りの英語は、日本で暮らす間にすっかり頭から抜け落ちていて、異い国こくの地にて飛び交う言葉、会話は当初、もうほとんどさっぱり聞き取れませんでした。

　思えば初めは、物語を書くのが単純に好きな他ほかに、理解不能な英語の環境から目を逸そらす理由もあってキーを叩たたいていた気がします。当時、学校では睡眠学習が主でしたので。

　それが、もうどうにでもなれとシンプルイズザベストな英語を口にしてみると、少しずつ学内の友人たちと気軽に触れ合え、仲良くなり、楽しく騒いでいるうちに、いつの間にか英語もぺらぺらの「ぺ」くらいまでは話せるようになって。

　そうして、色々なんとかなってきた夏休み、本書は異国の片かた隅すみで生まれました。そこでの経験や想おもい出、そういったものが反映できていればいいなぁとこっそり思っています。

　本書はいかがでしたか？　皆さんの読書中に、少しでも楽しい時間をお届けできたら、これほど嬉うれしいことはありません。




　そろそろページが残り少なくなってきました。早速、謝しや辞じに参りたいと思います。

　本書を栄えあるファンタジア大賞〈大賞〉に選んでくださった選考委員の皆様へ。そして本書の製作にあたり、尽じん力りよくしてくださった関係者の皆様方へ。感謝の念に堪えません。

　常に的確な助言と指示をくださる担当様へ。より面白い作品にしようというその心意気に支えられ、この物語を世に送り出せました。これからもよろしくお願いいたします。

　本書のイラストを担当してくださったntny様へ。橙とう矢やたちをはじめ、作品の世界や空気感までも鮮せん明めいに描いていただき、大変嬉しく、光栄に思います。とても心強いです。

　ここから先は、友人、知人達に向けての感謝を。

　四次選考の突破が決まった日、家に泊まりがけでお祝いしてくれた親友Ｂへ。朝まで騒ごうと徹てつ夜やに挑み、結局二人してソファでうとうとしたのは懐なつかしい想い出です。

　それから、「一〇冊は買う！」と、解かい読どく困こん難なんな日本語の本にも拘かかわらず、豪ごう語ごしてくれた漢おとこなＳへ。「日本で発売？　ＯＫ、通販で買う！」と、そんな風にも言ってくれましたが、せっかくなので今度、遊びにいく時にでも本書を空輸……もとい、持っていきます。

　また、もう結構長い付き合いになりそうな美容師のＭさんへ。おかげさまでこうして本を出すことが叶かないました。会う度たびにかけてくださる激励の言葉、胸に刻んでいます。

　またまた、僕に小説を書くきっかけを与えてくれたＫさんへ。小説を書き始めた頃の僕の拙つたない表現や誤字脱字を添てん削さくしてくれた、今や親戚のような存在のＹさんへ。お二人との出で逢あいがなければ、今の僕は間違いなくありませんでした。

　そしてなにより、ずっと僕を支えてくれている家族へ。言葉にしてもし尽くせないほどの想いです。本当に、いつもありがとう。

　最後に。この本を手にとってくれた貴方あなたへ。心より、お礼を申し上げます。




　それでは。大変名残なごり惜しい限りですが、またどこかでお会いできる日を夢見ています。





二○一二年十一月　武葉コウ













再さい生せいのパラダイムシフト




リ・ユニオン















武たけ葉ばコウ
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